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【目　次】
基本政策１　未来の希望が輝くまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

1 婚活支援事業（蓮田で家族になろう。事業）
政策調整課、産業振興課、
子ども支援課

10

2 不妊治療費助成事業 子ども支援課 10
3 母子保健推進事業 子ども支援課 11
4 ワーク・ライフ・バランスの推進事業 庶務課、産業振興課、子ども支援課 11
5 乳幼児とのふれあいの推進事業 学校教育課、保育課 12
6 定住・子育て応援促進サイトの運営事業 政策調整課、広報広聴課 12
7 子育て世代包括支援センター整備推進事業 子ども支援課 12
8 予防接種事業 子ども支援課 13
9 乳幼児健康診査事業 子ども支援課 13
10 小児救急医療体制の充実 健康増進課 13

11 食育の推進事業
健康増進課、学校教育課、
子ども支援課、社会教育課

14

3 母子保健推進事業（再掲） 子ども支援課 15
12 子どものための教育・保育給付事業 保育課 16

13
ブックスタート事業（はすぴぃのふれあい子育て「はじめて
の絵本」）

子ども支援課、社会教育課 16

14 子ども読書支援センター整備事業 社会教育課 16
(1) 子育て支援 15 子ども・子育て支援事業計画の推進 子ども支援課 17

16 こども医療費助成事業 子ども支援課 18
17 保育料の経済的負担の軽減 保育課 18
18 多子世帯応援事業 子ども支援課、保育課 18
19 【事業完了】幼稚園就園奨励費の補助 保育課 18
20 待機児童対策の推進事業 保育課 19
21 保育サービスの充実 保育課 19
22 民間事業者等による放課後児童健全育成事業 保育課 19
23 ファミリー・サポート・センター事業の推進 子ども支援課 20
24 家庭保育室の支援事業 保育課 20
25 病児・病後児保育事業 子ども支援課、保育課 20
26 保育士、学童保育所指導員等の研修の充実 子ども支援課、保育課 21
27 発達や個性に応じた保育内容の充実 子ども支援課、保育課 21
28 公園整備事業 みどり環境課 22
29 子育てにやさしい公共施設などの整備事業 庶務課 22
30 子育て情報誌発行事業 子ども支援課 22
31 公開型地理情報システム整備事業 都市計画課 23
32 子ども110番の家推進事業 学校教育課 24
33 子育て世帯向け防災訓練事業 危機管理課 24

34 公共施設の安全対策の充実
教育総務課、学校教育課、
子ども支援課、保育課

25

35 児童虐待防止対策事業 子ども支援課 26

36 子どもの貧困対策事業
福祉課、教育総務課、
学校教育課、子ども支援課

27
(6) 子どもの権利の保障

2
子育て環境の整
備

(2) 子育ての負担軽減

(3) 保育環境の充実

(4)
子どもと出かけられる環境の整
備

(5) 安心・安全

1
結婚～乳幼児の
子育て支援

(1)
結婚、出産、子育ての切れ目の
ない支援

(2) 子どもの健康

(3) 幼児教育の充実促進
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【目　次】
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

37 青少年健全育成支援事業 子ども支援課 28
38 公民館などを利用した子ども向け講座の開催 社会教育課 28
39 学校施設の活用 社会教育課、文化スポーツ課 28
40 放課後子供教室の実施 社会教育課 28
41 地域子育て支援拠点の充実 学校教育課、子ども支援課、保育課 29
42 地域で支える子育て支援事業 保育課 29
7 子育て世代包括支援センター整備推進事業（再掲） 子ども支援課 30
43 子育てサークルの育成支援事業 子ども支援課、保育課、社会教育課 31
44 子育て活動促進事業 子ども支援課、社会教育課 31
45 母子愛育会活動支援事業 子ども支援課 32
46 家庭教育支援事業 子ども支援課 32
47 地域交流機会の創出 社会教育課、文化スポーツ課 33
48 小・中学校人権教育推進事業 学校教育課 34
49 心の教育・教育相談体制づくり事業 学校教育課 34
50 発達支援センター推進事業 学校教育課 34
51 特別支援教育推進事業 学校教育課 34
52 健康教育推進事業 学校教育課 35
53 小・中学校水泳指導民間連携事業 教育総務課 35
54 退職教員による定期的補充学習推進事業 学校教育課 35
55 はすだっ子ペンの達人！等事業 学校教育課 35
56 理科支援員の全校配置 学校教育課 36
57 少人数学級の学年拡大 教育総務課、学校教育課 36
58 中学校部活動推進事業 学校教育課 36
59 外国語指導助手招致事業 学校教育課 37
60 外国語指導助手小学校配置推進事業 学校教育課 37
61 小・中学校英語教育推進事業 学校教育課 37
62 中学校国際親善訪問団派遣事業 学校教育課 37
63 小・中学校大規模改修事業 教育総務課 38
64 小・中学校校庭整備事業 教育総務課 38
65 学校給食の充実 教育総務課 38
66 小・中一貫教育モデル校指定事業 学校教育課 39
67 情報化推進事業 学校教育課 39
68 就学援助費の支給事業 学校教育課 39
69 地域ぐるみの子ども安全推進事業 学校教育課 39
70 交通指導員の配置事業 自治振興課 40
71 開かれた学校づくり 学校教育課 41
72 コミュニティ・スクール導入事業 学校教育課 41
73 教職員の資質向上 学校教育課 41

(4) 環境教育の推進 74 農地や林などを活用した環境教育推進事業 学校教育課 42

4 学校教育の充実

(1) 教育内容の充実

(2) 教育環境の充実

(3) 学校の教育力の向上

3
地域や家庭にお
ける子育て支援

(1) 健全育成

(2)
子育て支援拠点の整備・利用促
進

(3)
地域の関係機関と連携した子育
て支援
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【目　次】
基本政策２　健康で安心して暮らせるまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

75 意識啓発・広報活動推進事業
庶務課、産業振興課、
福祉課、社会教育課

43

76 福祉教育の推進・福祉意識の醸成事業 学校教育課、社会教育課 44
77 地域交流機会の提供事業 長寿支援課、保育課 45
78 多世代交流の促進事業 学校教育課、保育課 45
79 自治会の活動支援事業 自治振興課 45
42 地域で支える子育て支援事業（再掲） 保育課 46
80 社会福祉協議会との連携強化による福祉サービスの充実 福祉課 47
81 地域活動・ボランティア活動の推進事業 福祉課、長寿支援課 47

82 地域活動の担い手の育成事業
福祉課、障がい者支援課、
長寿支援課、学校教育課

48

44 子育て活動促進事業（再掲） 子ども支援課、社会教育課 48
83 障がい者支援体制の確立（自立支援給付事業） 障がい者支援課 49
84 障がい者支援体制の確立（地域生活支援事業） 障がい者支援課 49
85 蓮田市障がい者就労支援事業 障がい者支援課 50
86 障がい者作業所等運営支援事業 障がい者支援課 50
87 【事業完了】はなみずき作業所整備事業 障がい者支援課 50
88 高齢者の生きがい支援事業 長寿支援課 51
89 シルバー人材センター支援事業 長寿支援課 51
90 高齢者の総合相談・権利擁護事業 長寿支援課 52
91 高齢者見守り支援ネットワーク事業 長寿支援課 52
92 在宅医療・介護の連携体制の充実 長寿支援課 53
93 公共交通整備事業 都市計画課 53
94 高齢者援護・措置事業 長寿支援課 54
95 介護保険事業（介護保険運営事業） 長寿支援課 55
96 介護保険事業（地域支援事業） 長寿支援課 55
97 介護予防・日常生活支援総合事業（地域支援事業） 長寿支援課 56
98 心の健康相談事業 健康増進課 57
99 がん検診事業 健康増進課 58
100 特定健康診査、特定保健指導事業 健康増進課 58

(2) 地域の健康づくりの推進 101 健康づくり推進事業 健康増進課 59
102 地域救急医療体制の充実 健康増進課 60
92 在宅医療・介護の連携体制の充実（再掲） 長寿支援課 60

(1) 国民健康保険制度の適正な運営 103 国民健康保険の適正な運営 国保年金課 61

(2)
後期高齢者医療制度の適正な運
営

104 後期高齢者医療広域連合との連携 長寿支援課、国保年金課 62

(3) 国民年金事務の円滑な運営 105 国民年金事務 国保年金課 63
(4) 生活困窮者支援（生活保護） 106 生活保護制度の適正な運営と自立支援 福祉課 64

5
各種社会保障制
度の適正な運営

4
健康づくりの支
援

(1) 心と体の健康づくり

(3) 地域保健医療体制の整備

3 高齢者支援

(1)
生きがいづくり・社会参加の促
進

(2)
生活（自立）支援・権利擁護の
充実

(3)
介護保険制度の適正な運営と推
進

2 障がい者支援

(1) 自立支援体制

(2) 社会参加に向けた環境整備

1
地域でともに支
え合う福祉の推
進

(1) 相互扶助意識の高揚

(2) 地域福祉環境の整備

(3) 地域福祉活動の充実
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【目　次】
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

(1) 地域における防犯対策の推進 107 防犯対策推進事業 危機管理課 65
(2) 防犯体制の充実 108 警察署の誘致 危機管理課 66
(3) 防犯対策の推進 109 街路灯整備推進事業 自治振興課 67

110 防災備蓄倉庫及び防災資機材の整備事業 危機管理課 68
111 自主防災組織育成事業 危機管理課 68
112 【事業完了】公共建築物の耐震補強整備事業 庶務課、建築指導課 69
113 木造住宅耐震診断・耐震改修補助事業 建築指導課 69
114 老朽管更新事業 水道課 69
115 公共下水道整備事業 下水道課 70
116 消防施設整備事業 消防総務課 70
117 排水路施設等整備事業 産業振興課、道路課 71
118 地域防災計画の改定と各種マニュアル整備事業 危機管理課 72
119 遠隔地自治体との災害支援体制の充実 危機管理課 72
120 情報伝達体制整備事業 危機管理課 72
121 情報セキュリティ対策の整備 デジタル推進課 73

122
新型インフルエンザ等対策の整備（新型コロナウイルス感染
症対策の整備）

健康増進課 73

123 消防設備整備事業 消防総務課 74
116 消防施設整備事業（再掲） 消防総務課 74

(2) 救急体制の充実 124 救急体制の強化 消防総務課 75
125 消防団の活性化推進事業 消防総務課 76
126 消防訓練等実施事業 消防総務課、予防課 76
127 交通安全施設等整備事業 自治振興課 77
128 放置自転車対策の推進事業 自治振興課 77
129 交通安全啓発事業 自治振興課 77
130 通学路の安全確保事業 自治振興課、道路課、学校教育課 78
131 消費生活相談事業 産業振興課 79
132 消費者教育推進事業 産業振興課 79

基本政策３　学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

133 生涯学習推進事業 社会教育課 80
134 生きがいづくりと社会参加推進事業 社会教育課 80
88 高齢者の生きがい支援事業（再掲） 長寿支援課 80
135 図書館システムの最適化及び学校図書館資源共有化推進事業 社会教育課 81
136 図書館機能・サービスの充実 社会教育課 81
137 総合文化会館運営事業 文化スポーツ課 82
138 ハストピアサポーターズ事業 文化スポーツ課 82
139 文化財啓発事業 学校教育課、社会教育課 83
140 国指定史跡黒浜貝塚整備・活用事業 社会教育課 83
141 市内貝塚群国指定史跡化推進事業 社会教育課 83
142 埋蔵文化財保存事業 社会教育課 84
143 【事業完了】市指定文化財保存修復事業 社会教育課 84

2
地域に根差した
文化の継承と活
用

(1) 芸術・文化活動の振興

(2) 歴史・文化の保全と活用

1
生涯学習を通し
た生きる力の育
成

(1) 生涯学習体制の充実

(2) 学習環境の充実

9
交通安全対策の
推進

(1) 交通安全対策の充実

10 消費生活保護 (1) 消費生活の安全確保

8
消防・救急体制
の充実

(1) 消防体制の充実

(3) 地域における消防力の充実

(1) 防災対策の推進

(2) 災害に強いまちづくりの推進

(3) 危機管理体制の確立

6 防犯対策の推進

7
防災対策・危機
管理体制の充実
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【目　次】
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

144 国際交流推進事業 自治振興課、学校教育課 85
59 外国語指導助手招致事業（再掲） 学校教育課 85
60 外国語指導助手小学校配置推進事業（再掲） 学校教育課 85
61 小・中学校英語教育推進事業（再掲） 学校教育課 86
62 中学校国際親善訪問団派遣事業（再掲） 学校教育課 86
145 スポーツ団体育成・支援事業 文化スポーツ課 87
146 スポーツ・レクリエーション普及事業 文化スポーツ課 87
147 スポーツ・レクリエーション指導者の育成 文化スポーツ課 87
58 中学校部活動推進事業（再掲） 学校教育課 87

(2) スポーツ施設整備の促進 148 スポーツ施設整備事業 みどり環境課、文化スポーツ課 88
149 人権教育・啓発推進事業 庶務課、社会教育課 89
150 いじめ防止対策推進事業 庶務課、学校教育課 89

6 平和行政の推進 (1) 平和意識の高揚 151 平和行政推進事業 庶務課 90
152 男女共同参画への意識づくり 庶務課 91
4 ワーク・ライフ・バランスの推進事業（再掲） 庶務課、産業振興課、子ども支援課 91

(2) 相談体制等の充実 153 男女間のあらゆる暴力のない社会づくり 庶務課、子ども支援課 92

基本政策４　地域の資源が活
い

きるまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

(1) 企業立地促進 154 産業基盤整備事業 産業振興課、都市計画課、建築指導課 93
(2) 創業支援 155 創業支援事業 産業振興課 94

156 中心市街地の活性化推進事業 産業振興課 95
157 商工会との連携支援事業 産業振興課 95
158 商業団体活性化推進事業 産業振興課 95
159 サービスエリア活用事業 産業振興課 96

160 あらゆる世代の就業支援事業
産業振興課、障がい者支援課、
長寿支援課、子ども支援課

97
98

155 創業支援事業（再掲） 産業振興課 98
161 地域資源の発掘・活用による蓮田ブランドの創出 広報広聴課、産業振興課 99
162 【事業完了】はすだFutureプロジェクト支援事業 産業振興課 99
163 特産品振興事業 産業振興課 99
164 産業振興支援事業 産業振興課 100
165 道の駅「はすだ」推進事業 産業振興課、道路課 100

1 産業の創出支援

2 産業育成・支援

(1) 産業振興・経営基盤の強化

(2) 就労支援

(3) 地域資源の活用

5
人権教育・啓発
の推進

(1) 人権意識の高揚

7
男女共同参画の
推進

(1) 男女共同参画の促進

3
国際交流・多文
化共生

(1) 地域交流・多文化交流の促進

4
スポーツ・レク
リエーションの
振興

(1)
スポーツ・レクリエーション活
動の促進
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【目　次】
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

166 生産基盤整備促進事業 産業振興課 101
167 環境にやさしい農業への取組 産業振興課 101
168 地産地消の推進事業 産業振興課 101
169 農産物直売所の整備事業 産業振興課 101
170 ふれあい農園管理運営事業 産業振興課 102
171 交流ふれあい支援事業 産業振興課 102
172 農業担い手育成支援事業 産業振興課 102
173 梨農家担い手確保支援事業 産業振興課 102
174 貸農園事業 産業振興課 103
175 農業経営の法人化支援事業 産業振興課 103

基本政策５　潤いのある快適なまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

(1) 地球温暖化対策の推進 176 自然エネルギー活用システム設置費補助金交付事業 みどり環境課 104
177 花と緑のまちづくり事業 自治振興課、みどり環境課 105
178 自然環境保全支援事業 みどり環境課 105
179 黒浜沼周辺整備事業 みどり環境課 105
180 山ノ神沼周辺整備事業 みどり環境課、産業振興課 106
181 環境教育・環境学習推進事業 みどり環境課 107
74 農地や林などを活用した環境教育推進事業（再掲） 学校教育課 107

(1) 循環型社会の推進 182 資源リサイクル奨励金交付制度 みどり環境課 108
183 蓮田白岡衛生組合運営事業 みどり環境課 109
184 農業集落排水整備事業 下水道課 109
185 合併処理浄化槽設置整備事業 下水道課 109
115 公共下水道整備事業（再掲） 下水道課 109
186 環境衛生支援事業 みどり環境課 110
187 環境美化推進事業 みどり環境課 110

(1) 空き家等対策の推進 188 空き家等対策事業
危機管理課、みどり環境課、
建築指導課

111

189 放射線測定事業
みどり環境課、学校教育課、
保育課、消防総務課

112

190 給食用食材の放射性物質検査事業 教育総務課、保育課 112
191 土地利用計画の見直し 都市計画課 113
192 地区計画の策定 都市計画課 113

193 【事業完了】西口再開発ビル整備推進事業
庶務課、市民課、
子ども支援課、保育課

114

194 拠点地域づくりの推進
政策調整課、都市計画課、
文化スポーツ課、関係各課

115

200 ＪＲ宇都宮線利便性向上事業 都市計画課 116

3
安心・安全な生
活環境

(2) 放射線対策の推進

4
魅力あるまちづ
くりの整備

(1)
快適で暮らしやすいまちづくり
の推進

(2) 魅力ある拠点づくりの推進

2 環境衛生の推進
(2) ごみ・し尿処理体制の充実

(3) 環境美化活動の充実

3 農業の振興 (1) 都市型農業の振興

1 環境保全の推進
(2) 環境地域活動の充実

(3) 環境教育の充実
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【目　次】
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

195 スマートＩＣ整備推進事業 都市計画課、道路課 117
196 幹線道路の整備推進 都市計画課、道路課 117
197 橋りょう整備事業 道路課 118
198 生活道路整備事業 道路課 118
199 道路補修・排水整備事業 道路課 118
117 排水路施設等整備事業（再掲） 産業振興課、道路課 119
165 道の駅「はすだ」推進事業（再掲） 産業振興課、道路課 119
200 ＪＲ宇都宮線利便性向上事業（再掲） 都市計画課 120
93 公共交通整備事業（再掲） 都市計画課 120
201 健全な上水道事業の経営 水道課 121
114 老朽管更新事業（再掲） 水道課 121
115 公共下水道整備事業（再掲） 下水道課 122
184 農業集落排水整備事業（再掲） 下水道課 122
185 合併処理浄化槽設置整備事業（再掲） 下水道課 122
202 公園リノベーション事業 みどり環境課 123
203 キッズパークはすだ事業 みどり環境課 123
28 公園整備事業（再掲） みどり環境課 124
177 花と緑のまちづくり事業（再掲） 自治振興課、みどり環境課 124
179 黒浜沼周辺整備事業（再掲） みどり環境課 124
180 山ノ神沼周辺整備事業（再掲） みどり環境課、産業振興課 125
166 生産基盤整備促進事業（再掲） 産業振興課 126
170 ふれあい農園管理運営事業（再掲） 産業振興課 126
171 交流ふれあい支援事業（再掲） 産業振興課 126
174 貸農園事業（再掲） 産業振興課 126

基本政策６　地域活動が活性化されたまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

204 コミュニティ活動への支援事業 自治振興課 127
79 自治会の活動支援事業（再掲） 自治振興課 127
205 ＮＰＯ・市民活動支援事業 自治振興課 128
206 市民協働推進事業 自治振興課 128
207 市民イベント等支援事業 政策調整課 128
42 地域で支える子育て支援事業（再掲） 保育課 128
43 子育てサークルの育成支援事業（再掲） 子ども支援課、保育課、社会教育課 129
44 子育て活動促進事業（再掲） 子ども支援課、社会教育課 129
45 母子愛育会活動支援事業（再掲） 子ども支援課 130
47 地域交流機会の創出（再掲） 社会教育課、文化スポーツ課 130
69 地域ぐるみの子ども安全推進事業（再掲） 学校教育課 131
81 地域活動・ボランティア活動の推進事業（再掲） 福祉課、長寿支援課 131

82 地域活動の担い手の育成事業（再掲）
福祉課、障がい者支援課、
長寿支援課、学校教育課

132

138 ハストピアサポーターズ事業（再掲） 文化スポーツ課 132
146 スポーツ・レクリエーション普及事業（再掲） 文化スポーツ課 132
162 はすだFutureプロジェクト支援事業（再掲） 産業振興課 133
177 花と緑のまちづくり事業（再掲） 自治振興課、みどり環境課 133

1 市民協働の推進

(1) 地域コミュニティの活性化

(2) 市民活動・NPO活動の支援

7
公園の整備と緑
地の保全

(1) 魅力ある公園の整備

(2) 農地・緑地の保全と創造

6
上水道の安定供
給と下水処理の
推進

(1) 上水道の整備・充実

(2) 下水道の整備・充実

5
道路・交通網の
整備

(1) 道路・橋りょう等の整備

(2) 公共交通の利便性の向上
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【目　次】
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

208 情報公開制度の充実 庶務課 134
121 情報セキュリティ対策の整備（再掲） デジタル推進課 134
209 蓮田市都市計画図基本図作成事業 都市計画課 135
31 公開型地理情報システム整備事業（再掲） 都市計画課 135
67 情報化推進事業（再掲） 学校教育課 135
120 情報伝達体制整備事業（再掲） 危機管理課 135
210 シティセールスの推進 政策調整課、広報広聴課 136

211
マスコットキャラクターや広報大使を活用したシティセール
ス推進事業

広報広聴課、産業振興課 136

212 パブリックコメント制度の充実 広報広聴課 137
6 定住・子育て応援促進サイトの運営事業（再掲） 政策調整課、広報広聴課 137

213 行政改革等推進事業 政策調整課 138
214 人材育成推進事業 秘書課 138
215 財政健全化事業 契約財政課 138
216 総合行政システム整備事業 デジタル推進課 139

(2) 施設の計画的な管理 217 インフラ維持管理の効率的なマネジメントの実施 庶務課、関係各課 140
218 中央公民館パーキングシステム導入・活用事業 社会教育課 141
53 小・中学校水泳指導民間連携事業（再掲） 教育総務課 141

(4) 行政組織の効率化・人材育成 219
蓮田市定員適正化計画及び蓮田市特定事業主行動計画の進行
管理

政策調整課、秘書課 142

220 近隣市町連携事業 政策調整課、広報広聴課 143
221 長野県松川町（遠隔地自治体）等との友好交流 広報広聴課、学校教育課 143
84 障がい者支援体制の確立（地域生活支援事業）（再掲） 障がい者支援課 144
92 在宅医療・介護の連携体制の充実（再掲） 長寿支援課 145
183 蓮田白岡衛生組合運営事業（再掲） みどり環境課 145
222 彩の国ロードサポート制度の推進 道路課 146
223 教育機関等連携事業 政策調整課、関係各課 146
224 民間企業等連携事業 政策調整課、関係各課 146
225 東埼玉病院周辺の活用の検討 政策調整課、関係各課 147
53 小・中学校水泳指導民間連携事業（再掲） 教育総務課 147

80
社会福祉協議会との連携強化による福祉サービスの充実（再
掲）

福祉課 147

4
関係自治体・関
係機関との連携

(1) 関係自治体との連携

(2) 関係機関との連携

3
健全・効果的な
行財政運営

(1) 計画的・効率的な行財政運営

(3) 民間活力の導入

2
情報共有・情報
発信

(1)
情報公開の充実・個人情報の保
護

(2) 地域情報化の推進

(3) 広聴・広報の充実
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（１）結婚、出産、子育ての切れ目のない支援

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

政策調整課
※産業振興課・子ども支援課に記載のとお
り。

-
※産業振興課・子ども支援課に記載のと
おり。

0 0

産業振興課
　（一社）蓮田青年会議所の解散後、他の
実施主体による実施が見込めないため、婚
活イベントの実施はできませんでした。

c 未達成
　他の実施団体を模索し、実施の再開を
検討します。

0 0

子ども支援
課

　埼玉県で実施している「SAITAMA出会いサ
ポートセンター運営協議会」へ加入し、ス
ケールメリットを生かした支援を行いまし
た。

a 達成
　SAITAMA出会いサポートセンターに加
入を継続します。

53 53

進行管理シート≪主要事業≫の見方

基本政策１

主要事業
№

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） R6年度

決算額
（千円）

1

婚活支援
事業（蓮
田で家族
になろ
う。事
業）

　出会いの場を提供するため
に、関係団体と連携しながら市
内の地域資源を活用した婚活イ
ベントを実施する。イベント参
加者に蓮田市の魅力を発信し、
愛着をもってもらう。また、新
しく家族になろうとする世帯が
蓮田市に住んでもらえるよう働
きかける。

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画
R6年度

当初予算額
（千円）

令和６年度中に実施し

た内容に対する評価を

記載しています。

評価は、

・ａ達成

・ｂ一部達成

・ｃ未達成

・ｄその他

の4段階です。

令和６年度に実施すべき

内容を記載しています。
令和６年度中に実施した内

容を課ごとに記載していま

す。
今後実施する内容を

記載しています。

令和６年度の当初予

算額及び決算額を記

載しています。
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（１）結婚、出産、子育ての切れ目のない支援

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

政策調整課
※産業振興課・子ども支援課に記載のとお
り。

-
※産業振興課・子ども支援課に記載のと
おり。

0 0

産業振興課
　（一社）蓮田青年会議所の解散後、他の
実施主体による実施が見込めないため、婚
活イベントの実施はできませんでした。

c 未達成
　他の実施団体を模索し、実施の再開を
検討します。

0 0

子ども支援
課

　埼玉県で実施している「SAITAMA出会いサ
ポートセンター運営協議会」へ加入し、ス
ケールメリットを生かした支援を行いまし
た。

a 達成
　SAITAMA出会いサポートセンターに加
入を継続します。

53 53

不妊治療
費助成事
業

　夫婦そろって不妊検査を実施
した時の検査費の一部助成・不
育症検査費の一部助成を行う。
また、従来治療費の一部を助成
していた不妊治療費について
は、令和4年4月から一部の治療
が保険適用になったことについ
て、引き続き周知を図る。

子ども支援
課

　不妊検査費は20件、不育症検査費は5件の
助成を行いました。
　早期不妊検査費・不育症検査費助成事業
について市で発行している「健康カレン
ダー」等で周知を図りました。

a 達成

　早期不妊検査費・不育症検査費助成事
業についてわかりやすい周知に努め、制
度を必要とするかたへの情報提供を行い
ます。

966 677

基本政策１

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）主要事業

№

ＰＬＡＮ
R6年度
決算額
（千円）

2

1

婚活支援
事業（蓮
田で家族
になろ
う。事
業）

　出会いの場を提供するため
に、関係団体と連携しながら市
内の地域資源を活用した婚活イ
ベントを実施する。イベント参
加者に蓮田市の魅力を発信し、
愛着をもってもらう。また、新
しく家族になろうとする世帯が
蓮田市に住んでもらえるよう働
きかける。

R6年度
当初予算額
（千円）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（１）結婚、出産、子育ての切れ目のない支援

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策１

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）主要事業

№

ＰＬＡＮ
R6年度
決算額
（千円）

R6年度
当初予算額
（千円）

母子保健
推進事業

　妊娠、出産その後の育児を安
心して行えるようにするため、
妊産婦の健康診査や育児相談、
訪問指導を実施するとともに、
両親学級の開催等子育てに関す
る学習機会の充実を図る。

子ども支援
課

　母子健康手帳交付の面談時に妊婦健康診
査・産婦健康診査助成券等を配布し、健康
診査の必要性について説明しました。
　両親学級は、1コース3日間で年4コース実
施し、実参加者数114名、延べ参加者数170
名でした。
　プレママパパ相談は土曜日に個別で実施
し、開催回数32回、実参加者数は62名でし
た。
　乳児家庭全戸訪問事業として318名に訪問
しました。

a 達成

　引き続き、妊婦健康診査・産婦健康診
査等助成制度を行い、妊産婦の健康管理
を行います。また、妊婦のための支援給
付と伴走型相談支援を実施し、妊娠届出
受理時の面接、出産後の訪問等で、妊娠
期からの切れ目のない支援を続け安心安
全な妊娠、出産、育児ができるようにサ
ポートしていきます。両親学級とプレマ
マパパ相談を定期的に行います。

52,267 43,441

庶務課

　「はすだ男女共生プラン2025」の令和5年
度実施分の進行管理を行いました。
　11月9日（土）に男女共同参画セミナーを
開催し、定員を超える59名の参加がありま
した。

a 達成

　「はすだ男女共生プラン2025」に基づ
き、各課で所管している事業が具体的に
実施できるよう進行管理を行っていきま
す。

0 0

産業振興課

　12月17日に、埼玉県及び県内他市との共
催により、女性対象の在宅ワーカー育成セ
ミナーを開催しました。（オンライン）
　国・県などで行われるセミナーの開催案
内、制度に関する情報を健康福祉部、生涯
学習部の関係各課へ提供しました。

a 達成

　引き続き国・県などで行われるセミ
ナーの開催案内、制度に関する情報提供
などを行っていきます。
　関係各課と共同で、男女共同参画を
テーマとしたセミナーの実施について検
討していきます。

0 0

子ども支援
課

　両親学級は、1コース3日間で年4コース実
施し参加者114名、うち53名が男性でした。
プレママパパ相談は32回実施し参加者は62
名、うち30名が男性でした。

a 達成

　両親学級を土曜日に開催し、男性が参
加しやすい体制の推進を図ります。ま
た、父親の役割等の講話や沐浴実習を実
施し、男性の子育て参加の促進を図りま
す。プレママパパ相談も継続して実施
し、男性の子育て参加の促進を図りま
す。

60 60

4

ワーク・
ライフ・
バランス
の推進事
業

　仕事と子育ての両立ができる
働きやすい環境づくりの推進の
ため、母子健康手帳交付時等に
おいて支援制度の周知に努める
ほか、両親学級やプレママパパ
相談において父親の役割等の講
話を実施するなど男性の子育て
参加の促進を図る。

3
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（１）結婚、出産、子育ての切れ目のない支援

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策１

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）主要事業

№

ＰＬＡＮ
R6年度
決算額
（千円）

R6年度
当初予算額
（千円）

学校教育課

　家庭科の授業において、「幼児の生活と
遊び」、「幼児との触れあい」という題材
の学習を行いました。
　年間指導計画に基づき、市内全中学校に
おいて学習を行いました。

a 達成
　今後も引き続き、年間指導計画の見直
しも含め、実状に応じた学習を行ってい
きます。

0 0

保育課
　各保育園で、小学生と中学生を授業の一
環として職場訪問を受け入れました。

a 達成
　引き続き、実施できるように検討して
いきます。

0 0

政策調整課 ※広報広聴課に記載のとおり。 - ※広報広聴課に記載のとおり。 0 0

広報広聴課

　昨年度、全面リニューアルを実施した
「蓮田市魅力PRサイト」についてレイアウ
トの変更や内容の更新を行い、魅力的なサ
イトとなるよう努めました。また、アクセ
ス数の増加を図るため、市内で開催される
イベントの情報及び直近で開催されたイベ
ントの様子を掲載しました。

a 達成
　記事・写真の充実に加え、担当課と連
携しながら内容の更新を適宜行い、より
充実した内容を掲載していきます。

2,365 2,365

子育て世
代包括支
援セン
ター整備
推進事業

　全ての妊産婦、子育て世帯、
子どもへ一体的に相談支援を行
うこども家庭センターを整備
し、児童福祉と母子保健の一体
的な提供を行う。

子ども支援
課

　こども家庭センターでは妊娠届出受理時
に、必ず保健師等が面接を行い母子健康手
帳を発行し、ハイリスク妊婦の早期発見、
早期支援に努めました。
　蓮田駅西口こども家庭センターは、土日
も開所しており、随時、妊娠・出産・子育
て等に関する相談を受けました。市役所こ
ども家庭センター相談件数614件、蓮田駅西
口こども家庭センター相談件数1,439件でし
た。
　出産・子育て応援給付金事業を実施し、
出産応援給付金5万円を361人に、子育て応
援給付金5万円を327人に支給しました。

a 達成

　令和6年度に開設したこども家庭セン
ターにおいて、妊娠期から子育て期にわ
たる切れ目のない支援を実施します。
　また、相談を受ける保健師等専門職の
資質の向上を図ります。
　妊婦のための支援給付の支給に加えて
伴走型相談支援を実施し、子育ての不安
感・負担感の軽減と子育ての孤立化の解
消を図ります。

56,175 54,6337

5

　市魅力PRサイト(旧定住促進サ
イト「ちょうどいい蓮田」)につ
いて、アクセス数の増加を図る
ため、内容を充実させていく。

定住・子
育て応援
促進サイ
トの運営
事業

6

乳幼児と
のふれあ
いの推進
事業

　授業の一環として行う中学生
社会体験チャレンジ事業などを
通じて、子育てに関する知識を
習得できる機会を小・中学生に
提供し、子育てなどの意義に関
する普及啓発を図る。
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（２）子どもの健康

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

予防接種
事業

　予防接種法に基づき、感染の
恐れがある疾病の発生及びまん
延を予防するために予防接種を
行い、公衆衛生の向上及び市民
の健康の保持に寄与する。ま
た、予防接種のお知らせや市の
子育て情報等をメールで配信す
るサービスを継続する。

子ども支援
課

　予防接種法に基づく定期予防接種につい
て、医療機関に委託し個別接種を行いまし
た。
　HPVワクチンの接種が完了していない
2,582名に対して接種勧奨通知を郵送し、接
種率の向上に努めました。
　お子さん一人ひとりにあわせて予防接種
スケジュールを作成できる「はすぴぃ子育
てナビ」の令和6年度の新規登録者数は371
名でした。

a 達成

　引き続き、予防接種法に基づく定期予
防接種を行います。
　また、保護者からの予防接種に対する
相談に対して丁寧に説明し、適切な接種
勧奨を行います。
　「はすぴぃ子育てナビ」についても、
機会を捉えて周知を継続していきます。

137,961 139,950

乳幼児健
康診査事
業

　乳幼児が心身ともに健康に発
育できるようにするため、乳幼
児の成長段階に応じて健康診査
を実施し、病気や異常の早期発
見や保護者への保健指導・養育
支援につなげる。

子ども支援
課

　各健診の受診率は、3～4か月児健診
97.1％、9～10か月児健診95.3％、1歳6月児
健診98.3％、3歳児健診93.2％でした。健診
未受診者に対しては、再度通知を送付する
とともに、連絡が取れない場合は、電話や
家庭訪問で状況把握を行いました。
　3歳児健診に屈折検査機器を実施し、弱視
や斜視等の視覚異常の早期発見に努めまし
た。屈折検査陽性者41名を精密検査につな
げました。

a 達成

　引き続き各健診の受診率の向上、未受
診者の状況把握に努めます。また、健診
後に継続支援が必要な親子に対しては、
確実に支援を行います。

7,177 7,066

小児救急
医療体制
の充実

　子どもが必要な時に必要な保
健医療サービスを受けられるよ
う、休日等における急病者の医
療を確保する。病院及び有床診
療所が輪番制で救急患者の診療
を行う東部北地区の病院群輪番
制病院運営事業や小児救急医療
支援事業の運営に対して支援す
る。

健康増進課
　小児救急医療拠点病院運営事業により、
休日及び夜間の診療体制の確保を予定どお
り行いました。

a 達成

　市民がいつでも安心して医療サービス
を受けられるように、引き続き「東部北
地区第二次救急の病院群輪番制病院運営
事業等」において、構成市町との連携を
強化し、事業運営を行っていきます。
　また、蓮田市医師会、南埼玉郡市医師
会との協力体制の整備及び幸手、加須保
健所との連携を図ります。

2,178 2,080

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

10

ＣＨＥＣＫ
（評価） R6年度

決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

8

9

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
当初予算額
（千円）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（２）子どもの健康

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価） R6年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
当初予算額
（千円）

健康増進課

　食育推進員連絡会議を5回開催し、地域の
食生活支援のための情報共有や団体ごとに
食育推進の取組について検討しました。ま
た、会議の中において講演会も開催し、食
育推進員の資質の向上に努めました。
　市内小学校の養護教諭と連携し、管理栄
養士及び保健師による食育講座を実施しま
した。
　食育推進員が中心となり作成したレシピ
集を団体の活動を通して配布しました。
　蓮田市食育推進計画（第2次）の推進を図
りました。

a 達成

　食育推進員連絡会議を開催し、食育推
進員の資質の向上、食に関する情報の共
有を図ります。また、引き続きレシピ集
を活用し、あらゆる機会をとらえて食育
推進を図ります。
　食育推進員と協働して、食育推進計画
（第2次）を推進していきます。
　市内小学校等を通じて、引き続き食育
の推進についての取組を進めていきま
す。

72 76

学校教育課
　市内小・中学校で、食について考える授
業を行いました。

a 達成

　SDGsや総合的な学習の時間と関連付け
て、企業の方から食品ロスの問題や活用
など、食について考える機会を増やして
いきます。

0 0

子ども支援
課

　両親学級の栄養講話受講者は30名でし
た。
　乳幼児栄養相談での相談者は延べ63名で
した。
　乳幼児健診での栄養相談は、3～4か月児
健診が32名、9～10か月児健診が120名、1歳
6か月児健診が67名、3歳児健診が26名でし
た。
　また、離乳食教室の受講者は151名でし
た。

a 達成

　食育の必要性を乳幼児健診や両親学級
等様々な機会を捉えて周知していきま
す。
　離乳食や食事についての相談が増加し
ているため、教室の運営と併せて、わか
りやすい資料の作成を行います。

0 0

社会教育課
　子ども講座「夏休みワークショップ：食
育の推進」おいしいサイエンス、キラキラ
琥珀糖を開催しました。

a 達成
　引き続き夏休みなどに、食育に関する
講座を実施していきます。

15 11

　地域における食育の実践を図
り、食育推進計画の推進につな
げる。また、食育推進員連絡会
議を開催し、食育推進員の資質
の向上を図る。食育推進計画(第
2次)に基づき、さらなる食育推
進を図る。食に関する子ども講
座を開催し、食の学習の機会を
提供することで、食育の推進事
業の充実を図る。

11
食育の推
進事業

-14-



未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（２）子どもの健康

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価） R6年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
当初予算額
（千円）

母子保健
推進事業

　妊娠、出産その後の育児を安
心して行えるようにするため、
妊産婦の健康診査や育児相談、
訪問指導を実施するとともに、
両親学級の開催等子育てに関す
る学習機会の充実を図る。

子ども支援
課

　母子健康手帳交付の面談時に妊婦健康診
査・産婦健康診査助成券等を配布し、健康
診査の必要性について説明しました。
　両親学級は、1コース3日間で年4コース実
施し、実参加者数114名、延べ参加者数170
名でした。
　プレママパパ相談は土曜日に個別で実施
し、開催回数32回、実参加者数は62名でし
た。
　乳児家庭全戸訪問事業として318名に訪問
しました。

a 達成

　引き続き、妊婦健康診査・産婦健康診
査等助成制度を行い、妊産婦の健康管理
を行います。また、妊婦のための支援給
付と伴走型相談支援を実施し、妊娠届出
受理時の面接、出産後の訪問等で、妊娠
期からの切れ目のない支援を続け安心安
全な妊娠、出産、育児ができるようにサ
ポートしていきます。両親学級とプレマ
マパパ相談を定期的に行います。

52,267 43,441
3

（再掲）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（３）幼児教育の充実促進

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

子どもの
ための教
育・保育
給付事業

　認定こども園、保育園及び特
定地域型保育事業を運営する事
業者に対して、国の基準に基づ
く給付を行う。

保育課
　保育所等に対し、施設型給付費または地
域型給付費を給付しました。

a 達成
　保育所等を運営する事業者に対して、
引き続き国の基準に基づく給付を行いま
す

846,695 849,462

子ども支援
課

　社会教育課と連携し、3～4か月児健診及
び3歳児健診時の場を提供し、ブックスター
トを実施しました。

a 達成

　引き続き社会教育課と連携し、3～4か
月児健診及び3歳児健診時の場を提供
し、ブックスタート事業を推進していき
ます。

0 0

社会教育課

　3～4か月児健診会場で絵本と絵本バッグ
をプレゼントし、図書館案内等を配布しま
した。
　令和6年度は338名に絵本をプレゼントし
ました。
　また、絵本の読み聞かせ体験を3歳児健診
会場で行い、紹介している本のリストの配
布も行いました。

a 達成
　引き続き、乳幼児健康診査の際に、絵
本の配布や読み聞かせ体験を行います。

601 599

子ども読
書支援セ
ンター整
備事業

　子どもたちに本に親しむ環境
を提供して読書支援を行う。ま
た、あらゆる世代に対応した読
書環境の充実を図り、子どもか
らお年寄りまで多世代が交流で
きる場としての機能や子育て環
境の充実を推進する。

社会教育課

　定期的に子どもの年齢に合わせたおはな
しひろばを開催し、子どもたちへの読書支
援を行いました。
　図書館サポーターによる名画フィルム館
や、蓮田おはなしの会によるおはなし会な
どのイベントを開催し、子どもから高齢者
まで楽しめる機会を提供しました。
　各事業毎に関連する図書資料を会場内や
図書館入口付近に展示し、貸出を行いまし
た。

a 達成
　引き続き様々な世代が参加しやすい事
業を行い、図書館を身近に感じ利用でき
る読書環境づくりを推進していきます。

0 014

R6年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

12

13

ブックス
タート事
業（はす
ぴぃのふ
れあい子
育て「は
じめての
絵本」）

　乳幼児健診時に絵本を配布
し、読み聞かせを体験していた
だくことにより、絵本を通して
赤ちゃんと保護者がふれあえる
きっかけ作りを行う。また、そ
の後の健診や図書館事業の中
で、赤ちゃんと保護者が一緒に
本を開いて楽しんでいけるよう
子育て支援の充実を図る。

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

-16-



未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（１）子育て支援

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

子ども・
子育て支
援事業計
画の推進

　地域における子どもや子育て
家庭の状況に応じた子ども・子
育て支援を行うため、令和2年度
から令和6年度を計画期間とする
第二期子ども・子育て支援事業
計画に基づき事業を推進する。
こども基本法の成立を受け、令
和7年度から令和11年度を計画期
間とするこども計画(第三期子ど
も・子育て支援事業計画)を策定
する。

子ども支援
課

　こども計画を令和7年3月に策定しまし
た。

a 達成 　こども計画を推進します。 6,805 4,378

R6年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

15

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価）
R6年度

当初予算額
（千円）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（２）子育ての負担軽減

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

こども医
療費助成
事業

　子どもが必要とする医療を容
易に受けられるように、満18歳
に達する日以後の最初の3月31日
まで入院・通院に係る医療費の
一部を助成する。また、県補助
対象年齢の引き上げに伴い、シ
ステムの改修を行う。

子ども支援
課

　こどもが必要とする医療を容易に受けら
れるよう医療費の一部（保険診療分の一部
負担金）を助成することにより、福祉の増
進を図りました。

a 達成
　こどもが必要とする医療を容易に受け
られるよう、引き続き事業を実施しま
す。

252,593 258,546

保育料の
経済的負
担の軽減

　同一世帯から保育園等に入園
している第2子以降等の保育料に
ついて軽減を図る。

保育課
　蓮田市特定教育・保育施設及び特定地域
型保育事業の保育料に関する規則に基づ
き、保育料の軽減を図りました。

a 達成

　継続して蓮田市特定教育・保育施設及
び特定地域型保育事業の保育料に関する
規則に基づき、保育料の軽減を図りま
す。

0 0

子ども支援
課

　県と連携し、出生者の養育者に対して、
蓮田市出産祝金（1人あたり5,000円）と埼
玉県コバトンベビーギフト（10,000円相当
のベビーグッズ）を支給する制度を実施し
ました。

a 達成
　令和7年3月31日までに出生した児童を
養育する方に蓮田市出産祝金と埼玉県コ
バトンベビーギフトの支給を実施する。

1,900 1,905

保育課
　埼玉県と連携し、多子世帯における経済
的負担の軽減を図りました。

a 達成
　制度の周知を徹底し、保護者の申請漏
れを防ぎます。

0 0

幼稚園就
園奨励費
の補助

　私立幼稚園に満3歳から5歳の
子どもを通園させている保護者
に対して、その世帯の課税状況
に応じ支援する。令和元年10月
に実施された幼児教育無償化に
おいて、幼稚園の利用料が無償
化事業の対象とされたため、本
事業は同年9月末で終了した。

保育課 事業完了

18
多子世帯
応援事業

　埼玉県と連携し、保育園等に
入園する第3子以降の0歳児から2
歳児クラスの児童の保育料を無
料にする。

19

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

16

17

R6年度
決算額
（千円）

R6年度
当初予算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（３）保育環境の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

待機児童
対策の推
進事業

　蓮田市第二期子ども・子育て
支援事業計画の中の教育・保育
の見込みと確保方策に基づき施
設整備を行っており、現状では
新規の施設整備の計画はない。
保育園については、認定こども
園や私立保育園に保育を委託す
るとともに、待機児童の状況に
応じて保育園等の整備や民間保
育事業者の誘致、幼稚園の認定
こども園への移行支援、企業主
導型保育施設の誘致を検討し、
保育の受入枠の拡大を図る。学
童保育所については、待機児童
の状況に応じて施設整備を検討
する。

保育課

　保育施設については、新宿幼稚園が令和8
年4月から認定こども園に移行を目指した手
続きを開始しました。これにより保育部分
の定員が69名になる予定で、保育の受入枠
の拡大が図られます。また、保育施設の利
用希望者に対し、保育施設の空き情報を案
内し、受入人数を弾力化することで待機児
童の解消に努めました。
　学童保育所については、中央学童保育所
第6を整備し、令和7年4月から定員30名で受
入れを開始しました。また、私立の学童保
育所として、とねの会学童クラブありのみ
が定員30名で開設しました。このように学
童保育の受入枠を拡大し待機児童の解消に
努めました。

a 達成
　引き続き、子ども支援課と連携し、蓮
田市こども計画を踏まえ総合的に検討を
進めていきます。

0 1,062

保育サー
ビスの充
実

　公立及び私立の保育園等にお
いて、朝夕の延長保育や、保護
者が一時的に保育できないとき
のための一時預かり事業を実施
する。

保育課

　中央、黒浜、東、閏戸保育園で一時預か
りを実施しました。プレックスキッズ内に
おいても、一時預かり事業を民間に委託し
実施しました。
　中央、東、蓮田みぬま保育園で延長保育
を実施しました。

a 達成

　保育園の一時預かり及び延長保育につ
いては保育士の確保が課題であり、継続
して保育士の確保に努めます。
　引き続き保育所等における一時預かり
事業、延長保育事業を行います。

35,541 26,583

民間事業
者等によ
る放課後
児童健全
育成事業

　市の委託を受けた民間の学童
保育所(放課後児童健全育成事
業)に対して委託費を支給する。
本事業は令和3年度で終了した。
　また、令和6年度より再度開
始。

保育課
　令和6年度より民間の学童保育所（学童ク
ラブありのみ）に対して放課後児童健全育
成事業の補助金を助成しました。

a 達成
　引き続き、民間の学童保育所（放課後
児童健全育成事業）に補助金を助成しま
す。

0 10,610

基本政策１

主要事業
№

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

22

R6年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画

20

21

R6年度
当初予算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（３）保育環境の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策１

主要事業
№

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画
R6年度

当初予算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

ファミ
リー・サ
ポート・
センター
事業の推
進

　地域において保育などの援助
を受けたい人と援助を行いたい
人を会員として登録し、会員相
互による子育ての相互援助活動
を支援するファミリー・サポー
ト・センター事業を推進する。
蓮田駅西口行政センターのプ
レックス・キッズ内の他の機関
と連携し、業務の拡充を図る。

子ども支援
課

　ファミリー・サポート・センター事業を
推進しました。
【令和7年3月末会員数】
依頼会員　345人
協力会員　 84人
両方会員　 38人
合計　　　467人

a 達成

　引き続きファミリー・サポート・セン
ター事業を推進します。
　依頼会員の需要の増加と協力会員の慢
性的な不足が続いていることから、協力
会員の募集を引き続き進めます。

4,383 4,562

家庭保育
室の支援
事業

　保護者の労働または疾病等に
より保育が必要となる3歳未満の
乳幼児を、蓮田市認可外保育施
設指導監督要綱に基づき安全に
保育する家庭保育室に保育委託
することにより、保護者が安心
して労働等に専念できる環境を
構築し、乳幼児の福祉の向上を
図る。

保育課
　家庭保育室に委託した乳幼児はいません
でした。

a 達成
　市内在住の児童が家庭保育室を利用す
る場合に、運営費の補助金の事務を適正
に実施します。

190 0

子ども支援
課

　急な送迎や預かり、病児保育などファミ
リー・サポート・センターで対応ができな
い依頼に対して、緊急サポートセンター埼
玉に依頼し、サポートを行いました。

a 達成

　引き続き事業を実施することでファミ
リー・サポート・センターで対応できな
い依頼に緊急サポートセンター埼玉で対
応するとともに、サポート会員の講習会
を実施し、登録会員の拡大を図ります。

877 877

保育課
　保育所へ委託し、病後児保育事業を実施
しました。

a 達成
　引き続き病後児保育事業の運営、補助
金の事務を適正に実施します。

5,199 5,187

24

23

病児・病
後児保育
事業

　児童が病気または回復期にあ
り、保護者が労働等により保育
できない場合に、緊急サポート
センター埼玉や病院、保育所な
どへの委託により事業を実施す
る。

25
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（３）保育環境の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策１

主要事業
№

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画
R6年度

当初予算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

子ども支援
課

　業務の都合上今年度は研修に参加できま
せんでしたが、OJTによりサービスの向上に
努めました。

b 一部達成
　今後も県や職能団体が行う研修に積極
的に参加し、資質の向上に努めます。

9 0

保育課
　保育士については、埼玉県保育士会主催
の研修他、各種研修会に参加し、保育士等
の資質向上に努めました。

a 達成

　保育士については、今後も各種研修会
を通じ、保育士の資質向上に努めます。
　学童保育所指導員については、指定管
理者による定期的な研修を実施します。

217 118

子ども支援
課

　保護者との積極的なコミュニケーション
に努め、子どもの発達状況や安全に配慮し
た保育内容の充実を図りました。

a 達成
　子どもの発達状況や安全に配慮した保
育内容の充実に努めます。

8,866 6,205

保育課
　研修等を通して、保育士の資質の向上を
図りました。ことばの教室については、各
園年2回巡回相談を実施しました。

a 達成

　引き続き、園児の能力や個性を尊重
し、それぞれの子どもの発達や個性に応
じた保育を実施します。
　研修を通して、保育士の資質の向上に
努めます。

0 0

26

保育士、
学童保育
所指導員
等の研修
の充実

　各種研修会などを通じて、保
育士等の資質向上に努める。

27

発達や個
性に応じ
た保育内
容の充実

　園児の発育・発達状況を把握
し、子どもの発達や個性に応じ
た保育の質の向上に努めるとと
もに、子どもの健康や安全に配
慮した保育内容の充実を図る。
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（４）子どもと出かけられる環境の整備

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

公園整備
事業

　子育て世代や多世代間交流の
機会が図れるふれあい活動の場
となる空間や子どもの体力、探
究心及び創造性を向上させるこ
とのできる公園を整備する。ま
た、遊具や設備について安全点
検を行い、計画的に魅力あるも
のに刷新するなど、誰もが利用
しやすい公園へと整備し、多様
化するニーズに対応した総合公
園の計画など、新たな地域拠点
づくりを推進する。

みどり環境
課

　市民からの情報提供や、委託業者による
定期点検、公園巡回を行い、遊具や休憩施
設の点検や危険箇所の有無を確認し危険箇
所や老朽化修繕や撤去を実施しました。
　また、増え過ぎた、あるいは大きくなり
過ぎた園内樹木等の間引き、伐採を行い、
安全面に配慮した剪定等を行いました。
　公園内の施設について、堂山公園のトイ
レ整備工事は3月に完了し、明るく衛生的で
多目的トイレも利用できるようになったこ
とで、子育て世代など広く市民に利用しや
すく魅力的な公園となるよう取り組みまし
た。

b 一部達成

　引き続き定期的に公園の巡回点検を行
い、事故を未然に防げるよう努めます。
また、地元自治会や周辺住民の意見を聞
き、地元が望む公園のあり方に少しずつ
近づけていき、地元との協働管理を推進
します。
　公園内の遊具等について、改修・更新
を進めていきます。
　また、入札不調により未実施の松ケ崎
公園のあずまやと中谷公園のトイレ整備
工事について、早期に実施できるよう見
直しを行います。

148,085 216,579

子育てに
やさしい
公共施設
などの整
備事業

　子育て中のかたが安心して利
用できるように、子育てにやさ
しい施設の整備を図り、多世代
交流の場としての環境整備を推
進する。

庶務課

　ATM利用者が安心して利用できるように、
駐車場出入口に一方通行の案内標示を設置
しました。
　庁舎内の和式トイレ7か所の洋式化ととも
に、手すりや温水洗浄便座等の設置を行い
ました。

a 達成
　現状の施設の機能を維持するととも
に、継続して市民や担当部署からの意見
を収集し、見直しを行っていきます。

0 7,745

子育て情
報誌発行
事業

　市内の子育て支援施設、イベ
ントや子どもの健康に関するこ
と、児童手当やこども医療費助
成など、子育てに係るさまざま
な情報をまとめた冊子をゼロ予
算で作成する。幼稚園や保育園
の園児の保護者に配付するほ
か、図書館などの公共施設の窓
口に設置する。

子ども支援
課

　妊娠から出産、教育に至るまで、子育て
に関する情報をまとめた蓮田市子育てガイ
ドブックを令和6年10月に発行しました。

a 達成 　最新情報の提供に努めます。 0 0

29

30

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

28

R6年度
決算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（４）子どもと出かけられる環境の整備

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
決算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）

公開型地
理情報シ
ステム整
備事業

　DXの推進による市民サービス
の向上を図るため、蓮田市公開
型地図情報システムの公開デー
タを追加・修正するとともに、
3D化した都市モデルを利活用す
るためのシステム構築を行う。

都市計画課

　都市計画変更された高虫西部地区や新た
に発行した洪水ハザードマップに関する情
報など、公開型地図情報システムに搭載し
ている行政情報の更新を行うとともに、3D
都市モデルの効率的な活用に向けた庁内向
け勉強会を実施しました。

a 達成

　引き続き、公開型地図情報システムの
管理や情報の更新を適切に行っていくと
ともに、統合型GISや3D都市モデルの活
用について、県や民間事業者と支援を受
けながら検討を続けてまいります。

3,098 3,02531
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（５）安心・安全

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

子ども110
番の家推
進事業

　犯罪から子どもを守るため、緊急の
避難場所として「子ども110番の家」
の設置箇所数の増加を図る。

学校教育課

　子ども110番の家の確実な把握と、各個
人、事業所に対するお礼状の発送を更新時
期に学校を経由して行いました。
　新規協力者の増加を目指し、各校から協
力を呼びかけました。
　子ども110番の家の看板が老朽化している
場合は、学校経由で交換を行うよう連絡し
ました。

a 達成

　看板の素材の劣化や文字が薄くなる等
老朽化が進んでいる看板は、積極的に周
知し交換を促します。
　110番の家が各小学校区で増加するよ
う、その活動についての周知を図りま
す。

0 0

子育て世
帯向け防
災訓練事
業

　災害弱者となりうる子育て世
帯向けに防災訓練を実施し、子
育て世帯だからこそ知っておか
なければならない災害時に対す
る備えの普及啓発を行う。

危機管理課

　子育てでつながろうMiNiフェスタにて乳
幼児用非常食等を配布したり、蓮田市防災
フェアにて、災害体験に親子で参加してい
ただいたりし、子育て世帯に対する防災啓
発を行いました。

a 達成
　引き続き、子育て世帯に焦点を当てた
啓発活動を行い、防災意識の高揚を図っ
ていきます。

47 44

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

32

33

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
決算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（５）安心・安全

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
決算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）

教育総務課

　市内小・中学校へ設置した防犯カメラに
ついて、「蓮田市立小・中学校に設置する
防犯カメラの管理及び運用に関する要綱」
に基づき、適正な運用を行いました。

a 達成

　引き続き、市内全小・中学校へ設置し
た防犯カメラについて、「蓮田市立小・
中学校に設置する防犯カメラの管理及び
運用に関する要綱」に基づき運用を行っ
ていきます。また、子どもの安心安全な
学習環境のために、施設の改修、改善等
を実施していきます。

9,525 9,523

学校教育課

　防犯カメラの管理及び運用を適切に行い
ました。
　学校施設の安全点検を毎月確実に実施し
ました。

a 達成

　引き続き、防犯カメラの管理及び運用
を適切に行っていきます。
　今後も、学校施設の安全点検を確実に
実施し、子どもが安心して学校生活を送
ることができるよう、支援していきま
す。

357 357

子ども支援
課

　さくら園では、保育課と情報を共有し、
園児の安全の確保に努めました。

a 達成
　さくら園では、保育課と情報を共有
し、園児の安全の確保に努めます。

0 0

保育課
　保育園では、カメラの不調があったた
め、修繕を行い、子どもの安心・安全を守
れるよう整備をしました。

a 達成

　定期的にカメラチェックを行い、何か
不調があった際には、修繕等を行い、子
どもの安心・安全を守れるよう努めてい
きます。

1,899 2,359

34
公共施設
の安全対
策の充実

　安全対策のために学校や教育
センター、保育園、学童保育
所、児童センター等の公共施設
に防犯カメラ等警備システムや
避難階段等を整備し、子どもの
安全に配慮した施設の整備・運
営に努め、子どもの安全を地域
全体で見守る環境づくりを推進
する。
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（６）子どもの権利の保障

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

児童虐待
防止対策
事業

　学校・児童相談所等との連携
を強化するとともに、地域での
見守り体制を充実し、児童虐待
防止対策の推進を図る。要保護
児童対策地域協議会を開催し、
こども家庭センターを中心に学
校・児童相談所等の関係機関と
の連携の強化を図るとともに、
地域での見守り体制を充実し、
関係機関と連携し、児童虐待防
止に係る啓発活動を実施する。
また、家事や育児、ヤングケア
ラー支援が必要な子育て世帯を
訪問し、必要な支援を提供す
る。

子ども支援
課

　こども家庭センターを中心に、児童相談
所、関係機関及び地域と協力して児童虐待
の防止、早期発見、早期対応の充実を図り
ました。
　また、虐待防止の啓発グッズを作成し、
子ども支援課窓口や西口行政センター内
（プレックス・キッズ）窓口、親子の集ま
るイベント等で配布しました。

a 達成

　子ども家庭総合支援拠点と子育て世代
包括支援センターを統合し、こども家庭
センターを開設したことを踏まえ、これ
まで以上に早期発見、早期対応の充実を
図っていきます。
　また、虐待防止の啓発グッズを作成
し、子ども支援課窓口や西口行政セン
ター内（プレックス・キッズ）窓口、親
子の集まるイベント等で配布し、引き続
き児童虐待防止の意識啓発を図っていき
ます。
　子育て世帯訪問支援事業を引き続き実
施します。

812 605

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価） ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

35

R6年度
決算額
（千円）

R6年度
当初予算額
（千円）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（６）子どもの権利の保障

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価） ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
決算額
（千円）

R6年度
当初予算額
（千円）

福祉課

　子どものいる貧困世帯に対して、必要に
応じて就労支援等を行いました。
　生活困窮世帯の小学3年生から6年生を対
象としたジュニア・アスポート事業及び中
高生を対象とした学習支援事業を実施し、
学習支援を行いました。

a 達成

　子どものいる貧困世帯に対して、引き
続き必要に応じて就労支援等を行いま
す。
　生活困窮世帯の小学生対象のジュニ
ア・アスポート事業と中高生対象の学習
支援事業を効果的に実施できるよう取り
組みます。今後も生活困窮世帯の子ども
の将来的な自立に向けて、学習支援等を
行います。

18,766 18,040

教育総務課
　給食費無償化等について国の動向や他市
町の状況把握に努めました。

b 一部達成
　さまざまな課題について、引き続き国
や県、近隣市町等の動向を注視しつつ、
調査・研究を継続していきます。

0 0

学校教育課

　高校入学者2名500,000円、大学入学者2名
1,000,000円の合計1,500,000円の貸付を行
いました。
　また、8月に滞納者宅を訪問し督促を行い
ました。

a 達成
　広報誌やホームページで周知を行い、
必要なかたへ適正に貸付を行います。

3,000 1,500

子ども支援
課

　対象となる世帯にひとり親家庭等医療
費、児童扶養手当の支給を行いました。
　また、民間団体が行う子ども食堂やフー
ドパントリー、子ども服や絵本の譲渡など
のイベントの後方支援（周知や会場の貸し
出し）を行いました。

a 達成

　引き続き、ひとり親家庭等医療費、児
童扶養手当の支給を進めるとともに、子
どもの貧困対策に係る地域資源の拡充に
努めます。

159,872 153,646

　入学準備金貸付制度や児童扶
養手当制度等の適正な運用を図
る。また、生活保護世帯や生活
保護に至る前の段階の自立支援
施策の強化を図るため、生活困
窮者等に対して自立相談支援事
業を実施するほか、生活困窮世
帯等の小中高生への学習支援を
行う。

36
子どもの
貧困対策
事業
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（１）健全育成

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

青少年健
全育成支
援事業

　青少年健全育成のための取組
として、青少年問題協議会を開
催するとともに、青少年育成推
進員連絡会活動等への支援を行
う。

子ども支援
課

　11月に青少年問題協議会を開催し、岩槻
警察署生活安全課や民生委員・児童委員、
青少年育成推進員連絡会から選出された委
員による意見交換が行われました。

a 達成

　引き続き青少年育成推進員連絡会の活
動を支援するとともに、必要に応じて青
少年問題協議会を開催し、関係機関と啓
発活動を行います。

85 84

公民館な
どを利用
した子ど
も向け講
座の開催

　主に小学生を対象とした子ど
も向け講座を実施し、子どもた
ちに学習の場を提供する。

社会教育課

　子ども講座及び親子講座を開催しまし
た。「親子で学ぶ国際交流」、「夏休み
ワークショップ：食育の推進」、「夏休み
実験教室：豪雨が多いのはなぜだろう～雲
を作ろう～」、「夏休み自由研究：みんな
で減らそうフードロス」、「夏休み体験教
室：ボッチャ」、「親子で遊ぼう」を開催
しました。

a 達成
　引き続き夏休みなどに、子ども講座を
開催していきます。

90 41

社会教育課
　生涯学習団体への市内小学校4校の特別教
室（図工室、音楽室、家庭科室）の貸出を
行いました。

a 達成
　引き続き、生涯学習の場として活用し
ていただくよう、特別教室の貸出を行っ
ていきます。

0 0

文化スポー
ツ課

　小学校8校の校庭や体育館の貸出を実施し
ました。
　パルシーが改修工事の期間使用できなく
なるため、市内中学校の体育館等を新たに
貸出を行いました。

a 達成
　生涯学習の場として地域で活用してい
ただけるよう、引き続き学校施設の活用
を進めていきます。

797 1,468

放課後子
供教室の
実施

　放課後や週末に小学校の教室
などを活用し、地域のかたが指
導者やボランティアとして参加
して、子どもたちとのスポー
ツ・文化活動、地域住民との交
流活動などを実施する。現在、
黒浜南小、平野小の2校で実施し
ている。

社会教育課

　平野小学校、黒浜南小学校での活動に加
え、令和6年度は試行事業として新たに黒浜
小学校、蓮田中央小学校で活動を行いまし
た。
　合計58回実施し、延べ1,556人の児童が参
加しました。

a 達成

　試行事業を実施した学校においても今
後活動が継続できるよう、コーディネー
ター及びスタッフへの支援を行っていき
ます。
　実施校の拡大に向け、新規開設にも努
めていきます。

691 646

　休日などにおける安全な遊び
場、学び場の確保のため、学校
開放により校庭や特別教室の活
用を図る。

37

38

40

39
学校施設
の活用

R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
当初予算額
（千円）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（２）子育て支援拠点施設の整備・利用促進

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

学校教育課

　適応指導教室、発達支援相談員、家庭児
童相談員、教育相談員、学校、家庭との連
携を深めました。
　年4回の相談員等連絡協議会を実施しまし
た。

a 達成
　次年度以降も継続して行います。
　関係各課との連携が取れるよう積極的
に研修や交流を行います。

0 0

子ども支援
課

　子育てコンシェルジュ主催のイベントを
引き続き開催したほか、子育てコンシェル
ジュだよりを発行し、事業の周知に努めま
した。また、マザーズハローワークと連携
し働きたい女性を後押しするとともに、幼
稚園・認定こども園合同説明会を開催する
など、地域資源の育成にも努めました。

a 達成

　引き続き子育てコンシェルジュだより
やイベントによる事業の周知に努めると
ともに、積極的に地域子育て支援拠点施
設を含む関係機関等との連携を図ること
で、サービスの拡充を図ります。

7,756 8,213

保育課

　地域子育て支援センターでは、季節ごと
に様々なイベントを実施しました。
　西口行政センター「プレックス・キッ
ズ」で子育て支援拠点事業を民間委託によ
り実施しました。

a 達成

　引き続き、地域子育て支援センターで
イベントを開催していきます。
　西口行政センター「プレックス・キッ
ズ」で子育て支援拠点事業を民間に委託
し実施します。

62,387 57,874

地域で支
える子育
て支援事
業

　地域に開かれた公立保育所を
目指し、地域住民との交流イベ
ントやサポーターを養成するイ
ベントを開催するほか、子育て
支援センターや子育て広場と連
携し、子育てを地域全体で支え
る。

保育課

　各保育園で地域交流会を開催しました。
　地域子育て支援拠点や児童センターで
は、季節の行事やイベントを開催しまし
た。

a 達成

　引き続き、各保育園で地域交流会を開
催していきます。また、地域子育て支援
拠点や児童センターにおいて、季節の行
事やイベントを開催し、子育て中の親子
等を支援します。

0 042

　地域子育て支援拠点におい
て、親同士、子ども同士が触れ
合い、安心して子育てができる
ようサポートするとともに、子
育てコンシェルジュが必要な関
係機関につなげる。学校教育に
おいては、子どもを育むさまざ
まな関係諸機関と積極的に連携
し、一人ひとりの指導や支援に
生かす。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

41
地域子育
て支援拠
点の充実

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
決算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（２）子育て支援拠点施設の整備・利用促進

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
決算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）

子育て世
代包括支
援セン
ター整備
推進事業

　全ての妊産婦、子育て世帯、
子どもへ一体的に相談支援を行
うこども家庭センターを整備
し、児童福祉と母子保健の一体
的な提供を行う。

子ども支援
課

　こども家庭センターでは妊娠届出受理時
に、必ず保健師等が面接を行い母子健康手
帳を発行し、ハイリスク妊婦の早期発見、
早期支援に努めました。
　蓮田駅西口こども家庭センターは、土日
も開所しており、随時、妊娠・出産・子育
て等に関する相談を受けました。市役所こ
ども家庭センター相談件数614件、蓮田駅西
口こども家庭センター相談件数1,439件でし
た。
　出産・子育て応援給付金事業を実施し、
出産応援給付金5万円を361人に、子育て応
援給付金5万円を327人に支給しました。

a 達成

　令和6年度に開設したこども家庭セン
ターにおいて、妊娠期から子育て期にわ
たる切れ目のない支援を実施します。
　また、相談を受ける保健師等専門職の
資質の向上を図ります。
　妊婦のための支援給付の支給に加えて
伴走型相談支援を実施し、子育ての不安
感・負担感の軽減と子育ての孤立化の解
消を図ります。

56,175 54,633
7

（再掲）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（３）地域の関係機関と連携した子育て支援

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

子ども支援
課

　「子育てコンシェルジュのはじめまし
て」や「家庭教育支援チームによるちょっ
とほっとタイム」などの子育てイベントを
開催することで、子育て世帯の交流を促進
し、サークルづくりのきっかけを創出しま
した。

a 達成
　引き続き、子育てサークル活動の活性
化を図るためのイベントを実施し、サー
クル活動の育成を図ります。

0 0

社会教育課
　子育てサークル育成支援として、7月に4
回にわたって「元気になれる子育て講座」
を開催しました。

a 達成

　令和6年度の参加者減（親子3組）を踏
まえ、子育て講座の内容変更や見直しを
行うとともに、継続実施の有無を検討し
ていきます。

30 20

子ども支援
課

　家庭教育学級を支援するほか、子育てで
つながろうMiNiフェスタなどの親子で参加
できるイベントの開催を支援しました。ま
た、「学校を休みがちな子をもつ親のつど
い」を月に2回開催し、当事者同士の対話に
より、子育ての不安や悩みの解消を目指す
活動を実施しました。

a 達成

　引き続き家庭教育学級を支援するほ
か、地域で活動する子育て支援団体の
ネットワークを強化できるイベントの開
催に取り組みます。

15 15

社会教育課
　蓮田市子ども会育成連絡協議会に対し
て、「蓮田市社会教育関係団体に対する補
助金」を交付しました。

a 達成
　蓮田市子ども会連絡協議会に対して補
助金を交付し、活動の支援を行います。

720 720

43

子育て
サークル
の育成支
援事業

　子育てサークル育成のため、
子育てに関する講座を実施し、
活動の場や情報の収集・提供の
充実を図る。子育て支援セン
ターや児童センター等を利用す
る親子に対し、サークルづくり
の案内を行うとともに、会議室
の団体利用等子育てサークルの
活動支援を行う。また、子育て
サークルの活性化を促進する研
修を充実させ、指導者の育成を
図る。

44
子育て活
動促進事
業

　保護者同士の交流を図ること
で、子育ての不安や悩みが解消
できるよう、親子で参加できる
イベントの開催や家庭教育学級
活動を支援する。また、子ども
会活動等、地域で活動する関係
機関を支援することで、地域の
絆の深まりや教育力の向上につ
なげる。

R6年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R6年度
当初予算額
（千円）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（３）地域の関係機関と連携した子育て支援

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

R6年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R6年度
当初予算額
（千円）

母子愛育
会活動支
援事業

　地域での母と子の健康づくり
と子育て支援を目的に活動して
いる母子愛育会の活動を周知
し、支援を行う。

子ども支援
課

　本部会議やイベント担当者の打ち合わせ
に出席し、会の運営やイベント企画につい
ての助言や支援を行いました。また、会員
が参加するイベントに参加し、会の運営支
援や相談支援を行いました。
　愛育会としての公式LINEを活用し、会員
に向けてタイムリーな情報提供を行いまし
た。
　愛育だよりの作成に対して助言、原稿の
確認を行い、年度末には愛育会から会員に
愛育だよりを郵送しました。

a 達成

　妊娠届出受理時や乳幼児健診、新生児
訪問等あらゆる機会を捉えて母子愛育会
のPRに努めていきます。また、子育てコ
ンシェルジュなど関係機関等とも連携し
て事業を実施していきます。
　事務局として、愛育会への支援体制を
継続していきます。

821 821

家庭教育
支援事業

　保育ボランティア組織の育
成、子育て学習講座を開設す
る。また、親の子育て中の悩み
や不安を払しょくし、自信を
持って子育てができるよう、学
習機会の提供などを行う。

子ども支援
課

　幼児家庭向けに「WAになってあそぼ
う」、小学生、中学生を持つ家庭向けに
「自主家庭教育学級」を開催しました。
　また、家庭教育学級の成果をPRする活動
展を市役所及び蓮田駅西口行政センター
オープンギャラリーで開催し、周知を図り
ました。

a 達成
　引き続き家庭教育学級や「WAになって
あそぼう」といった事業を進め、家庭の
教育力の向上に向けた支援を行います。

3,842 2,15346

45
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（３）地域の関係機関と連携した子育て支援

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

R6年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R6年度
当初予算額
（千円）

社会教育課

　小学生とその保護者を対象に、「“イセ
キ”で遊ぼう！秋のウォークラリー」を開
催し、自然や歴史と触れ合う機会を提供し
ました。
　また、市内小学校4校において「放課後子
供教室」を開催し、児童と地域住民の交流
の機会としました。
　蓮田市子ども会育成連絡協議会に対し
て、「蓮田市社会教育関係団体に対する補
助金」を交付しました。

a 達成

　今後も親子で参加できるイベントの企
画・開催に努めます。
　また、蓮田市子ども会連絡協議会に対
して補助金を交付し、活動の支援を行い
ます。

0 0

文化スポー
ツ課

　パルシーでは大規模改修等に伴い活動場
所が制限された中で、中学校体育館を利用
してレクリエーション大会、自治会館を利
用してボッチャ教室を開催しました。ハス
トピアでは、子ども向けの事業を企画し親
子で楽しめるコンサートや公演を実施しま
した。

a 達成

　引き続き多世代が参加、地域交流でき
るイベントの企画や、親子で参加して楽
しめるイベントを検討・実施していきま
す。

0 0

47
地域交流
機会の創
出

　親子で参加できるイベントの
開催や子ども会などの地域活動
を支援し、交流機会の充実を図
る。
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（１）教育内容の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

小・中学
校人権教
育推進事
業

　市内児童・生徒の人権作文・
人権標語への取組、各種人権教
育研修会の開催、人権教育研究
校の委嘱研究を通じて、児童・
生徒の人権教育に関する意識の
向上を図る。

学校教育課

　教職員全体研修会及び管理職人権教育研
修会を8月に実施し、2月には校長を対象と
した人権教育研修会を参集型で実施しまし
た。

a 達成

　人権教育を推進させるためには、教職
員の人権感覚を常に磨く研修が必要であ
り、今後も多様化する人権教育の課題に
意識を向け、児童・生徒の実態に合致し
た研修を実施していきます。

680 680

心の教
育・教育
相談体制
づくり事
業

　児童・生徒に寄り添う教育相
談体制を構築し、心の教育の効
果的な推進、児童・生徒の望ま
しい成長と自己実現への支援を
行う。

学校教育課

　心のホット相談員、スクールカウンセ
ラー、スクールソーシャルワーカーを計画
どおり配置し、教育相談担当教職員、適応
指導教室指導相談員等、蓮田市の教育相談
に携わる方々による相談員等連絡協議会を4
回実施し、関係各所との連携体制の構築
と、自殺予防の取組の充実を図りました。

a 達成

　不登校傾向児童生徒を早期に発見し、
家庭訪問等適切な対応していきます。
　自殺防止、SOSの出し方に関する教育
を充実させます。
　発達支持的生徒指導のさらなる充実を
図ります。
　キャリア教育を継続的に実施します。

13,456 11,283

発達支援
センター
推進事業

　発達支援センターにおいて、
運動やことば、コミュニケー
ションなどの障がいが気になる
子どもやその家族の相談を受
け、必要な支援を講じていく。

学校教育課

　発達支援相談員が参加して、就学支援専
門委員会（9月13日、10月16日）、就学相談
会（10月30日、11月5日）を実施しました。
　今年度の就学支援事業について、関係者
会議を行いました。（9月13日、10月11日、
10月16日）
　発達支援センターの相談件数は、計158
件、のべ相談数110人でした。

a 達成
　今後も引き続き、児童・生徒や保護者
の方への支援体制を整えていきます。

1,182 1,224

特別支援
教育推進
事業

　蓮田市就学支援事業を実施
し、特別支援学級や通級指導教
室の支援を行い、個々に応じた
指導の充実を図る。

学校教育課

　就学支援専門委員会（9月13日、10月16
日）、就学相談会（10月30日、11月5日）を
行いました。相談をいただいた就学児の現
在の状況観察や、保護者と複数回の相談を
行いました。
　蓮田市巡回相談を9月20日、9月27日、10
月4日に実施しました。
　ことばの教室への秋の入級手続きを行い
ました。
　就学時健診において、ことばの教室につ
いての説明を行いました。

a 達成
　引き続き、児童・生徒や保護者の方へ
の支援体制を整えていきます。

291 267

50

51

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

48

49

R6年度
当初予算額
（千円）

-34-



未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（１）教育内容の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R6年度
当初予算額
（千円）

健康教育
推進事業

　各小・中学校で学校保健委員
会や蓮田市体力向上推進委員会
を開催し、新体力テストの結果
などから課題を明らかにし、そ
の解決に向けた取組を推進す
る。また、小・中学校体育連盟
の活動への支援を行う。

学校教育課

　1月29日に、黒浜小学校で歯と口の健康づ
くり推進事業の委嘱発表を行いました。
　体力向上推進委員会では、各学校で一年
間の振り返りレポートを作成し、市として
の成果と課題をまとめることができまし
た。

a 達成
　引き続き体力向上の取組を行っていき
ます。

80 80

小・中学
校水泳指
導民間連
携事業

　学校における水泳の授業につ
いて、民間施設の使用、バスに
よる送迎、水泳授業における補
助指導等を行う。

教育総務課
　黒浜中学校・蓮田南中学校・蓮田中学校
において水泳指導民間業務委託を実施しま
した。

a 達成

　引き続き、次年度も黒浜中学校・蓮田
南中学校・蓮田中学校について学校・事
業者と実施方法や日程等を調整、協議
し、水泳指導民間業務委託を継続して行
います。
　また、学校・事業者と調整を行いなが
ら更なる対象校の拡大についても検討し
ます。

12,620 12,595

退職教員
による定
期的補充
学習推進
事業

　学習の遅れた児童・生徒を対
象に、退職校長及び教員を講師
として定期的に補充授業を行
う。

学校教育課

　教科、回数、時間、予算等について検討
を行いました。
　退職者の見込み数等について把握をしま
した。

b 一部達成
　今後の退職予定者及びこれまでの退職
者についての情報を収集し、事業の実施
を検討しています。

0 0

はすだっ
子ペンの
達人！等
事業

　子どもの学力向上を目指し、
小・中学生を対象に、硬筆書写
技能検定の費用を公費負担し、
学力の基礎となる集中力・忍耐
力を身に付けさせる。また、新
たな事業を検討し教育内容の深
化充実に努める。

学校教育課

　1学期中に「はすだっ子ペンの達人事業」
テキストを購入し市内各小学校5年生に配付
しました。
　8月5日から8月8日まで「はすだっ子ペン
の達人事業」に係る硬筆展作品展示を市役
所ロビーで行いました。
　11月上旬に検定試験を実施しました。

a 達成

　校長会と連携を図り、スムーズに検定
できるよう、連絡調整を行います。
　引き続き小学校は事業を継続し、中学
校は英語における学力向上に資する事業
に変更して実施していきます。

2,538 2,002

53

52

54

55
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（１）教育内容の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R6年度
当初予算額
（千円）

理科支援
員の全校
配置

　現在、小学校8校に4校ずつ隔
年で12日ずつ、1日3時間程度配
置している理科支援員を全校に
配置する。理科支援員の活動時
間を拡充し、理科教育の一層の
推進を図る。

学校教育課

　理科支援員について各校に周知し、昨年
度配置しなかった小学校に配置できるよう
にしました。
　計画的、効果的な取組となるように、配
置校へ支援を行いました。

a 達成

　小学校に理科支援員を配置するために
は、人材の確保が不可欠です。今後も、
配置可能な人材の確保を、計画的に進め
ます。

130 130

教育総務課

　4月1日時点の児童数を基準とし、蓮田南
小、蓮田中央小、黒浜北小の第1学年に1人
ずつ、黒浜西小の第2学年に1人、蓮田南小
の第4学年に1人、蓮田南小の第6学年に1人
ずつ配置しました。

a 達成
　経験豊富で優秀な会計年度任用職員の
人材確保に努めます。

19,893 19,365

学校教育課
　35人以下学級の実施に合わせ、配置基準
を検討し、来年度の配置予定校を確定させ
ることができました。

a 達成

　市独自の少人数指導を充実させるた
め、国の学級編制基準を上回る基準によ
り加配教員を配置できるようにします。
　市内各小学校の児童数の推移をみなが
ら、今後も適切に配置をしていきます。

0 0

中学校部
活動推進
事業

　生徒の体力の向上及び心の健
全育成を目指し、市内全5校に部
活動外部指導者を配置し、質の
高い専門的な技術指導により、
部活動の活性化を図る。

学校教育課
　4人の部活動指導員を配置し、質の高い専
門的な指導を行うことにより、部活動が活
性化し、生徒が心身ともに成長しました。

a 達成

　生徒がさらに専門的な指導を受けられ
るよう、また、教職員の負担軽減の一助
となるよう、指導員の確保を行っていき
ます。

480 480

　国の学級編制基準の改定を受
けて市の基準についても改定
し、第1学年は30人、第2学年以
上は国の基準マイナス2人を市の
基準とする。市の学級編制基準
に基づき市費による講師を加配
し、「教育するなら蓮田市へ」
に相応しい体制づくりに努め
る。

56

58

57
少人数学
級の学年
拡大
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（１）教育内容の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R6年度
当初予算額
（千円）

外国語指
導助手招
致事業

　市内全中学校に各1名の外国語
指導助手(ALT)を配置し、中学校
英語教育、小学校外国語活動、
国際理解教育の推進を図る。ま
た、小学校高学年で英語が正式
教科となり、英語教育を小・中
学校で系統的に行えるように検
討する。

学校教育課

　次年度、夏に3名が任期満了のため帰国す
る予定です。
　オンライン上でのミーティング等にて、
授業の進捗や学力向上プリント等について
情報共有を行いました。

a 達成

　帰国するALT3名及び来日予定のALT3名
の事務手続きを遺漏なく行い、引き続
き、各学校にALTを円滑に配置できるよ
うにします。
　夏季休業中の英語弁論大会に係るALT
のサポートについて、各校に勤務を平等
に割り振ります。

18,282 16,409

外国語指
導助手小
学校配置
推進事業

　全ての小学校に外国語指導助
手(ALT)を常置して、小学校にお
ける英語教育及び外国語活動の
充実を図る。

学校教育課
　ALTを小学校の外国語活動及び外国語の授
業で積極的に活用しました。

a 達成
　外国語サポーターとALT、JTEがより効
果的に連携を図れるような授業の進め方
について研究していきます。

9,141 8,205

小・中学
校英語教
育推進事
業

　市内小学校に英語教育(外国語
活動)サポーターを配置し、外国
語指導助手(ALT)とともに小学校
外国語活動を推進し、将来、国
際的視野に立って活躍できる児
童の育成を図る。

学校教育課

　市内小学校で5名の外国語サポーターが週
1～2回活動しており、児童の外国語の授業
のサポートや、教職員とALTのコミュニケー
ションのサポートをして学校教育の充実化
を推進しています。

a 達成
　外国語サポーターをもう1名増員する
ために、市の広報等を活用して積極的に
募集します。

1,480 1,084

中学校国
際親善訪
問団派遣
事業

　国際社会に対応するため、異
文化に触れることにより国際的
視野、国際感覚を持った人材を
育成する。また、生徒の語学へ
の意欲と興味・関心を高める。

学校教育課

　国際親善について、現地校の先生と引き
続き連絡を取り合っています。
　現地の関係者と連絡を取り、再開に向け
て話し合うことができました。

b 一部達成
　引き続き、現地の関係者と連絡を取
り、再開に向けて具体的に検討を進めま
す。

0 0

61

59

62

60
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（２）教育環境の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

小・中学
校大規模
改修事業

　児童・生徒が安全で快適な学
校生活を送れるよう、老朽化対
策に重点を置き、学校施設等の
整備を行う。老朽化した校舎の
外壁・屋上防水、トイレ、給食
棟などの改修を計画的に行うと
ともに、蓮田南中学校校舎の大
規模改修工事を行う。

教育総務課

　主な事業として、令和5年度から継続して
黒浜小学校給食棟改築工事、平野中学校校
舎トイレ改修工事設計委託及び蓮田南中学
校校舎長寿命化改修工事設計委託を実施し
ました。

a 達成

　引き続き、トイレ改修工事や外壁屋上
防水改修工事等を計画的に実施していき
ます。
　平野中学校校舎トイレ改修工事につい
ては、工事へ向け学校・関係者との調整
を図りながら進めていきます。
　蓮田南中学校校舎長寿命化改修工事に
ついては、工事へ向け学校・関係者との
調整を行うほか、近隣住民説明会を行う
等、情報の共有・周知を図りながら進め
ていきます。

330,723 431,275

小・中学
校校庭整
備事業

　土ぼこり対策や排水性向上等
を目的とした校庭整備を行い、
屋外教育環境の充実を図る。平
野小学校及び平野中学校の校庭
に整備した芝生の維持管理を行
う。

教育総務課
　学校の管理を支援するとともに、業者委
託による維持管理も合わせて実施しまし
た。

a 達成

　引き続き、芝生の維持管理業務につい
て、業者委託と維持管理団体による双方
の作業により、良好な状態を維持しま
す。

831 818

学校給食
の充実

　児童・生徒に安心・安全な給
食提供が継続的に実施できるよ
うに、計画的な機器の更新や複
数年契約による安定した給食調
理業務を推進するなど給食運営
等の充実に努める。

教育総務課

　小学校2校の調理業務委託について、指名
競争入札を実施し、3年間の複数年契約を締
結しました。
　老朽化により、令和5年度12月補正予算備
品購入費の繰越、当初予算備品購入費（緊
急用）及び9月補正予算にて、給食用備品を
購入しました。

a 達成

　安心安全な給食運営のため、引き続
き、老朽化した給食用備品の更新を目指
します。
　財政及び契約の担当課と連携をとりな
がら、小学校5校及び中学校5校の調理業
務委託について、契約の更新が滞りなく
行えるよう取り組んでいきます。

215,577 223,703

64

63

65

R6年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R6年度
当初予算額
（千円）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（２）教育環境の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

R6年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R6年度
当初予算額
（千円）

小・中一
貫教育モ
デル校指
定事業

　9年間を見通した効果的な指導
により、中1ギャップ等の教育課
題を解決するための円滑な小・
中連携を充実させ、学力向上を
目指す。

学校教育課

　平野小・中学校において、全教職員が2つ
の研究部会に所属し、連携を取りながら研
修を継続することができました。
　計画どおり、4月と8月に小・中一貫教育
企画委員会と全体会を1回ずつ行うことがで
きました。
　教員による相互乗り入れ授業を継続して
実施し、小・中合同一斉下校等、特色のあ
る取組を行うことができました。

a 達成

　小・中一貫教育のメリットを最大限に
生かした小・中学校9年間の教育課程を
作成できるよう、今後も取組を継続しま
す。
　取組の検証と検証結果の公表に向け
て、具体的な方策の検討を進めます。

200 200

情報化推
進事業

　全ての児童・生徒が情報を主
体的に収集・選択・活用・発信
し、豊かな創造性と応用力を育
成できるようにするために、情
報通信技術(ICT)を活用した教育
の充実に努める。

学校教育課

　ICT教育に関しての教職員向けの研修会を
実施しました。
　蓮田中央小学校の増築に伴い、ネット
ワーク整備工事を行い、教育環境を整えま
した。
　タブレット端末に不具合が生じた際は修
理対応するなど迅速に対応し教育が止まる
ことのないよう努めました。

a 達成

　児童、生徒及び教職員が使用している
タブレット端末の更新を行い、より高度
な学習に対応するICT教育環境を整備し
ます。

73,622 77,467

就学援助
費の支給
事業

　経済的理由により就学困難な
児童・生徒を対象として、義務
教育が円滑に受けられるように
学用品費等の一部を助成する。
就学援助費の適正支給を行うと
ともに、就学援助制度の充実に
努める。

学校教育課

　就学援助費を適正に支給しました。
　援助を必要としている方へ制度を周知す
るため、広報誌やホームページへの掲載を
行いました。

a 達成
　引き続き制度の周知に努めるととも
に、援助を必要としている方へ適正に支
給していきます。

71,004 71,632

地域ぐる
みの子ど
も安全推
進事業

　登下校時の児童・生徒の安全
を確保するため、学校とスクー
ルガード・リーダーを中心とし
た見守り活動の組織等との連携
により、地域防犯体制を確立す
る。

学校教育課

　登下校時の児童生徒の安全を確保するた
めの組織や小・中学校間の連携を強化しま
した。
　防犯行政無線（子どもの声による防犯啓
発放送）を実施しました。
　避難訓練や安全教室の確実に実施しまし
た。

a 達成

　引き続き、防災無線の活用を行いま
す。
　スクールガード・リーダーの方々を中
心にした登下校の見守りを継続して行い
ました。

50 5069

66

68

67
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（２）教育環境の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

R6年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R6年度
当初予算額
（千円）

交通指導
員の配置
事業

　児童・生徒の通学時の安全を
確保するため、スクールゾーン
にバリケードの設置や交通指導
員による登校指導を実施するほ
か、交通安全運動街頭キャン
ペーンや各種講習会において啓
発を行う。また年間を通じて市
内で開催される各種イベントに
おいて、交通指導員を配置して
交通警備を実施する。

自治振興課

　4月から3月までの間、児童・生徒の登校
指導を実施しました。
　春、秋、冬の交通安全運動街頭キャン
ペーンを行いました。
　なお、夏の街頭キャンペーンは、雨天予
報のため中止となりました。
　また、ふるさと水辺ウォーク、はすだ市
民まつり、やさしさいきいきフェスティバ
ル、商工祭さくらまつりの各イベントにお
いて交通指導員を配置し交通警備を実施し
ました。

a 達成

　引き続き、交通安全運動街頭キャン
ペーンや各種講習会における啓発活動、
また、市内で開催される各種イベントに
参加し、交通事故の防止に努めていきま
す。

8,749 8,55670

-40-



未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（３）学校の教育力の向上

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

開かれた
学校づく
り

　地域や社会に開かれた学校づ
くりを一層推進し、学校が家庭
や地域と連携しながら、特色あ
る教育活動を推進する。

学校教育課

　学校評議員会を定期的に開催することが
できました。
　6送会や3送会では、評議員が参加して、
児童生徒の頑張りを肌で感じることができ
ました。
　学校評価は、学校だよりやHP等を活用し
て、公開することができました。

a 達成
　社会教育課と連携し、学校応援団や放
課後子供教室の取組を活性化していきま
す。

615 576

コミュニ
ティ・ス
クール導
入事業

　学校や子どもたち、家庭、地
域社会が抱えている課題を地域
ぐるみで解決し、子どもたちの
健やかな成長と質の高い学校教
育の実現を図るため、地域の力
を学校運営に生かし、「地域と
ともにある学校」を目指す。コ
ミュニティスクールについて、3
年間を目安に研究を実施し、推
進校の拡大を図っていく。

学校教育課

　学校運営協議会を年2回開催することがで
きました。
　学校運営協議会では、学校の実態に応じ
た具体的な取組や次年度への思いを校長が
直接伝えることができました。

a 達成
　学校運営協議員の人材を確保するた
め、市内に取組の周知を図ります。

80 48

教職員の
資質向上

　各学校に研究費の補助を行う
とともに、教育委員会主催の各
種研修会や学校訪問を計画的に
実施し、教職員の資質の向上を
図る。

学校教育課

　蓮田市中堅職員育成講座や児童生徒のよ
り良い育ちをサポートするための教育指導
法研究講座等、各種研修会を実施しまし
た。

a 達成

　今後も内容の見直しを図りながら、教
職員の資質向上につながる研修をオンラ
イン会議等も活用しながら実施していき
ます。

2,481 2,48173

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

71

72

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
決算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（４）環境教育の推進

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

農地や林
などを活
用した環
境教育推
進事業

　農地や林を自然環境教育の場
として活用し、自然と触れ合い
ながらその大切さを学び、自然
との共生を図ることのできる人
づくりを推進する。また、環境
に対する理解を深め、環境に配
慮した行動を実践できるよう環
境教育を推進する。

学校教育課
　農業体験や自然体験が系統的、継続的な
取組になるよう、年間指導計画の見直しに
ついて各学校に依頼しました。

b 一部達成

　今後も系統的、継続的な環境教育の取
組ができるよう、PDCAサイクルのもと、
年間指導計画を見直し、実践していきま
す。また、環境学習館を活用した学習を
検討していきます。

0 0

R6年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

74

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価）
R6年度

当初予算額
（千円）

-42-



健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（１）相互扶助意識の高揚

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

庶務課

　広報はすだに人権意識啓発コラム「人権
それは愛」を年4回掲載しました。令和6年
度は「災害と人権～お互いの人権に配慮し
た避難所生活を送るために～」、「個性が
輝く社会の実現にむけて」、「インター
ネットと人権」、「平等な社会を目指し
て」をテーマに掲載しました。

a 達成
　国・埼玉県と連携し、人権について幅
広く啓発活動を行い、人権意識の向上を
推進します。

0 0

産業振興課

　国や県などから得た情報を市役所専用
コーナーに掲示し、商工課(現:産業振興課)
窓口において、ハローワークオンライン提
供システムを運営しました。福祉課等の関
係各課へ情報提供しました。

a 達成
　引き続き、国や県などから得た情報の
提供を行っていきます。

0 0

福祉課

　蓮田市社会福祉協議会が地域の絆を深め
る事業として実施する「地域福祉の集い事
業」に参画するなど、連携や協力をしなが
ら、地域福祉の推進に努めました。
　また、蓮田市地域福祉計画策定委員会を
開催し、事業の進捗状況を報告して、事業
内容の点検・評価を受け、進行管理を行い
ました。

a 達成

　今後も蓮田市社会福祉協議会や関係機
関と連携して情報提供や地域福祉に対す
る意識向上を図っていきます。
　また、前年度に行った事業実績を地域
福祉計画策定委員会において点検・評価
を受け、進行管理を行っていきます。

51 50

社会教育課

　広報はすだ6・8・12・3月号に「人権それ
は愛」の掲載を行いました。
　人権問題講演会において、子どもの人権
の理解促進のため関連分野のDVD上映を行い
ました。

a 達成

　関係法令の意義を踏まえた上で、引き
続き各種研修会や講演会等を開催、その
他あらゆる機会に人権啓発活動を展開し
ながら、時代や世相に適した活動を行っ
ていきます。

0 0

75

意識啓
発・広報
活動推進
事業

　市民の生活全般にわたる福祉
の向上を図るため、地域福祉を
推進する。地域福祉推進の主体
ともいえる市民の参加を得なが
ら、地域の現状と課題を明らか
にし、必要なサービスを提供す
る体制を計画的に整備するた
め、第3期蓮田市地域福祉計画に
ついて、毎年度進行管理を行
う。また、人権意識の高揚を図
るため、埼葛12市町共同で広報
はすだに「人権それは愛」を掲
載し幅広く啓発活動を行うとと
もに、障がい者の就労支援への
理解を促進する。

R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（１）相互扶助意識の高揚

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
当初予算額
（千円）

学校教育課

　福祉教育に関する情報交換会を6月に行
い、2月の第2回福祉協議会では、福祉グ
ループの方と今後の福祉体験の在り方につ
いて意見交換し、新たな方法について考え
ることができました。また、特別支援学校
と交流を行った学校もありました。

a 達成
　次年度も、社会福祉協議会等と連携し
て福祉体験の実施方法について検討して
いきます。

0 0

社会教育課

　中央公民館において、社会福祉協議会と
連携して、「シニアのスマホ講座」、「成
年後見人制度の利用の仕方」講演会、「ボ
ランティア講座」を開催しました。

a 達成
　引き続き公民館を利用して、福祉に関
する講演会や講座を開催していきます。

10 20

福祉教育
の推進・
福祉意識
の醸成事
業

76

　学校において、福祉関係団体
や社会福祉協議会と連携し、福
祉教育の推進・充実を図る。公
民館を利用しての福祉に関する
講演会や講座を開催し、市民の
福祉意識の醸成を図る。
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（２）地域福祉環境の整備

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

長寿支援課

　老人福祉センターでは、利用者同士を繋
ぐなど地域交流の場となるよう指定管理者
と連携し支援しました。また、埼玉県立岩
槻はるかぜ特別支援学校の中学生が入浴体
験学習を受けるなどの交流を行いました。

a 達成
　引き続き、老人福祉センター運営等に
対する支援を行い、地域交流の機会創出
に努めます。

0 0

保育課

　さくら園の児童と閏戸保育園においてイ
ベントを通して交流を図りました。また、
高齢者ボランティア団体との交流事業を実
施しました。

a 達成
　引き続き、閏戸保育園とさくら園との
交流を図ります。

0 0

学校教育課

　ものづくり学習や昔あそび体験やひょう
たんの収穫等を実施しました。（蓮田南小
学校3年、平野小学校1年・2年、黒浜小学校
1年・3年、黒浜西小学校3年、黒浜北小学校
5年）

a 達成
　教育課程に基づき、実施が可能な範囲
で、適切に高齢者とのふれあいの機会を
設けます。

0 0

保育課

　保育園で高齢者ボランティア団体の工作
体験を受け入れました。子育て支援セン
ターにおいて高齢者との交流事業を実施し
ました。

a 達成
　引き続き、保育園児と多世帯のかたと
様々な交流を実施していきます。

0 0

自治会の
活動支援
事業

　協定に基づく行政協力の円滑
な実施を図るため、行政協力に
対する交付金を自治会に交付す
る。また、自治会活動の活性化
を図るため、蓮田市自治連合会
が行う事業や自治会活動の拠点
となる自治会館等の施設の建築
費、補修費に対して、補助金を
交付する。

自治振興課

　行政協力に対する交付金を92自治会、6連
絡班に交付しました。自治会館補修等の補
助事業については、令和6年度は3自治会
（根金1,2区、南新宿自治連絡協議会、蓮田
市栄町）に対し交付しました。

a 達成

　自治会及び連絡班へ、円滑な行政協力
の実施に向け、適正に交付金を交付しま
す。また、自治連合会への補助を継続し
て実施していきます。
　地域活動の拠点となる自治会館修繕の
補助事業については、4件（城自治連合
会、長崎第二自治会、御前橋自治会、椿
山自治連合会）への交付を予定していま
す。

19,986 19,119

R6年度
当初予算額
（千円）

77
地域交流
機会の提
供事業

　保育園、児童センター、公民
館などにおいて、異年齢児、障
がい児、高齢者などさまざまな
人々が地域で交流する機会を創
出する。

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

79

多世代交
流の促進
事業

　保育園等での季節行事、小学
校での伝統文化伝承活動やもの
づくり体験などにおいて、祖父
母や高齢者を招待して地域での
世代間交流を促進する。

78

R6年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価） ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（２）地域福祉環境の整備

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

R6年度
当初予算額
（千円）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価） ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

地域で支
える子育
て支援事
業

　地域に開かれた公立保育所を
目指し、地域住民との交流イベ
ントやサポーターを養成するイ
ベントを開催するほか、子育て
支援センターや子育て広場と連
携し、子育てを地域全体で支え
る。

保育課

　各保育園で地域交流会を開催しました。
　地域子育て支援拠点や児童センターで
は、季節の行事やイベントを開催しまし
た。

a 達成

　引き続き、各保育園で地域交流会を開
催していきます。また、地域子育て支援
拠点や児童センターにおいて、季節の行
事やイベントを開催し、子育て中の親子
等を支援します。

0 0
42

（再掲）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（３）地域福祉活動の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

社会福祉
協議会と
の連携強
化による
福祉サー
ビスの充
実

　社会福祉サービスの拠点であ
る社会福祉法人蓮田市社会福祉
協議会と市が連携を強化し、迅
速かつ効率的な福祉サービスの
充実を図る。

福祉課

　蓮田市社会福祉協議会の運営に対して、
補助金を交付しました。
　それにより、社会福祉協議会では、様々
な事業を実施し、福祉サービスの推進及び
充実を図ることができました。
　また、市職員を1名派遣し、人事交流を行
いながら連携強化を図りました。

a 達成

　今後も運営費補助金を交付し、実施予
定の事業の確認や情報共有を図り、密接
な連携や協力をすることで、地域福祉の
推進、福祉サービスの充実に努めていき
ます。

91,709 91,709

福祉課

　蓮田市社会福祉協議会において、施設等
へのボランティア派遣や「はすだ地域支え
あいサービス」、「ひとり暮らし高齢者等
見守り事業」のサービス提供を実施しまし
た。
　施設等へのボランティア派遣件数は徐々
にではあるが、増加傾向にあります。

a 達成
　引き続き、社会福祉協議会が行う地域
福祉事業の実施、地域活動・ボランティ
ア活動の推進等を支援していきます。

0 0

長寿支援課

　老人クラブやシルバー人材センターが実
施する清掃活動や防犯パトロール等の地域
活動に対して、活動体制の整備等の支援を
行うことにより、地域福祉の向上に努めま
した。

a 達成
　引き続き、老人クラブやシルバー人材
センターが行う地域活動や社会貢献活動
を支援していきます。

0 0

基本政策２

主要事業
№

81

地域活
動・ボラ
ンティア
活動の推
進事業

　地域を基盤に活動するさまざ
まな団体やボランティア等が活
動しやすい環境を整備し、活動
を推進する。地域の老人クラブ
においては、自主的な清掃活動
等に対する支援を行い、地域福
祉の向上を図る。

R6年度
決算額
（千円）

80

ＰＬＡＮ
第５次総合振興計画 ＤＯ

（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R6年度
当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（３）地域福祉活動の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策２

主要事業
№

R6年度
決算額
（千円）

ＰＬＡＮ
第５次総合振興計画 ＤＯ

（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R6年度
当初予算額
（千円）

福祉課

　蓮田市社会福祉協議会において、地域ボ
ランティア講座を開催し、8名の参加者のう
ち7名が新規ボランティアとして活動してい
ます。

a 達成
　引き続き、社会福祉協議会が行う地域
福祉事業の実施、地域活動の担い手育成
を支援していきます。

0 0

障がい者支
援課

　手話通訳者養成講座Ⅰ課程（4月6日から2
月15日まで全35回）を開催し、12名が参加
しました。そのうち5名に修了証を交付しま
した。

a 達成

　引き続き、手話を広く周知していくた
めに、手話奉仕員養成講座（入門課程及
び基礎課程）、手話通訳養成講座Ⅰ課程
を開催します。

660 660

長寿支援課
　寿大学を開催し、地域の人材育成に努め
ました。

a 達成
　寿大学を開催し、引き続き地域での
リーダー育成を支援します。

0 0

学校教育課

　社会科の学習において、地域の工場や店
について、地域の公共施設（市役所・図書
館・ハストピア・パルシー等）の機能や場
所について学習をしました。
　2月6日にハストピアにてキャリアアップ
講演会を実施しました。

a 達成
　次年度の講師について、派遣依頼等を
円滑に進めます。

0 0

子ども支援
課

　家庭教育学級を支援するほか、子育てで
つながろうMiNiフェスタなどの親子で参加
できるイベントの開催を支援しました。ま
た、「学校を休みがちな子をもつ親のつど
い」を月に2回開催し、当事者同士の対話に
より、子育ての不安や悩みの解消を目指す
活動を実施しました。

a 達成

　引き続き家庭教育学級を支援するほ
か、地域で活動する子育て支援団体の
ネットワークを強化できるイベントの開
催に取り組みます。

15 15

社会教育課
　蓮田市子ども会育成連絡協議会に対し
て、「蓮田市社会教育関係団体に対する補
助金」を交付しました。

a 達成
　蓮田市子ども会連絡協議会に対して補
助金を交付し、活動の支援を行います。

720 720

44
(再掲)

子育て活
動促進事
業

　保護者同士の交流を図ること
で、子育ての不安や悩みが解消
できるよう、親子で参加できる
イベントの開催や家庭教育学級
活動を支援する。また、子ども
会活動等、地域で活動する関係
機関を支援することで、地域の
絆の深まりや教育力の向上につ
なげる。

　地域活動の担い手や地域の
リーダーとなる人材の育成を図
る。

82

地域活動
の担い手
の育成事
業
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策２．障がい者支援

施策（１）自立支援体制

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

障がい者
支援体制
の確立
（自立支
援給付事
業）

　蓮田市障がい福祉計画に基づ
き、在宅サービス及び施設サー
ビスにおける介護給付事業を実
施し、障がいのあるかたへの支
援体制の充実を図る。

障がい者支
援課

　介護給付費、更生医療給付費をはじめ自
立支援給付事業にかかるサービスの給付に
際し、障がいのあるかたの心身の状況や
ニーズを把握するとともに、予算の執行状
況を管理することで、適正に給付を行いま
した。

a 達成

　障害のあるかたの心身の状況やニーズ
を把握し、生活を支えるサービス給付を
行うとともに、適正な予算執行に努めま
す。

1,073,218 1,190,319

障がい者
支援体制
の確立
（地域生
活支援事
業）

　障害者の日常生活及び社会生
活を総合的に支援するための法
律に基づき、障がい者が自立し
た日常生活または社会生活を営
むことができるよう、相談支援
事業、コミュニケーション支援
事業、日常生活用具給付事業、
移動支援事業、日中一時支援事
業等を実施する。地域生活広域
支援事業については、相談支援
事業等を近隣市町と共同で委託
するために、幹事市へ負担金の
支出を行う。事業実施者ととも
に、入所施設の整備の検討を行
う。

障がい者支
援課

　地域生活支援事業にかかるサービスの給
付に際し、障がいのあるかたの心身の状況
やニーズを把握するとともに、予算の執行
状況を管理することで、適正に給付を行い
ました。
　埼葛北地区地域自立支援協議会構成市町
が共同で、4月1日に蓮田市に埼葛北障がい
者地域活動支援センターふれんだむ蓮田を
設置しました。また、同協議会の構成市と
して、全体会（2回）をはじめ、各種会議や
研修会に参加し、障がいのあるかたが地域
で安心して生活できる体制整備のための協
議・検討を重ねました。
　蓮田市社会福祉協議会の指定特定相談支
援事業所開設にかかる手続き等の支援を行
い、12月1日に指定を行いました。
　旧小児医療センター蓮田公舎跡地に障害
者支援施設等を整備・運営する事業者の公
募を行い、8月1日に社会福祉法人ルピナス
会を事業候補者に決定しました。

a 達成

　障害のあるかたの心身の状況やニーズ
を把握し、生活を支えるサービス給付を
行うとともに、適正な予算執行に努めま
す。
　地域生活支援拠点が円滑に運営される
よう、3市2町（蓮田市、幸手市、白岡
市、宮代町、杉戸町）、圏域内の事業所
と連携を強化し、8050問題等にも適切に
対応していける相談支援体制を構築しま
す。
　令和6年度に開設した地域活動支援セ
ンターについて、広報やホームページで
周知を行い、地域の社会資源として活用
していきます。
　障害者支援施設等を整備・運営する事
業候補者の支援を行っていきます。

72,821 81,15184

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画 R6年度
決算額
（千円）

83

R6年度
当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策２．障がい者支援

施策（２）社会参加に向けた環境整備

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

蓮田市障
がい者就
労支援事
業

　障がい者の一般就労機会の拡
大を図るとともに、障がい者が
安心して働き続けられるよう、
就労と生活の支援を総合的に実
施する。職業相談、就職準備支
援、職場実習支援、職場定着支
援等を行い、障がい者の自立と
社会参加を図る。

障がい者支
援課

　就労移行支援や就労定着支援などの障害
福祉サービスについて、適正な支給決定を
行いました。また、障がい者就労支援セン
ター事業を蓮田市社会福祉協議会に委託
し、市と連携を図り、就労支援を行いまし
た。
　埼葛北地区地域自立支援協議会の就労支
援部会において令和7年10月から始まる新た
な障害福祉サービスである「就労選択支
援」（障がい者本人が就労先・働き方につ
いてより良い選択ができるよう、就労アセ
スメントの手法を活用して、本人の希望、
就労能力や適性等に合った選択を支援する
もの）について勉強会等を実施しました。

a 達成

　引き続き、障がい者就労支援センター
事業について業務委託を行うとともに、
障害福祉サービスの支給決定を適切に行
いながら、細やかな支援を行っていきま
す。
　また、市内の就労移行支援事業所とも
連携しながら、就労支援の更なる充実を
図ります。
　令和7年10月から始まる新たな障害福
祉サービスである「就労選択支援」を適
切に実施していきます。

3,000 3,000

障がい者
作業所等
運営支援
事業

　障がい者の作業訓練や社会適
応訓練の場を提供することによ
り、積極的な施設利用を促し、
さらには社会参加の促進を図
る。

障がい者支
援課

　市所有の3施設（はすの実作業所、はなみ
ずき作業所、かもめ）について、社会福祉
法人、NPO法人の施設運営を支援すること
で、地域における障がい者の生活支援に努
めました。

a 達成

　障害者施設からの物品等優先調達の推
進など、これらの施設を円滑に運営でき
るよう必要な支援を行っていきます。
　また、特別支援学校卒業後の進路先
や、精神科のデイケア利用終了者の通所
先として、新規の利用希望者がいた際
に、手続き等を支援します。

29 28

はなみず
き作業所
整備事業

　将来的な障がい者のニーズに
対応するため、老朽化した現在
の施設の建替えを推進する。作
業所の改築工事が令和4年度に終
了し、既存施設の解体と外構工
事が令和5年度に終了した。

障がい者支
援課

事業完了87

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

85

86

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（１）生きがいづくり・社会参加の促進

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

高齢者の
生きがい
支援事業

　高齢者の健康の増進、教養の
向上、話し合いやレクリエー
ションの場を提供するための施
設の管理運営や、老人クラブ連
合会への補助金の交付、寿大学
の開催等を行う。高齢者に敬老
の意を表するとともに、地域で
の高齢者見守りの視点から、民
生委員による敬老祝品贈呈事業
を行う。また、高齢者施策の充
実と適正な事業の推進を図るた
め、高齢者福祉計画・介護保険
事業計画を策定し進行管理を行
う。

長寿支援課

　老人福祉センターについて、指定管理者
と連携・協力し、高齢者の健康の保持増進
や交流が図れるようなサービス提供をしま
した。
　老人クラブは、グラウンドゴルフ大会や
寿大学の開催等の活動を支援しました。
　民生委員による敬老祝品贈呈事業を実施
し、高齢者の見守り、声掛けをしました。
　高齢者福祉計画等策定委員会を開催し、
現行の高齢者福祉計画・介護保険事業計画
の進行管理を行いました。

a 達成

　老人福祉センターは、指定管理者と連
携・協力し、高齢者の健康の保持増進や
交流が図れるようなサービス提供をしま
す。
　老人クラブの活動について、事務局と
して支援を行います。
　敬老祝品贈呈事業については、次年度
以降も継続して実施します。
　高齢者福祉計画・介護保険事業計画
は、計画の進行管理および次期計画の策
定を行います。

49,717 48,111

シルバー
人材セン
ター支援
事業

　蓮田市シルバー人材センター
が、高齢者の定年退職後等にお
いて、補助的、短期的な就業を
通じて自己の労働能力を活用
し、自らの生きがいや社会参加
への就業機会の増大を図るため
に行う事業や活力ある社会づく
りに寄与するために行う事業等
に対して、補助金を交付する。

長寿支援課

　シルバー人材センターの高齢者の就業機
会の拡大を図る事業等に補助金を交付する
とともに、更なる連携を図るため、年3回の
意見交換会及び関係各課との情報交換会を
実施しました。

a 達成

　引き続き、シルバー人材センターに、
高齢者の就業支援となる事業等への補助
金を交付していきます。
　また、定期的な意見交換会、年1回の
関係各課との情報交換会を開催し、連携
を強化します。

16,700 16,700

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

88

89

R6年度
決算額
（千円）

R6年度
当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（２）生活（自立）支援・権利擁護の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

高齢者の
総合相
談・権利
擁護事業

　高齢者や認知症のかたなどの
介護や生活、健康などの相談を
受けるとともに、消費者被害や
高齢者虐待などの権利擁護に関
する相談支援を実施する。

長寿支援課

　訪問や窓口対応にて地域包括支援セン
ターの案内を随時行い、周知に努め、3か所
の地域包括支援センターで4,547件の相談に
対応しました。
　3か所の地域包括支援センター合同の定例
会を月に1回実施し、消費者被害や高齢者虐
待、困難事例等のケースの処遇方針の検
討・決定を行い、総合相談の充実を図りま
した。また、高齢者虐待については、より
適切かつ速やかな対応を図るため対応指針
の確認を行いました。成年後見制度につい
ては利用が必要なかたへの案内や関係機関
と連携をしながら利用までの支援を行いま
した。

a 達成

　3か所の地域包括支援センターが連携
し対応することで、総合相談が充実する
よう、定例会を継続して実施し、ケース
処遇方針の決定や研修を行い、連携強化
を図ります。また、権利擁護事業は引き
続き成年後見制度の案内や、福祉総合相
談窓口、成年後見センターとの連携に努
めていきます。
　地域包括支援センターの案内や周知に
努め、蓮田市に転入されるかたに市民課
から地域包括支援センターのちらしを配
布します。

45 45

高齢者見
守り支援
ネット
ワーク事
業

　在宅の高齢者や認知症のかた
が家族や地域から孤立すること
を防止するために、日常生活に
おける問題を早期に発見し、住
み慣れた地域で安心した生活を
確保できるように支援する。

長寿支援課

　見守り支援ネットワーク登録事業所が集
う会議を10月21日開催し、「認知症につい
て考えてみよう」をテーマとして講演会、
「これからの地域での見守りを考える～さ
りげない見守りとは～」をテーマにディス
カッション・情報交換会を実施しました。
会議に欠席した登録事業所には、会議資料
を配布し情報提供を行いました。
　高齢者見守り支援ネットワークへの協力
事業所である登録事業所は、96団体となり
ました。
　地域の課題を抽出する地域ケア会議では5
地区毎に開催し、地域での見守りについて
の課題を検討しました。

a 達成

　高齢者見守り支援ネットワークによる
地域での取り組みを引き続き行い、各団
体で行っている見守り活動についての情
報を共有し相互理解を深めるとともに、
見守り支援に関する講演等も含めた会議
を開催します。
　民生委員と介護支援専門員の連携を深
め地域での見守り活動を支援するため、
地域の課題を抽出して検討する地域ケア
会議を開催します。
　閏戸・平野地域包括支援センターや蓮
田地域包括支援センターと協働し、地域
に根差したネットワークを構築します。

65 40

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

90

91

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（２）生活（自立）支援・権利擁護の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）

在宅医
療・介護
の連携体
制の充実

　医療と介護の両方を必要とす
る状態の高齢者が、住み慣れた
地域で自分らしい暮らしを人生
の最期まで続けることができる
よう、在宅医療と介護を一体的
に提供するため必要な支援を行
う。事業の推進にあたっては、
医療・介護関係機関や関係市町
村などと緊密に連携し、包括的
かつ継続的なサービスの提供を
可能とする環境整備を推進す
る。

長寿支援課

　在宅医療連携ガイドをとりまとめ、公表
しました。
　「地域包括ケア推進代表者会議」を2回、
「急変時課題共有のための情報交換会」を1
回開催し、意見交換や課題の検討を実施し
ました。
　地域住民への在宅医療、ACPの普及啓発と
してエンディングノートの活用説明、市民
講座、出前講座等を行いました。また、エ
ンディングノート活用促進のため、市内に3
か所ある地域包括支援センター窓口にて、
説明と配布を実施しました。
　在宅医療介護関係者向けの研修会を3回実
施しました。
　在宅医療連携拠点を設置し、在宅医療相
談窓口の運営や必要な体制構築に取り組み
ました。

a 達成

　在宅医療・介護地域資源実態調査を実
施し、在宅医療連携ガイドの更新を行い
ます。
　「地域包括ケア推進代表者会議」、
「急変時課題共有のための情報交換会」
を開催し、現状の共有や課題の検討を実
施します。
　市民への普及啓発として、ACPや在宅
医療・介護にかかる講座を実施します。
　在宅医療介護関係者向けの研修会を、
白岡市、宮代町と共同で実施します。
　南埼玉郡市医師会に在宅医療・介護連
携推進事業を委託し、在宅医療サポート
センターの設置や、在宅医療介護関係者
の相談及び連携のための体制整備を進め
ます。

4,528 4,413

公共交通
整備事業

　公共交通の利便性向上を図る
ための事業を推進する。市内公
共交通網の現状や市民ニーズの
把握に向けた調査を実施すると
ともに、路線バス事業者に超低
床ノンステップバスを導入する
ための事業費を補助する。

都市計画課

　バス停留所におけるバス待ち環境を改善
するため、新たに1件バスまちスポットを追
加しました。また、市の公共交通の現状を
把握するため、公共交通体系調査を実施し
ました。
　さいたま市が岩槻駅～蓮田駅～高齢者講
習センター間で運行する乗合タクシー「お
りづる号」について、運行経費の一部を負
担しました。
　蓮田松韻高校へのバス路線延伸の取組を
進め、3月26日から運行が開始されました。

a 達成

　公共交通の利便性向上を図るため、バ
ス待ちスポット等の拡大に努めるととも
に、ノンステップバス導入補助、上屋設
置補助を継続します。
　公共交通体系調査の結果を踏まえ、蓮
田市に適した公共交通の維持・拡充に向
け施策を検討していきます。
　乗合タクシー「おりづる号」や蓮田松
韻高校路線の利用促進に向けた取組を進
めます。

15,575 9,958

92

93
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（２）生活（自立）支援・権利擁護の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）

高齢者援
護・措置
事業

　援護が必要な高齢者に対し、
各種高齢者福祉サービスの提供
や養護老人ホーム等への入所措
置等を実施する。

長寿支援課

　高齢者福祉サービスが円滑に利用できる
よう、地域包括支援センターや民生委員、
ケアマネジャー等の協力を得ながら周知に
努め、必要な方にサービス提供を実施しま
した。
　また、養護老人ホームへの入所措置を適
切に実施しました。

a 達成

　引き続き、高齢者福祉サービスが円滑
に利用されるよう、地域包括支援セン
ターや民生委員、ケアマネジャー等の協
力を得ながら周知に努め、適切なサービ
ス提供をしていきます。
　また、養護老人ホーム入所相談に応
じ、適切に措置を行います。

20,458 14,54794
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（３）介護保険制度の適正な運営と推進

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

介護保険
事業（介
護保険運
営事業）

　介護保険事業計画の介護サー
ビス利用量と介護給付費の見込
みに基づき、介護保険給付が適
正に行われるよう事業を推進す
る。

長寿支援課

　介護保険事業計画に基づき、介護保険料
の賦課と介護保険給付を適切に実施しまし
た。
　介護保険料の改定について、広報やホー
ムページで適切に周知に努め、第9期介護保
険事業計画に基づき、事業を推進しまし
た。

a 達成
　介護サービス利用量等の計画値と実績
値を比較し、次期計画の策定に向けて、
準備をすすめていきます。

5,583,839 5,586,431

介護保険
事業（地
域支援事
業）

　高齢者が住み慣れた地域でそ
の人らしく住み続けていけるこ
とを目的として、地域の実情に
応じた必要な支援を行う。地域
包括支援センターを運営し、包
括的支援事業(介護予防支援事
業、総合相談支援業務、権利擁
護業務及び包括的・継続的ケア
マネジメント支援業務、地域ケ
ア会議、認知症総合支援事業、
生活支援体制整備事業等)及び任
意事業(介護給付費適正化等事
業、家族介護支援事業等)を実施
する。

長寿支援課

　介護給付費等適正化事業では、より効果
的なサービス提供に向けてケアプラン点検
を7事業所8件実施しました。また、介護保
険施設に介護相談員を派遣し、入所者の話
を聞くことにより、施設サービスの質の向
上に努めました。
　家族介護支援事業では、高齢者の安否確
認を目的とした配食サービス事業などを行
いました。
　3か所の地域包括支援センターを運営し、
高齢者の総合相談等の事業を実施しまし
た。
　自立支援型地域ケア会議は9回開催し、事
例の検討を行いました。
　生活支援体制整備事業では、第1層協議体
を開催し、報告と意見交換を行いました。
第2層協議体は助け合いのある地域づくりを
進めるために1回/月の会議を開催し、住民
主体で活動できるようサポートしました。
　認知症総合支援事業は、初期集中支援
チーム、家族のつどい、認知症サポーター
養成講座等の事業の実施や、見守りシール
等の交付を行いました。

a 達成

　介護給付の適正化や高齢者支援の推進
を一層図るため、引き続き、地域の実情
に応じた必要な支援を行います。
　3か所の地域包括支援センターが連携
し運営ができるよう直営の地域包括支援
センターが基幹型としての役割を果たし
ていきます。
　生活支援体制整備事業は、3か所の地
域包括支援センターや地域ケア会議等と
の連動を図りながら、高齢者が必要とす
る生活支援について協議を進めます。
　認知症総合支援事業は、初期集中支援
チーム、家族のつどい、認知症サポー
ター養成講座等の事業を継続するととも
に、見守りシール等の普及を図ります。

70,279 66,840

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画

96

95

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
R6年度

当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（３）介護保険制度の適正な運営と推進

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
R6年度

当初予算額
（千円）

介護予
防・日常
生活支援
総合事業
（地域支
援事業）

　支援を必要とする高齢者に対
し、運動や交流の場としての通
所型サービスや生活支援等の訪
問型サービスを提供する介護予
防・生活支援サービス事業を実
施すると共に、状態の悪化防止
や自立支援を目指して、介護予
防ケアマネジメント事業を実施
し、活動的な生活を送ることを
支援する。また、高齢者が地域
での介護予防の活動に参加し、
役割をもって自立した生活を続
けられるための普及啓発や地域
活動支援等を行う一般介護予防
事業を実施する。

長寿支援課

　通所型サービス、訪問型サービスが安定
して提供できるよう、事業者の指定・管理
を行いました。
　介護予防の取り組みが必要な高齢者を把
握し、短期集中予防サービスなどの適切な
サービスにつなげました。
　70歳を対象に基本チェックリストを送付
し、早期からの介護予防に努めました。
　介護予防のDVDと冊子は、閉じこもり高齢
者等、介護予防の取り組みが必要な方に随
時配布をしました。
　住民主体の介護予防事業「はすぴぃ元気
体操」の新規グループ立ち上げ支援と継続
支援は、理学療法士を派遣して実施しまし
た。また、介護予防サポーターを養成する
「はすぴぃスマイルフィット養成講座」を
実施し、介護予防サポーターを増やす取り
組みを実施しました。

a 達成

　介護予防・生活支援サービス事業は、
サービス提供状況を把握しながら、必要
な方が必要なサービスを受けることがで
きる体制整備と利用支援を行います。
　一般介護予防事業は、高齢者が要介護
状態となることを予防するために、生活
機能低下が疑われる高齢者を把握し、健
康体操、認知症予防講座を開催します。
　地域における住民主体の介護予防とし
て、「はすぴぃ元気体操」の活動継続支
援を行います。また、介護予防サポー
ターを増やす取り組みとして、「はす
ぴぃスマイルフィット養成講座」を開催
します。

70,703 68,35897

-56-



健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策４．健康づくりの支援

施策（１）心と体の健康づくり

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

心の健康
相談事業

　精神保健福祉士及び保健師に
よる心の健康に関する相談を実
施するとともに、心の健康講座
等を実施し、正しい知識の普及
と意識の啓発に努める。また、
自殺予防週間や、自殺予防月間
等に合わせて、相談窓口等の周
知啓発を強化するとともに、自
殺予防ゲートキーパー養成講座
の開催や自殺予防啓発記事の広
報掲載を行う等、広く自殺予防
に対する取組を推進する。さら
に第2期蓮田市自殺対策計画に基
づき、より地域の実情に応じた
自殺対策を推進する。

健康増進課

　精神保健福祉士による相談と併せて、保
健師が随時相談や訪問を行い、精神保健に
関する相談体制の充実に努めました。
　図書館と連携し、悩みを抱えたかた向け
の書籍や相談機関案内リーフレット等を常
設し、自殺予防についての啓発活動を行い
ました。
　子ども・若者の自殺対策の取り組みとし
て市内小・中学校教職員や心のホット相談
員・市職員を対象に、自殺予防ゲートキー
パー養成講座を開催しました。
　心の相談窓口を記載したウェットティッ
シュを、庁内関係課等の窓口等に配架しま
した。
　子ども・若者向けお守り型相談窓口リー
フレットを作成し、市内小学校5、6年生及
び中学校全生徒、さらに蓮田松韻高校全生
徒に配布しました。
　また懸垂幕を掲げ、駅や市役所において
広く周知に努めました。
　自殺予防対策庁内連携会議を開催し、関
係課との情報共有を図るとともに、連携強
化に努めました。
　自殺予防週間に合わせて、蓮田駅前広場
で街頭キャンペーンを実施しました。

a 達成

　継続事業として①こころの健康相談、
②精神保健関連講座・会議③自殺対策事
業を実施します。
　自殺予防対策庁内連携会議を年2回開
催し、計画の進行管理を実施するととも
に、関係課や関係機関との連携を強化し
ていきます。
　庁内関係課等を中心に、広くリーフ
レット等を配布し、相談窓口等の周知を
図ります。
　引き続き、庁内横断的な精神保健福祉
相談支援体制の整備に努めていきます。

334 336

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

98

R6年度
当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策４．健康づくりの支援

施策（１）心と体の健康づくり

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R6年度
当初予算額
（千円）

がん検診
事業

　がん検診による早期発見・早
期治療の推進を図り、がんの死
亡率を減少させることを目的
に、国が定める指針に基づき、
各種がん検診を個別検診と集団
検診の併用で実施していく。ま
た、がんに関する知識の普及啓
発を行い、がん検診の受診率向
上を図る。

健康増進課

　がん検診受診者にとっての利便性を考慮
し、個別検診と集団検診を併用して実施し
ました。また個別検診については、受診率
向上のため、個別に案内通知を送付しまし
た。
　無料クーポン対象者及び69歳までの対象
者に対して再勧奨を実施しました。
　乳がん及び子宮頸がん集団検診の際、託
児を可能とし、若年層の受診率向上に努め
ました。
　市内小・中学校の児童生徒に対し、がん
検診リーフレットを配布し、保護者へのが
ん検診の周知を図りました。
　日頃から乳房を観察・確認することを習
慣化できるよう、集団乳がん・子宮頸部が
ん検診受診者に対し、自宅でセルフチェッ
クをするための補助具であるブレストケア
グローブを配布しました。
　胃がん検診の内視鏡検査の導入に向け
て、市医師会加入の医療機関に対し、状況
調査を実施しました。

a 達成

　がん検診受診率向上に向け、申し込み
方法・実施場所をよりわかりやすく記載
した案内通知を作成・送付します。
　がん検診結果の入力業務を委託するこ
とにより、より早期に精密検査未受診者
に対する勧奨通知を送付します。
　学校等を通じて、児童・生徒の保護者
にがん検診の周知を図る等、若年層への
がん検診の啓発事業を実施していきま
す。

82,976 80,862

特定健康
診査、特
定保健指
導事業

　特定健康診査受診者が生活習
慣改善や医療受診につながるよ
う支援し、生活習慣病の予防を
図るほか、糖尿病性腎症が重症
化するリスクが高いかたを対象
に、医療受診を促すとともに、
生活習慣改善のための支援を実
施する。第3期データヘルス計画
及び第4期特定健康診査等実施計
画を踏まえ、特定健康診査・特
定保健指導を実施する。

健康増進課

　特定健康診査の自己負担金を引き続き無
料とするとともに、対象者全員に対して、
案内通知、健診受診券を送付し、受診勧奨
を行いました。また、過去の受診歴等、対
象者の特性に応じた再勧奨通知の送り分け
を行い、効果的な受診勧奨を実施しまし
た。
　特定保健指導を委託及び直営で実施する
とともに、特定健康診査受診者で要医療域
のかたに対して、医療受診勧奨の通知及び
電話相談を実施しました。
　糖尿病性腎症重症化予防対策事業は、引
き続き埼玉県共同事業に参画し実施しまし
た。対象者へ案内通知を送付し、受診勧
奨、保健指導を実施しました。

a 達成

　特定健康診査の勧奨通知を早期に発送
することにより、比較的予約が取りやす
い時期に受診者数を増やすような周知を
行います。
　引き続き、委託及び直営による特定保
健指導を実施し、実施率向上を目指しま
す。
　対象者の特性に応じた特定健康診査の
勧奨通知の送り分けを実施し、受診率向
上を図ります。
　糖尿病性腎症重症化予防対策事業につ
いては、受診勧奨及び保健指導に加え、
継続支援事業も実施し、医療費適正化を
目指します。

72,160 63,254100

99
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策４．健康づくりの支援

施策（２）地域の健康づくりの推進

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

健康づく
り推進事
業

　健康づくり推進員を委嘱し、
地域における健康づくり活動の
実践を図り、健康増進計画の推
進につなげる。また、健康づく
り推進員連絡会議を開催し、健
康情報の共有や研修会を実施す
る中で、健康づくり推進員の資
質の向上を図る。

健康増進課

　健康づくり推進員連絡会議は、年間7回開
催し、健康はすだ21（第3次）の推進を図り
ました。
　健康増進計画における健康づくり事業と
して、健康づくり推進員が中心となって、
「みんなで楽しくウォーキング」を3回実施
し、一般市民計51名の参加がありました。
また、新たにウォーキングマップを3コース
作成し、マップの拡充を行いました。さら
に、11月には志木市に視察に行き、ノル
ディックウォーキングの体験や他市との情
報交換会を実施し、ウォーキングを通じた
健康づくり事業のあり方を検討しました。

a 達成

　「健康はすだ21（第3次）・蓮田市食
育推進計画（第2次）」の推進を図るよ
う、ウォーキングや朝食摂取を推進する
重点プロジェクトの取組を進めていきま
す。また、コバトンALKOOアプリの利用
促進を図るとともに、はすぴぃおさんぽ
マップを広く周知し、ウォーキングをす
る人口の増加を目指します。
　市内民間企業等との職域連携を強化
し、働く世代の健康づくりを進めていき
ます。

100 36

R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

101

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策４．健康づくりの支援

施策（３）地域保健医療体制の整備

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

地域救急
医療体制
の充実

　休日等における急病者の医療
を確保する。病院及び有床診療
所が輪番制で救急患者の診療を
行う東部北地区の病院群輪番制
病院運営事業や小児救急医療支
援事業の運営に対して支援す
る。

健康増進課
　休日急患診療事業及び地域救急医療体制
整備事業の実施により、休日及び夜間の診
療体制の確保を予定どおり行いました。

a 達成

　市民がいつでも安心して医療サービス
を受けられるように、引き続き「休日急
患診療業務」及び「東部北地区第二次救
急の病院群輪番制病院運営事業等」の支
援を行います。
　また、蓮田市医師会、南埼玉郡市医師
会との協力体制の整備及び幸手、加須保
健所との連携を図ります。

10,242 10,242

在宅医
療・介護
の連携体
制の充実

　医療と介護の両方を必要とす
る状態の高齢者が、住み慣れた
地域で自分らしい暮らしを人生
の最期まで続けることができる
よう、在宅医療と介護を一体的
に提供するため必要な支援を行
う。事業の推進にあたっては、
医療・介護関係機関や関係市町
村などと緊密に連携し、包括的
かつ継続的なサービスの提供を
可能とする環境整備を推進す
る。

長寿支援課

　在宅医療連携ガイドをとりまとめ、公表
しました。
　「地域包括ケア推進代表者会議」を2回、
「急変時課題共有のための情報交換会」を1
回開催し、意見交換や課題の検討を実施し
ました。
　地域住民への在宅医療、ACPの普及啓発と
してエンディングノートの活用説明、市民
講座、出前講座等を行いました。また、エ
ンディングノート活用促進のため、市内に3
か所ある地域包括支援センター窓口にて、
説明と配布を実施しました。
　在宅医療介護関係者向けの研修会を3回実
施しました。
　在宅医療連携拠点を設置し、在宅医療相
談窓口の運営や必要な体制構築に取り組み
ました。

a 達成

　在宅医療・介護地域資源実態調査を実
施し、在宅医療連携ガイドの更新を行い
ます。
　「地域包括ケア推進代表者会議」、
「急変時課題共有のための情報交換会」
を開催し、現状の共有や課題の検討を実
施します。
　市民への普及啓発として、ACPや在宅
医療・介護にかかる講座を実施します。
　在宅医療介護関係者向けの研修会を、
白岡市、宮代町と共同で実施します。
　南埼玉郡市医師会に在宅医療・介護連
携推進事業を委託し、在宅医療サポート
センターの設置や、在宅医療介護関係者
の相談及び連携のための体制整備を進め
ます。

4,528 4,413

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画 R6年度
決算額
（千円）

92
（再掲）

102

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R6年度

当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策５．各種社会保障制度の適正な運営

施策（１）国民健康保険制度の適正な運営

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

国民健康
保険の適
正な運営

　財政運営の責任主体である埼
玉県と連携しながら国民健康保
険制度の安定した運営を図ると
ともに、保健事業や疾病予防事
業を行い、医療費の適正化を図
る。

国保年金課

　収支の均衡を図り円滑な予算執行に努め
ました。
　国保事業費納付金に係る経費を賄うため
に必要な国民健康保険税を賦課しました。
　特定健診や疾病予防事業等の保健事業を
推進し、医療費の適正化に努めました。
　蓮田市の保険税率を県が示す市町村標準
保険税率に段階的に合わせるため、令和6年
4月1日から保険税率を改正しました。ま
た、令和6年12月2日から従来の被保険者証
の交付が廃止され、マイナンバーカードの
健康保険証利用（マイナ保険証）を基本と
する仕組みに移行するため、システム改修
や様式の変更を行うと共に被保険者に対し
制度の周知に努めました。

a 達成

　収支の均衡を図り円滑な国保運営に努
めます。
　国保資格の適正化、レセプト点検の強
化、特定健診や糖尿病性腎症重症化予防
対策事業等により医療費の適正化を図り
ます。
　令和6年度の税率改正による税収等の
影響を検証し、令和9年度の国民健康保
険税の県内準統一に向けて、今後の段階
的な改正を検討します。

6,062,533 5,354,941

R6年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R6年度
当初予算額
（千円）

103

ＰＬＡＮ
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策５．各種社会保障制度の適正な運営

施策（２）後期高齢者医療制度の適正な運営

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

長寿支援課

　関係課が協働して事業を推進するため
に、一体的実施推進会議を開催しました。
　医療・介護等のデータを分析した結果を
もとに、生活習慣病の重症化予防及び健康
状態不明者の状況把握のための家庭訪問、
オーラルフレイル予防講座を実施しまし
た。また、分析結果から抽出した対象者に
案内を送付し、フレイル予防と疾病の重症
化予防をテーマにした市民講座を開催しま
した。
　通いの場の参加者に対し、フレイル予防
の講座や個別指導を行いました。

a 達成

　一体的実施推進会議を開催し、関係課
と協力して事業の推進を図ります。
　訪問による相談、保健指導を実施する
ことで、生活習慣病の重症化予防につな
げます。
　後期高齢者健康診査質問票を活用する
ことにより、健康状態不明者の健康状態
と潜在するニーズを把握し、必要な支援
につなげます。
　健康長寿歯科健診にて、支援が必要と
されたかたを対象者に、オーラルフレイ
ル対策の講座を実施します。
　フレイル予防講座を実施することでフ
レイル予防と疾病の重症化予防について
普及啓発をします。

6,841 3,363

国保年金課

　後期高齢者医療被保険者に対する適切な
医療費等の給付を行いました。令和6年12月
2日から従来の被保険者証が廃止されマイナ
保険証を基本とする制度に移行したため、
その対応や被保険者に対する周知等を行い
ました。
　保険料滞納者に対しては、電話や臨宅等
による納付勧奨を行い収納率の向上に努め
ました。
　保健事業については、長寿支援課と連携
し適切に行いました。

a 達成

　被保険者数の増加が続いており、今後
も増加していくことが見込まれています
（埼玉県後期高齢者医療広域連合の『第
3期高齢者保健事業実施計画（データヘ
ルス計画）』では25年後まで増加の推
計）。
　このことに伴い医療費等の給付、滞納
者対応、還付金業務の数も必然的に増加
するため、より適切な対応に努めます。

1,323,884 1,265,784

基本政策２

第５次総合振興計画

　埼玉県後期高齢者医療広域連
合と連携して、後期高齢者医療
制度の安定運営や健全な財政運
営のため、保険料の収納率向上
を図るとともに、高齢者の医療
の確保と医療費の適正化を図
る。後期高齢者の保健事業を効
果的かつ効率的に行うため、国
民健康保険法に規定する保健事
業及び介護保険法に規定する地
域支援事業を一体的に実施する
事業を埼玉県後期高齢者医療広
域連合からの委託事業として実
施する。

104

後期高齢
者医療広
域連合と
の連携

R6年度
決算額
（千円）

主要事業
№

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R6年度
当初予算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策５．各種社会保障制度の適正な運営

施策（３）国民年金事務の円滑な運営

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

国民年金
事務

　国や日本年金機構との連携を
図りながら、年金相談等を通じ
て、国民年金制度の理解促進に
努める。

国保年金課
　日本年金機構と連携し、委託されている
法定受託事務を適切に執行しました。

a 達成

　引き続き、日本年金機構との連携を深
めながら、法定受託事務を適切に執行す
るとともに、一層の市民サービスの向上
に努めます。

86 81

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画

105

R6年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R6年度
当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策５．各種社会保障制度の適正な運営

施策（４）生活困窮者支援（生活保護）

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

生活保護
制度の適
正な運営
と自立支
援

　生活困窮者等の健康で文化的
な最低限度の生活を保障すると
ともに、自立を支援するため、
生活保護制度を適正に実施す
る。
　また、生活保護受給者等に対
して就労に必要な支援の充実を
図る。

福祉課

　被保護者が安心して生活できるよう、生
活状況の把握や信頼関係の構築に努め、必
要な支援を行いました。
　また、生活困窮者自立支援制度や関係機
関との連携を図り、生活困窮者の早期発見
及び相談支援を行いました。生活保護申請
の段階から、ケース検討会議に諮り、組織
的にアセスメントや援助方針を作成し、自
立した生活が営めるよう支援を行いまし
た。

a 達成

　健康で文化的な最低限度の生活が維持
でき、安心して生活ができるよう支援し
ます。
　就労可能なかたについては丁寧に就労
支援を行い、自立に向けた支援を継続し
ていきます。
　生活困窮者自立支援制度や関係機関と
の連携を継続し、生活困窮者の自立助長
を推進します。

916,384 914,153

R6年度
決算額
（千円）

106

基本政策２

主要事業
№

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R6年度

当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策６．防犯対策の推進

施策（１）地域における防犯対策の推進

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

防犯対策
推進事業

　蓮田市防犯・暴力排除推進活
動補助金制度を活用し、防犯協
会や暴力排除推進協議会が実施
するキャンペーン等の啓発活
動、防犯活動、研修会等を支援
する。また、自主防犯組織活動
用物品購入費補助金制度を活用
し、地域防犯推進委員が防犯パ
トロール用装備品や啓発用品を
整備することを支援する。さら
に、蓮田市犯罪被害者等支援条
例に基づき、犯罪被害者等の支
援に関する施策を総合的に推進
する。

危機管理課

　特殊詐欺防止対策として、青色防犯パト
ロールを市職員や、自主防犯組織により実
施しました。
　地域防犯推進委員研修会、安心・安全歳
末一斉キャンペーン、防犯協会及び暴力排
除推進協議会会員を対象とした研修会を実
施しました。
　自主防犯組織の活動用物品購入費の補助
を行いました。

a 達成

　引き続き、防犯キャンペーン等や青色
パトロール車による防犯活動を実施して
いくとともに、自主防犯組織等と連携・
協力し、防犯対策を推進していきます。

2,200 1,656

R6年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画

107

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R6年度
当初予算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策６．防犯対策の推進

施策（２）防犯体制の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

警察署の
誘致

　市内に警察署ができることで
犯罪への抑止効果が高まること
が期待できることから、誘致に
向けて情報収集に努め、要望書
の提出を行う。

危機管理課
　埼玉県警察本部警務部警務課を訪問し、
警察署の誘致について要望を行いました。

c 未達成

　蓮田市の治安情勢、人口推移、交通網
等を総合的に勘案すると警察署の設置は
困難であると回答がありました。
　継続して埼玉県へ要望を行っていきま
す。

0 0

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画

108

R6年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R6年度
当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策６．防犯対策の推進

施策（３）防犯対策の推進

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

街路灯整
備推進事
業

　交通安全施設の計画的な整備
を行うとともに、補修・維持管
理を行う。街路灯の新規設置や
既存街路灯の補修を行うととも
に、新設する際にはLED化を推進
する。信号機のない交差点など
への道路反射鏡の設置や、区画
線を整備し、交通事故を未然に
防止する。

自治振興課

　リース方式によるLED化事業で対象となっ
ている街路灯については、リース事業者と
連携して維持管理を行いました。
　街路灯、道路反射鏡、道路区画線等の交
通安全施設の設置は、緊急性や危険性など
を考慮して、優先度の高いものから整備し
ました。
　街路灯は、新規設置及び既設街路灯（ナ
トリウム灯）のLED化工事を23基（共架18
基、独立3基、壁面2基）実施しました。
　道路反射鏡は、新規設置工事を5基（共架
3基、独立2基）実施しました。
　道路区画線の補修・整備は、9箇所を実施
しました。

a 達成

　新規に設置する街路灯については、
LED化を継続します。既設の街路灯（ナ
トリウム灯）についても、灯具の劣化等
の状況を確認し、LED化を進めていきま
す。
　街路灯、道路反射鏡、道路区画線等の
交通安全施設の設置は、緊急性や危険性
などを考慮し、優先度の高いものから計
画的に整備を行うとともに既設施設の補
修・維持管理についても、適正に実施し
ていきます。

43,818 44,112

R6年度
決算額
（千円）

109

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

基本政策２

主要事業
№

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）第５次総合振興計画

R6年度
当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（１）防災対策の推進

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

防災備蓄
倉庫及び
防災資機
材の整備
事業

　災害時に備え、市内の避難所
に設置されている蓮田市の防災
倉庫に食糧や毛布などの備蓄
品、災害対策用備品を計画的に
整備する。

危機管理課

　賞味期限を迎える備蓄食料の入替え分を
購入し、地域防災計画における想定被災者
数2,995人の3日分に相当する主食を備蓄し
ました。
　また、乳幼児や高齢者用としてベビー
フードやゼリー飲料等を追加購入しまし
た。

a 達成
　災害時の備蓄食糧については、27,000
食の目標数を維持するため、毎年入れ替
えを行い、循環備蓄を進めていきます。

5,073 6,028

自主防災
組織育成
事業

　災害時に自助・共助による初
動体制を整備するため、自主防
災組織の育成や各種防災に関す
る研修会、防災訓練の支援を行
い、災害に強いまちづくりを推
進する。

危機管理課

　自主防災組織は2団体増え、43団体となり
ました。
　自主防災組織育成のため、補助金を交付
しました。

a 達成
　自主防災組織への支援を継続するとと
もに、新規設立を自治会等に働きかけて
いきます。

5,036 4,038

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）

111

R6年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

110

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（２）災害に強いまちづくりの推進

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

庶務課

建築指導課

木造住宅
耐震診
断・耐震
改修補助
事業

　東日本大震災等の震災を踏ま
え、市内の既存木造住宅の耐震
化を推進する。蓮田市建築物耐
震改修促進計画に基づき、市内
の既存木造住宅の耐震化を推進
するため、耐震診断及び耐震改
修の支援を行う。

建築指導課
　継続的に市民からの相談を受けていまし
たが、補助金の申請までは至りませんでし
た。

c 未達成

　令和8年度から始まる次期計画に向け
て、要綱の改正を行います。また、これ
まで、対象建築物を昭和56年5月31日以
前に限定していたものを平成12年5月31
日までに拡大し、市内の既存木造住宅の
耐震化を推進します。

400 0

老朽管更
新事業

　水道ビジョンに基づき、災害
に強い上水道施設の実現と効率
的なマネジメントについて検討
し、老朽管路の更新事業を進め
る。

水道課

　重要管路更新事業の第7期工事として国庫
補助金を活用した市道7号線の老朽管更新工
事(口径150㎜・延長約230m、他）を実施し
ました。その他市内2箇所の老朽管更新工事
を実施し、耐震化を図りました。
　また、令和7年度以降に更新工事を予定し
ている市内2箇所の工事設計を行いました。

b 一部達成

　災害に強く安定供給できる上水道施設
の整備を行うため、管路耐震化計画に基
づき、老朽化した重要管路の更新工事を
継続して進め、耐震化を図ります。

396,396 235,792

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）

R6年度
決算額
（千円）

114

113

112

公共建築
物の耐震
補強整備
事業

ＣＨＥＣＫ
（評価）

　公共建築物の耐震化を促進す
る。災害時には拠点施設となる
市役所本庁舎機能の強化を図
る。公共建築物の耐震化が完了
したため、事業は終了した。

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

事業完了

-69-



健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（２）災害に強いまちづくりの推進

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）

R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

公共下水
道整備事
業

　生活環境の向上、公共用水域
の水質保全のため、公共下水道
の整備を行う。企業債、国庫補
助金等を効果的に活用しながら
早期の整備完了を目指すととも
に、公共下水道区域の将来像に
ついて再検証をしていく。ま
た、管路、ポンプ場等各施設の
更新や維持管理を計画的に実施
し、利用者への安定的なサービ
ス提供を行う。

下水道課

　椿山地区の汚水管渠実施設計委託に基づ
いて汚水管渠の工事を実施しました。
　蓮田駅東口黒浜線の汚水管渠の工事を実
施しました。
　高虫西部地区区画整理地内の汚水管渠の
実施設計業務を実施しました。
　ストックマネジメント計画に基づいて汚
水管渠の調査点検を実施しました。
　下水道施設の維持管理、修繕及び更新を
一体で民間に委託する「PPP」の導入に向け
た検討を行うものとして、官民連携基礎調
査業務を実施しました。

a 達成

　埼玉県施工の蓮田駅東口黒浜線道路築
造に併せて、引き続き汚水管渠の工事を
実施していきます。
　また、高虫西部地区区画整理地内の汚
水管渠実施設計委託に基づいて工事を実
施していきます。
　ストックマネジメント計画に基づい
て、汚水管渠の調査点検およびマンホー
ル蓋の交換、西新宿汚水中継ポンプ場に
関しては破砕機の交換を実施していきま
す。

883,361 831,681

消防施設
整備事業

　災害や危機に強い安心・安全
なまちづくりを目指し、消防施
設整備の一環として、消防水利
の充実及び防災拠点施設の強化
を図る。併せて、災害時の被害
軽減を目的に、大規模・複雑多
様化する災害に対応する訓練を
行うための消防訓練施設を計画
する。災害時の拠点となる本
署・南分署庁舎及び分団詰所施
設の保守・改修を進める。

消防総務課

　老朽化した消火栓のボルト交換を13箇所
実施しました。また、水道管老朽管更新工
事に伴い、消火栓再設置工事（上平野、井
沼、上、閏戸）を実施しました。
　119番通報を受信する、高機能消防緊急通
報指令システム及び消防救急デジタル無線
機器の保守点検を実施しました。
　消防庁舎については、災害発生時の拠点
となる消防本部施設を維持するために、非
常用自家発電設備修繕、通信指令室エアコ
ン室内機修繕、仮眠室ベッド修繕、車両格
納庫シャッター修繕等を実施し、大規模災
害への備えを強化しました。また、南分署
は、老朽化により外部の土間が陥没したた
め、コンクリート修繕を実施しました。

a 達成

　引き続き、老朽化した消火栓の修繕や
耐震式防火水槽の整備、災害時の拠点と
なる消防署・南分署・各分団詰所の維持
管理や改修に努めます。特に、老朽化し
た空調設備の改修については、早急に対
応を検討します。
　また、高機能消防緊急通報指令システ
ム及び消防救急デジタル無線機器等の更
新に向けて実施設計業務を実施します。
併せて現行システム等についても毎月維
持管理に努め24時間365日円滑に緊急通
報に対応できるよう努めます。

13,953 10,319116

115

-70-



健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（２）災害に強いまちづくりの推進

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）

R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

産業振興課

　貝塚悪水路改修工事について、地元農家
及び住民からの早期完成の要望を受けて、
工事延長を変更の上、令和6年度分の事業を
完了しました。強制排水の必要な状況には
ならず、仮設ポンプは設置しませんでし
た。

a 達成

　貝塚悪水路は柵板損傷や構造物の経年
劣化が見受けられる箇所のため、引き続
き県の補助金を活用して改修工事を進め
ます。
　また、台風や大雨の際に隣接する道路
を含めて冠水することがあるため、仮設
ポンプを設置し、浸水被害の軽減対策を
継続します。

25,366 23,254

道路課

　西新宿地区第一排水機場のゲート新設に
ついては、雨水管渠検討業務委託を発注
し、埼玉県と河川協議を進めました。
　東城沼擁壁改修詳細設計業務委託を完了
しました。市内各ポンプ場等の施設の定期
点検を実施しました。西新宿地区第一排水
機場の水位計交換工事を実施しました。

a 達成

　西新宿地区第一排水機場のゲート新設
において、新設雨水管渠について河川法
に基づく県の許可を得るための詳細設計
業務を実施します。
　東城沼擁壁改修工事に伴う事前調査業
務を実施します。ポンプ場等の施設点検
を実施し、不具合等の早期発見、修繕、
適正に管理します。

107,195 103,495

117
排水路施
設等整備
事業

　用排水路等の農業施設の適切
な維持管理と整備を行い、水利
用の安定と大雨による浸水被害
の軽減を図る。準用河川の補
修・改修や黒浜調整池の整備、
西新宿地区第一排水機場のゲー
ト改修を行うとともに、継続的
に排水路及び調整池の除草や浚
渫を実施し、大雨による浸水被
害の軽減を図る。
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（３）危機管理体制の確立

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

地域防災
計画の改
定と各種
マニュア
ル整備事
業

　蓮田市地域防災計画や災害時
における職員初動マニュアル、
避難所運営マニュアルに基づ
き、災害対策を講じる。なお、
これらの計画等について実効性
を高めるため、適宜見直しや修
正を行う。

危機管理課
　洪水ハザードマップを中川流域のデータ
を加えるなどし、更新を行いました。

b 一部達成

　業務継続計画の改定や、それに付随す
る計画の策定を行っていきます。
　地域防災計画の見直しを必要に応じて
実施していきます。

2,989 2,688

遠隔地自
治体との
災害支援
体制の充
実

　大規模災害時における応急・
復旧業務を円滑に行うため、長
野県松川町及び東京都北区と災
害時応援協定を締結している。
今後は、災害時における応援対
策及び復旧活動に万全を期すた
め、危機管理担当はもとより、
復旧・復興に関連するあらゆる
担当(避難所運営・給水・防疫・
文教等)の連携が充実できるよう
相互協力体制を構築する。

危機管理課

　災害時応援協定を締結している長野県松
川町と東京都北区との防災訓練への相互参
加は見送ることとしましたが、電話連絡に
より情報交換を行いました。

a 達成
　協定を締結した団体との連絡体制を密
にし、さらなる連携強化を図っていきま
す。

16 2

情報伝達
体制整備
事業

　災害時における情報伝達体制
の整備として、防災行政無線の
維持管理を行うとともに、新規
の防災行政無線の増設には設置
場所等の課題があるため、安心
安全メールを周知徹底し、登録
者の増加を図ることで難聴区域
の解消につなげる。また、デジ
タル化を実施した移動系防災行
政無線等のあらゆる情報機器を
活用して、情報伝達体制の強化
を図る。

危機管理課
　防災行政無線更新工事に係る実施設計委
託を行いました。

a 達成

　防災行政無線の次期システムについ
て、難聴区域の解消に向けた高性能ス
ピーカーの導入を設計に組み込み、音声
到達エリアの拡大を行っていきます。ま
た、戸別受信機の対応区域やSNS連携の
拡大を図っていきます。

15,875 23,688

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）

R6年度
決算額
（千円）

120

119

118

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（３）危機管理体制の確立

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）

R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

情報セ
キュリ
ティ対策
の整備

　市の情報資産を安心・安全に
管理するため、最新の情報通信
技術の動向等を的確にとらえ、
情報セキュリティ対策を進め
る。情報セキュリティ基本方針
及び情報セキュリティ対策基準
の見直しを随時行うとともに職
員の情報セキュリティ意識の向
上を図るため、情報セキュリ
ティ研修を実施する。

デジタル推
進課

　埼玉県自治体情報セキュリティクラウド
に参加し、インターネットと庁内ネット
ワークの分離や、メール及びファイルの無
害化処理等の高度なセキュリティ対策を行
いました。全職員を対象とした情報セキュ
リティ研修を、eラーニングにより全職員が
受講し修了しました。
　また、ITアドバイザーを講師に招き、講
義形式の研修会も実施しました。
　更に、情報セキュリティ対策の一環とし
て、国のガイドラインに沿ったセキュリ
ティポリシーの全面改定を行いました。

a 達成

　引き続き、埼玉県自治体情報セキュリ
ティクラウドに参加し、インターネット
と庁内ネットワークの分離やメール及び
ファイルの無害化処理等の高度なセキュ
リティ対策を行います。総務省及び地方
公共団体情報システム機構が提供する情
報セキュリティ研修を、eラーニングに
より実施します。
　また、ITアドバイザーを講師に招き、
講義形式の研修会も開催する予定です。

2,820 2,819

新型イン
フルエン
ザ等対策
の整備
（新型コ
ロナウイ
ルス感染
症対策の
整備）

　新型インフルエンザ、新型コ
ロナ等の発生、まん延時の対策
として、市民生活及び地域経済
に及ぼす影響が最小となるよう
努める。

健康増進課

　新型インフルエンザについては、感染症
サーベイランス等の情報に注視したととも
に、県が開催する健康危機管理研修等に参
加し、発生時における初動対応等につい
て、確認しました。
　また、新型コロナワクチンの定期接種化
に伴い、個別医療機関での接種体制が確保
できるよう、各機関と調整を図り、接種を
実施しました。

a 達成

　新型インフルエンザ等の発生やまん延
時の対策として、埼玉県や関係機関等と
連携を図るとともに、季節性インフルエ
ンザを含む感染症の発生動向情報を注視
し、迅速に対応していきます。

0 0122

121
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策８．消防・救急体制の充実

施策（１）消防体制の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

消防設備
整備事業

　消防車、救急車等の緊急車両
や各種資機材を計画的に整備
し、複雑多様化する災害や増加
する救急需要に対し、市民の安
心・安全の確保を図る。併せ
て、消火作業等で着用する防火
服等の装備を新基準に適合した
ものに順次更新し、活動隊員の
安全を促進する。

消防総務課

　潜水隊を令和7年3月に創設しました。潜
水隊員として9名を任命し、潜水資機材を整
備しました。
　救急資器材について、高度救命資器材の
点検を実施し、24時間365日高度な医療処置
が実施できるよう努めました。
　増加する救急需要に対して、日勤救急隊
の運用を実施していましたが、救急自動車
の老朽化に伴い売払い手続きを実施したた
め、当面の間運用休止としました。

a 達成

　潜水救助体制の強化を目指し、近隣消
防本部と連携し、河川流域にて訓練を実
施していきます。併せて、常時潜水可能
な体制を図るため、潜水士資格の取得や
小型船舶免許の取得を目指していきま
す。
　日勤救急隊については、早急に車両・
高度救命資器材の整備を実施し、増加す
る救急需要に対応できるよう努めていき
ます。

44,735 44,625

消防施設
整備事業

　災害や危機に強い安心・安全
なまちづくりを目指し、消防施
設整備の一環として、消防水利
の充実及び防災拠点施設の強化
を図る。併せて、災害時の被害
軽減を目的に、大規模・複雑多
様化する災害に対応する訓練を
行うための消防訓練施設を計画
する。災害時の拠点となる本
署・南分署庁舎及び分団詰所施
設の保守・改修を進める。

消防総務課

　老朽化した消火栓のボルト交換を13箇所
実施しました。また、水道管老朽管更新工
事に伴い、消火栓再設置工事（上平野、井
沼、上、閏戸）を実施しました。
　119番通報を受信する、高機能消防緊急通
報指令システム及び消防救急デジタル無線
機器の保守点検を実施しました。
　消防庁舎については、災害発生時の拠点
となる消防本部施設を維持するために、非
常用自家発電設備修繕、通信指令室エアコ
ン室内機修繕、仮眠室ベッド修繕、車両格
納庫シャッター修繕等を実施し、大規模災
害への備えを強化しました。また、南分署
は、老朽化により外部の土間が陥没したた
め、コンクリート修繕を実施しました。

a 達成

　引き続き、老朽化した消火栓の修繕や
耐震式防火水槽の整備、災害時の拠点と
なる消防署・南分署・各分団詰所の維持
管理や改修に努めます。特に、老朽化し
た空調設備の改修については、早急に対
応を検討します。
　また、高機能消防緊急通報指令システ
ム及び消防救急デジタル無線機器等の更
新に向けて実施設計業務を実施します。
併せて現行システム等についても毎月維
持管理に努め24時間365日円滑に緊急通
報に対応できるよう努めます。

13,953 10,319
116

（再掲）

基本政策２

主要事業
№

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

第５次総合振興計画

123

R6年度
決算額
（千円）

R6年度
当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策８．消防・救急体制の充実

施策（２）救急体制の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

救急体制
の強化

　市民ニーズ及び救急需要の増
加に対応するため、救急業務の
高度化・拡充化を図り、職員の
知識・技術の向上に努めるとと
もに、救急救命士が常時乗車す
る救急体制を確立する。また、
高齢化の進展及び感染症等に伴
う、救急需要の増大に対応する
ため、救急体制の強化を図る。

消防総務課

　救急体制強化のため、救急救命士・指導
救命士各1名および救急資格者6名を養成し
ました。
　また救急救命士に必要な病院研修等は、5
病院と連携し18名が実施しました。
　様々な機関との連携強化のため、JR蓮田
駅と多数傷病者救急対応訓練を実施しまし
た。また、市内救急医療機関と連携し搬送
円滑を目的とした研修会や市内高齢者施設
との救急要請連携訓練を実施しました。

a 達成

　救急救命士や指導救命士の新規養成を
継続します。また、救急隊員有資格者を
養成し、救急対応技術の向上を図りま
す。
　増加する救急需要に迅速に対応するた
め、市内救急医療機関と連携を図り、救
急応需率の向上・収容時間の短縮を研
修・訓練を実施し努めます。

6,902 4,118

R6年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
R6年度

当初予算額
（千円）

124

ＣＨＥＣＫ
（評価）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策８．消防・救急体制の充実

施策（３）地域における消防力の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

消防団の
活性化推
進事業

　消防団を中核とした地域防災
力の充実強化を目標に処遇や装
備の整備を図る。

消防総務課

　消防特別点検、消防出初式を実施し、消
防団の士気向上に努めました。女性消防団
員の活動については、年末に火災予防広報
活動や新入団員募集PR活動などを実施しま
した。装備の充実強化及び浸水対策とし
て、西新宿地域を管轄とする第5分団へゴム
ボート1艇を配備し水害等を含めた、消防力
の強化を図りました。

b 一部達成

　消防団員の消防力維持、向上のため引
き続き、研修や訓練を実施するととも
に、チェーンソー取り扱い特別教育、湖
川小出力限定船舶操縦士免許等の資格取
得による、安全管理体制の強化を図りま
す。また、消防団の必要性や団員確保に
向け事業所や市民に対しPRを行い、理解
を深めていただき、地域防災力の向上に
努めます。

27,200 22,456

消防総務課

　救命技能育成のため救命講習（上級含
む）を実施しました。そのうち、webを用い
た座学講習を44名が利用しました。
　また各小・中学校内で応急手当が円滑に
実施できるよう、応急手当普及員により生
徒に対し救命講習入門コース及び救命講習
を実施しました。

b 一部達成

　管内で発生した心肺停止症例に対する
応急手当実施率の向上を目標に、救命技
能の育成を図ります。
　また、市内小学校での救命に関する知
識・技術の効果を確認するため、ミニメ
ディカルラリーを実施します。

108 172

予防課

　消防署（本部）・南分署・消防団が協力
して地域の事業所や自主防災組織との連携
に努めました。また、防災講話を通じて防
災意識を高め災害時に適切な行動が取れる
よう防災知識の普及・啓発を図りました。

b 一部達成

　職員派遣、防災指導を継続します。今
後も訓練や啓発活動を通じて、地域の事
業所・自主防災組織と連携を図ります。
また、SNSを活用し市民に消防・防災に
ついて発信していきます。

0 0

　事業所、自主防災組織等を対
象に、消防訓練やAED講習を実施
し、防災意識や知識・技術の普
及に努める。

消防訓練
等実施事
業

126

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画 R6年度
決算額
（千円）

125

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R6年度

当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策９．交通安全対策の推進

施策（１）交通安全対策の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

交通安全
施設等整
備事業

　交通安全施設の計画的な整備
を行うとともに、補修・維持管
理を行う。街路灯の新規設置や
既存街路灯の補修を行うととも
に、新設する際にはLED化を推進
する。信号機のない交差点など
への道路反射鏡の設置や、区画
線を整備し、交通事故を未然に
防止する。

自治振興課

　リース方式によるLED化事業で対象となっ
ている街路灯については、リース事業者と
連携して維持管理を行いました。
　街路灯、道路反射鏡、道路区画線等の交
通安全施設の設置は、緊急性や危険性など
を考慮して、優先度の高いものから整備し
ました。
　街路灯は、新規設置及び既設街路灯（ナ
トリウム灯）のLED化工事を23基（共架18
基、独立3基、壁面2基）実施しました。
　道路反射鏡は、新規設置工事を5基（共架
3基、独立2基）実施しました。
　道路区画線の補修・整備は、9箇所を実施
しました。

a 達成

　新規に設置する街路灯については、
LED化を継続します。既設の街路灯（ナ
トリウム灯）についても、灯具の劣化等
の状況を確認し、LED化を進めていきま
す。
　街路灯、道路反射鏡、道路区画線等の
交通安全施設の設置は、緊急性や危険性
などを考慮し、優先度の高いものから計
画的に整備を行うとともに既設施設の補
修・維持管理についても、適正に実施し
ていきます。

43,818 44,112

放置自転
車対策の
推進事業

　公共の場所における自転車等
の放置を防止するため、蓮田駅
周辺に放置自転車等整理区域を
指定している。自転車等が放置
されないよう指導を行い、放置
された自転車等は整理及び撤去
し、集積所に一時保管するとと
もに、引き取り業務を実施す
る。

自治振興課

　自転車等の放置防止、また、高齢者の就
業機会を確保する観点から、シルバー人材
センターと放置自転車等指導・引取等業務
委託契約を締結し、放置自転車等の整理・
撤去を行いました。
　放置自転車等整理区域に放置された自転
車54台を集積所に移送しました。

a 達成
　自転車等の放置を防止するため、引き
続き放置自転車等の指導や引取業務を実
施します。

5,095 5,077

交通安全
啓発事業

　関係機関及び関係団体と連携
し、交通事故の抑止と交通安全
に対する意識高揚を図るため、
交通安全街頭キャンペーンや年
間を通じて市内で開催される各
種イベントにおいて啓発活動を
実施する。

自治振興課

　チャイルドシート・シートベルト着用促
進月間である8月に広報はすだに記事を掲載
し、周知・啓発を行いました。
　また、4月10日の春の全国交通安全運動、
9月24日の秋の全国交通安全運動、11月29日
の冬の交通事故防止運動、12月18日の安
心・安全歳末一斉キャンペーンにおいて、
街頭キャンペーンを実施し啓発活動を行い
ました。

a 達成
　交通安全運動街頭キャンペーンや市内
で開催される各種イベント等において、
啓発活動を継続して実施します。

895 905

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

127

129

128

R6年度
当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策９．交通安全対策の推進

施策（１）交通安全対策の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R6年度
当初予算額
（千円）

自治振興課

　交通指導員による市内17箇所の立哨指導
を4月から3月まで実施しました。
　また、黒浜西小学校（4月10日）、蓮田中
央小学校（4月11日）、黒浜北小学校（4月
17日）、黒浜小学校（4月18日）、蓮田南小
学校（4月23日）で交通安全教室等が開催さ
れ、保護者や児童を対象とした交通指導員
による指導が行われました。

a 達成
　引き続き、市内17箇所の立哨指導や交
通安全教室等を通じ、交通安全の普及啓
発を図ります。

0 0

道路課

　第5期埼玉県通学路整備計画で取り上げて
いる通学路に対する安全対策について1か所
実施しました。既存のポストコーンが破損
されている事案が多く、その都度ポスト
コーンの再設置を行いました。

a 達成
　第5期埼玉県通学路整備計画で対策箇
所について進捗を図ります。

0 759

学校教育課
　保護者等から要望があった市内通学路7か
所に通学路注意看板を設置しました。

a 達成
　引き続き市内通学路の危険個所等に看
板設置を行い、注意喚起を行ってまいり
ます。

0 0

130
通学路の
安全確保
事業

　登下校時の児童・生徒の安全
を確保するために、道路環境の
整備を図るとともに、地域の見
守り組織や小・中学校間の連携
強化を図る。
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１０．消費生活保護

施策（１）消費生活の安全確保

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

消費生活
相談事業

　消費生活に関する相談(消費生
活・多重債務)を的確かつ迅速に
解決・あっせんし、消費者利益
の保護と消費生活の向上を図
る。

産業振興課

　消費生活相談（多重債務相談を含む）を
実施し、相談件数は341件でした。また、複
雑化する相談内容に対応するため、アドバ
イザー弁護士による専門相談を行いまし
た。
　相談能力向上のため、相談員が各種研修
に参加しました。

a 達成
　引き続き、相談員や弁護士による専門
相談を実施していきます。

4,029 3,770

消費者教
育推進事
業

　後を絶たない消費者トラブル
に、消費者が自ら対応できるよ
う消費者教育を推進する。民法
改正により、18歳以上が成人と
なったことから、継続して消費
トラブルの際の相談窓口等の周
知を図る。

産業振興課

　消費生活相談員による消費生活出前講座
を実施しました（計7回）。
　夏休みに小学生向けの親子マネー講座を
実施しました。
　12月2日に、蓮田松韻高校と共同で消費生
活講座を行いました。（老人福祉セン
ター）
　市内保育園で、年長クラスの児童を対象
にお買い物のルールやマナーを教える講座
を実施しました。（計5回）
　広報誌やホームページを通じて、悪質商
法等の手口を紹介し、被害を未然に防ぐた
めの啓発活動を行いました。
　消費者トラブルの対策に役立つ啓発冊子
を成人式二十歳を祝う会で配付しました。
また、民生委員・児童委員及び市内の中学3
年生を対象に配付しました。

a 達成

　引き続き、広報誌やホームページを通
じて、消費被害を未然に防ぐための啓発
活動を行っていきます。
　相談員等による出前講座や幼児向け消
費者教育を実施していきます。
　市内中学校へ消費者トラブル対策に役
立つ啓発冊子を配付します。

1,069 909132

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画 R6年度
決算額
（千円）

131

R6年度
当初予算額
（千円）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策１．生涯学習を通した生きる力の育成

施策（１）生涯学習体制の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

生涯学習
推進事業

　20歳を迎える方に対して、大
人になった自覚を促すととも
に、社会を担う一員として激励
を行うため、式典を実施する。
市内で学習成果を発揮したい方
(生涯学習支援者)に人材バンク
への登録を促し活用を図る。人
材バンク制度のPRのため、登録
者を講師とした1日講座を開催す
る。また、新たな学習施設につ
いて研究する。

社会教育課

　1月12日に成人式二十歳を祝う会を開催
し、415人が参加しました。参加者の主体性
を重視し、20歳を迎えられるかたで実行委
員会を組織し、全8回の会議を開催しまし
た。当日は、実行委員が企画したアトラク
ションを実施しました。
　“学びま専科”1日講座は、全29講座を開
設し、延べ228人の参加がありました。人材
バンク登録者の活動の機会を提供しまし
た。

a 達成

　成人式については、引き続き参加者の
主体性を重視し、実行委員を中心として
企画・準備を行います。
　“学びま専科”1日講座については、
受講者からのアンケート結果を講師に
フィードバックすることで、講師のスキ
ルアップに努めます。

1,611 1,039

生きがい
づくりと
社会参加
推進事業

　生涯学習イベントガイドブッ
クや生涯学習団体情報誌による
情報提供を行う。また、市民の
文化活動等の社会教育活動への
参加促進と団体支援のため、市
内で活動する社会教育関係団体
に補助金を交付する。

社会教育課

　各種情報誌の発行をし、生涯学習団体の
活動や行事の掲載をしました。
　各社会教育関係団体に対して、補助金を
交付しました。

a 達成

　引き続き、各種情報誌の発行をし、生
涯学習情報の提供を行っていきます。
　また、団体支援についても継続して実
施を行っていきます。

909 835

高齢者の
生きがい
支援事業

　高齢者の健康の増進、教養の
向上、話し合いやレクリエー
ションの場を提供するための施
設の管理運営や、老人クラブ連
合会への補助金の交付、寿大学
の開催等を行う。高齢者に敬老
の意を表するとともに、地域で
の高齢者見守りの視点から、民
生委員による敬老祝品贈呈事業
を行う。また、高齢者施策の充
実と適正な事業の推進を図るた
め、高齢者福祉計画・介護保険
事業計画を策定し進行管理を行
う。

長寿支援課

　老人福祉センターについて、指定管理者
と連携・協力し、高齢者の健康の保持増進
や交流が図れるようなサービス提供をしま
した。
　老人クラブは、グラウンドゴルフ大会や
寿大学の開催等の活動を支援しました。
　民生委員による敬老祝品贈呈事業を実施
し、高齢者の見守り、声掛けをしました。
　高齢者福祉計画等策定委員会を開催し、
現行の高齢者福祉計画・介護保険事業計画
の進行管理を行いました。

a 達成

　老人福祉センターは、指定管理者と連
携・協力し、高齢者の健康の保持増進や
交流が図れるようなサービス提供をしま
す。
　老人クラブの活動について、事務局と
して支援を行います。
　敬老祝品贈呈事業については、次年度
以降も継続して実施します。
　高齢者福祉計画・介護保険事業計画
は、計画の進行管理および次期計画の策
定を行います。

49,717 48,111

基本政策３

主要事業
№

ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ
（評価）第５次総合振興計画 ＤＯ

（R6年度中に実施したこと）

R6年度
決算額
（千円）

88
（再掲）

134

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R6年度
当初予算額
（千円）

133
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策１．生涯学習を通した生きる力の育成

施策（２）学習環境の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

図書館シ
ステムの
最適化及
び学校図
書館資源
共有化推
進事業

　情報化社会に適応した図書館
情報システムを活用し、業務効
率の向上、情報提供機能の充
実、利便性の向上を図る。ま
た、学校図書館との連携を推進
し、子どもの読書活動支援と読
書環境の充実を図る。

社会教育課

　令和5、6年度にかけて行っている小学校
団体貸し出し巡回サービスにおいて、令和6
年度分の巡回が終了しました。小学校に貸
し出した巡回図書を回収し、令和7年度の巡
回に向けて点検、修理を行いました。

a 達成

　1小学校につき100冊の図書を2か月に1
度巡回し、学校と密に連携を取ること
で、子どもの読書活動支援と読書環境の
充実を図っていきます。
　引き続き、図書館情報システムを活用
しサービスの向上を目指していきます。

19,074 19,073

図書館機
能・サー
ビスの充
実

　蓮田市図書館サービスビジョ
ンに基づき、あらゆる世代や図
書館利用に困難があるかたに対
応した情報提供の機能や学習機
会の提供を行い、サービスのさ
らなる充実を図る。

社会教育課

　利用者の多様なニーズに対応するため、
令和6年度は4,936点の資料を購入しまし
た。
　また、蓮田市図書館の開館時間延長を令
和5年10月から引き続き実施しました。
　作家の追悼企画、芥川賞・直木賞の展
示、本屋大賞候補者の展示など、随時企画
展示の入れ替えを行いました。

a 達成
　引き続き、利用者が利用しやすい環境
を整えていきます。

44,571 42,869

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画 R6年度
決算額
（千円）

136

135

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R6年度

当初予算額
（千円）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策２．地域に根差した文化の継承と活用

施策（１）芸術・文化活動の振興

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

総合文化
会館運営
事業

　子どもから大人まで音楽・演
劇・各種講演会などに利用でき
る文化拠点の中核施設となる総
合文化会館で文化活動の支援を
行う。

文化スポー
ツ課

　ハストピアの自主事業として、ピアノコ
ンサートをはじめ、和太鼓、吹奏楽部や合
唱公演、ダンス公演、落語など様々なジャ
ンルの公演を開催しました。

a 達成

　引き続きハストピアでの自主事業を総
合文化会館運営協議会等に意見をいただ
きながら企画検討、実施して文化活動の
支援を行います。
　また、今後の運営主体については引き
続き調査研究を行います。

35,570 33,052

ハストピ
アサポー
ターズ事
業

　総合文化会館が行う事業を市
民組織であるハストピアサポー
ターズと協働で推進するととと
もに、人材の育成・支援等を行
う。

文化スポー
ツ課

　自主事業での運営サポート、サポーター
ズ企画運営によるハストピアフェスティバ
ルを開催しました。
　サポーターズ活動について、内部での意
思統一が図られ、自主性も生まれてきまし
た。

a 達成

　引き続きハストピアサポーターズとの
協働による事業運営を行います。新たな
2年の活動期間でサポーターズ募集を行
い、会議等で意見を伺いながら新体制で
活動を行います。
　また、人材育成のため研修等を実施し
ていきます。

1,200 1,112

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

138

137

R6年度
当初予算額
（千円）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策２．地域に根差した文化の継承と活用

施策（２）歴史・文化の保全と活用

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

学校教育課

　蓮田市の文化財について周知しました。
小学6年生等の文化財展示館見学を実施でき
ました。
　能楽親子体験教室の周知及び実施を行い
ました。
　社会科副読本の評価資料の検討・編集作
業を行いました。

a 達成

　引き続き、各学校に展示館見学や出張
講座について周知していきます。
　引き続き、能楽親子体験教室の周知及
び実施を行います。
　社会科副読本や白地図、ルートマップ
などを検討していきます。

0 0

社会教育課

　文化財展示館では6月から「新採用学芸員
展示」、8月から「掛けて拝する」、2月か
ら「会計年度任用職員展示　譲る・伝え
る・つなぐ文化財展示館の仕事～蓮田市の
過去・現在、そして未来へ～」と題し企画
展示を実施しました。
　学校歴史講座は、文化財展示館と黒浜貝
塚にて6校を開催しました。
　市民ボランティア学芸員養成講座を2回実
施しました。

a 達成

　引き続き文化財の啓発を行います。
　文化財保存活用地域計画の策定にあ
たっては、研修等に参加・研究しながら
構成案等を審議会で諮っていきます。

13,748 14,933

国指定史
跡黒浜貝
塚整備・
活用事業

　縄文時代前期中頃の標式遺跡
として貴重な国指定史跡黒浜貝
塚を、市民憩いの広場、生涯学
習の場として整備し、活用を図
る。

社会教育課

　史跡黒浜貝塚について、生涯学習の場や
イベント、市民の憩いの場として提供でき
るよう、除草や樹木剪定、清掃等による維
持管理を行いました。

a 達成

　イベント等での活用も可能であること
を広く周知を図ります。
　また、展示館内ガイダンスシステムと
史跡内AR・VRアプリケーションを活用
し、引き続き史跡黒浜貝塚の啓発に努め
ます。

9,949 13,785

市内貝塚
群国指定
史跡化推
進事業

　関山貝塚、綾瀬貝塚等も含め
た市内貝塚群について調査し、
シティセールスの資源として活
用を目指す。

社会教育課
　黒浜貝塚群を含む市内貝塚において、試
掘調査や発掘調査を実施し、遺跡の保存状
況を確認しました。

b 一部達成
　市内貝塚では住宅等の建設が進んでい
るため、引き続き調査を行い、保存状況
を把握していきます。

0 0

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画

文化財啓
発事業

　文化財展示館において企画展
示等を展開し、市内に数多く残
る文化財全般を広く市民に啓発
する。また、学校歴史講座を市
内の学校で開催し、郷土を学
び、文化財を次世代に受け継ぐ
事業を展開する。未指定文化財
を含めた文化財の保存・活用を
図るため、文化財保存活用地域
計画を策定する。

141

140

139

R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R6年度

当初予算額
（千円）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策２．地域に根差した文化の継承と活用

施策（２）歴史・文化の保全と活用

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画 R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R6年度

当初予算額
（千円）

埋蔵文化
財保存事
業

　文化財保護法、埼玉県文化財
保護条例、蓮田市文化財保護条
例に則り、試掘調査を実施す
る。遺構などが確認された場合
には発掘調査を実施し、記録保
存を行い文化財を保護する。ま
た、発掘調査の見学機会を多く
創出することにより、蓮田市の
文化財を広く啓発する。

社会教育課

　市内遺跡において、開発の際の試掘調査
及び発掘調査を実施し、埋蔵文化財の所在
の有無を確認するとともに、調査、記録、
保管を行いました。また、高虫西部地区土
地区画整理事業に係る試掘・発掘調査を行
いました。

a 達成

　引き続き試掘調査等を実施し、市内の
遺跡の保存状況を把握します。遺構が確
認され、保存が困難な場合には発掘調査
を実施します。発掘調査の成果に関して
は報告書を刊行し、公開に努めます。

17,992 17,379

市指定文
化財保存
修復事業

　指定後劣化している指定文化
財に対して保存処置、デジタル
復元、解説板設置を行う。本事
業は令和3年度で終了した。

社会教育課 事業完了143

142
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策３．国際交流・多文化共生

施策（１）地域交流・多文化交流の促進

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

自治振興課
　外国人のための日本語教室への支援を行
いました。ワンナイトステイ事業は、6家庭
が受け入れを行いました。

a 達成

　日本語教室への支援を継続し、ワンナ
イトステイ事業の斡旋については、引き
続き斡旋を行うことで、多文化共生を推
進します。
　令和7年度より、特定技能基準省令の
一部を改正する省令の施行に伴い特定技
能外国人が活動する事業所からの​協力確
認書の受付を行います。協力確認書を提
出した事業所へは、必要に応じて共生施
策に関する協力を依頼することが可能と
なっています。

4 25

学校教育課
　国際親善について、現地校の先生や、担
当者と話をし、再開方法について検討をし
ました。

b 一部達成
　国際交流の場として、現地校と交流が
再開できるように具体的に検討します。

0 0

外国語指
導助手招
致事業

　市内全中学校に各1名の外国語
指導助手(ALT)を配置し、中学校
英語教育、小学校外国語活動、
国際理解教育の推進を図る。ま
た、小学校高学年で英語が正式
教科となり、英語教育を小・中
学校で系統的に行えるように検
討する。

学校教育課

　次年度、夏に3名が任期満了のため帰国す
る予定です。
　オンライン上でのミーティング等にて、
授業の進捗や学力向上プリント等について
情報共有を行いました。

a 達成

　帰国するALT3名及び来日予定のALT3名
の事務手続きを遺漏なく行い、引き続
き、各学校にALTを円滑に配置できるよ
うにします。
　夏季休業中の英語弁論大会に係るALT
のサポートについて、各校に勤務を平等
に割り振ります。

18,282 16,409

外国語指
導助手小
学校配置
推進事業

　全ての小学校に外国語指導助
手(ALT)を常置して、小学校にお
ける英語教育及び外国語活動の
充実を図る。

学校教育課
　ALTを小学校の外国語活動及び外国語の授
業で積極的に活用しました。

a 達成
　外国語サポーターとALT、JTEがより効
果的に連携を図れるような授業の進め方
について研究していきます。

9,141 8,205
60

（再掲）

144
国際交流
推進事業

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

59
（再掲）

　外国人のための日本語教室、
国際文化交流会の活動支援やワ
ンナイトステイ事業等への協力
を行う。

R6年度
当初予算額
（千円）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策３．国際交流・多文化共生

施策（１）地域交流・多文化交流の促進

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R6年度
当初予算額
（千円）

小・中学
校英語教
育推進事
業

　市内小学校に英語教育(外国語
活動)サポーターを配置し、外国
語指導助手(ALT)とともに小学校
外国語活動を推進し、将来、国
際的視野に立って活躍できる児
童の育成を図る。

学校教育課

　市内小学校で5名の外国語サポーターが週
1～2回活動しており、児童の外国語の授業
のサポートや、教職員とALTのコミュニケー
ションのサポートをして学校教育の充実化
を推進しています。

a 達成
　外国語サポーターをもう1名増員する
ために、市の広報等を活用して積極的に
募集します。

1,480 1,084

中学校国
際親善訪
問団派遣
事業

　国際社会に対応するため、異
文化に触れることにより国際的
視野、国際感覚を持った人材を
育成する。また、生徒の語学へ
の意欲と興味・関心を高める。

学校教育課

　国際親善について、現地校の先生と引き
続き連絡を取り合っています。
　現地の関係者と連絡を取り、再開に向け
て話し合うことができました。

b 一部達成
　引き続き、現地の関係者と連絡を取
り、再開に向けて具体的に検討を進めま
す。

0 0

61
（再掲）

62
（再掲）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策４．スポーツ・レクリエーションの振興

施策（１）スポーツ・レクリエーション活動の促進

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

スポーツ
団体育
成・支援
事業

　スポーツ振興の中心的な担い
手、受け皿となっているスポー
ツ団体の育成及び支援を行う。

文化スポー
ツ課

　スポーツ振興の中心的な担い手、受け皿
となっているスポーツ団体に補助金を交付
し、団体の支援を行いました。また、ス
ポーツ活動における全国大会等への出場者
に対し、奨励金を交付しました。

a 達成

　引き続きスポーツ団体への補助を行
い、支援を継続していきます。また、全
国大会等の奨励金制度について周知する
よう努めます。

2,286 2,286

スポー
ツ・レク
リエー
ション普
及事業

　スポーツ推進委員・スポーツ
協会・スポーツ少年団・レクリ
エーション協会等によるスポー
ツ振興を支援する。また、各種
団体で構成される実行委員会が
実施するはすだスポーツフェス
タ及び市主催のスポーツ観戦事
業、スポーツ教室などを通じ、
市民スポーツ参加の機会をつく
る。

文化スポー
ツ課

　スポーツ推進委員連絡協議会による「さ
いかつぼーる体験教室」、「ZUMBA教室」や
「ハイキング教室」等の事業を計16回実施
しました。また、レクリエーション協会に
よるレクリエーション大会を行うなどス
ポーツイベントを実施しました。
　市主催事業及び蓮田スポーツフェスタ
は、パルシー改修工事につき、開催中止と
なっています。

a 達成
　引き続き、スポーツ・レクリエーショ
ンの普及事業を推進していきます。

1,637 1,228

スポー
ツ・レク
リエー
ション指
導者の育
成

　スポーツ振興を推進するた
め、スポーツ推進委員をはじめ
とする指導者等の育成を図る。

文化スポー
ツ課

　スポーツ推進委員やスポーツ少年団の指
導者に対し講習会などを実施しました。

a 達成

　引き続き、スポーツ・レクリエーショ
ン指導者等の育成のための研修につい
て、研究・実施していきます。また、中
学校部活動の地域展開に伴う指導者育成
について研究します。

510 411

中学校部
活動推進
事業

　生徒の体力の向上及び心の健
全育成を目指し、市内全5校に部
活動外部指導者を配置し、質の
高い専門的な技術指導により、
部活動の活性化を図る。

学校教育課
　4人の部活動指導員を配置し、質の高い専
門的な指導を行うことにより、部活動が活
性化し、生徒が心身ともに成長しました。

a 達成

　生徒がさらに専門的な指導を受けられ
るよう、また、教職員の負担軽減の一助
となるよう、指導員の確保を行っていき
ます。

480 480
58

（再掲）

147

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R6年度
決算額
（千円）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画

146

145

ＰＬＡＮ
R6年度

当初予算額
（千円）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策４．スポーツ・レクリエーションの振興

施策（２）スポーツ施設整備の促進

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

みどり環境
課

　暫定バス転回場の供用開始に向け整備工
事を完了しました。バス路線の早期延伸の
ため、関係各課と共に検討を行いました。

a 達成

　公園内遊具等の安全点検を行い、事故
や利用者の怪我等がないよう、引き続き
努めます。また、点検の結果、危険と判
断された施設につきましては、使用禁止
や施設の撤去等の対応をします。

5,000 4,218

文化スポー
ツ課

　令和6～7年度継続費による蓮田市総合市
民体育館大規模改修及びサブアリーナ増築
工事（建築工事、電気設備工事、機械設備
工事）を発注しました。

a 達成
　引き続き、蓮田市総合市民体育館大規
模改修及びサブアリーナ増築工事につい
て工事を進めます。

1,109,705 795,820

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画
R6年度

当初予算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

148
スポーツ
施設整備
事業

　黒浜公園周辺や総合市民体育
館周辺の再整備をはじめ、屋内
及び屋外体育施設の新設・整備
に向けて調査検討を行い、生涯
スポーツ環境の整備推進を図
る。蓮田市総合市民体育館大規
模改修及びサブアリーナ建設基
本計画に基づき、総合市民体育
館の大規模改修とサブアリーナ
増築事業について推進する。

R6年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策５．人権教育・啓発の推進

施策（１）人権意識の高揚

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

庶務課

　蓮田市人権施策推進指針及び蓮田市人権
施策実施計画に基づき、「教職員合同現地
研修会（7月）」、「職員人権問題研修会
（1月）」などの事業を実施し人権啓発に取
り組みました。

a 達成

　人権尊重社会を構築するため、埼玉県
や近隣自治体と連携協力しながら、引き
続き、様々な研修会等を企画実施して人
権啓発を行っていきます。

1,887 948

社会教育課

　広報はすだ6・8・12・3月号に「人権それ
は愛」の掲載を行いました。
　埼葛10市町共同で、各取組を実施しまし
た。
　蓮田市人権問題講演会について、講師は
日本ケアラー連盟代表理事の堀越栄子氏、
演題は「ヤングケアラー当事者の人生から
考える支援のあり方」として実施しまし
た。

a 達成

　人権教育推進のため、各種差別解消法
の意義を踏まえた上で、引き続き各種研
修会や講演会等を開催、その他あらゆる
機会に人権啓発活動を展開しながら、時
代や世相に適した活動を行っていきま
す。

1,356 1,194

庶務課
　蓮田市いじめ問題調査委員会は開催しま
せんでした。

a 達成

　必要に応じて、いじめ問題調査委員会
を開催し、教育委員会等関係機関と連携
しながら再発防止策等の取り組みを行っ
ていきます。

69 0

学校教育課

　月例いじめ報告により、各学校のいじめ
の状況を把握しました。
　いじめの早期発見と解消に向けて、県の
取組等を各学校へ周知しました。
　いじめ問題対策連絡協議会は11月28日に
実施しました。
　重大事態に対応するためのいじめ問題専
門委員会を開催し、対応にあたりました。

a 達成

　いじめの積極的な認知と解消に向けて
の取組について、各学校に指導していき
ます。
　いじめ問題対策連絡協議会の開催に向
けて、関係各課と調整を進めます。

2,021 1,870

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） R6年度

決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

150
いじめ防
止対策推
進事業

　児童・生徒に寄り添う教育相
談体制を構築し、心の教育の効
果的な推進と児童・生徒の望ま
しい成長、自己実現への支援を
行う。また、蓮田市いじめ防止
基本方針に基づき、必要な組織
を設置し、関係機関との連携強
化や実効的ないじめ防止対策を
総合的に推進する。

149
人権教
育・啓発
推進事業

　人権について、市民が正しい
理解と認識を深めるため、各種
研修会、講演会等を開催し、人
権啓発活動を展開する。埼葛12
市町と連携協議し、市民の人権
意識への高揚を図り、あらゆる
機会をとらえて人権問題の解決
につなげる。また、各種研修会
の開催、関係冊子の作成や広報
への関係記事の掲載、啓発品の
配布等を継続して行う。

R6年度
当初予算額
（千円）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策６．平和行政の推進

施策（１）平和意識の高揚

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

平和行政
推進事業

　戦争の悲惨さと平和の大切さ
を市民一人ひとりが再認識する
機会を創出するために、標語書
道展や映画会等の平和を意識し
た事業を実施する。子どもから
大人まで幅広く平和の大切さに
ついて改めて関心を持つことに
より、平和を願う意識を高め
る。

庶務課

　12月14日（土）に「平和の映画会」を開
催し、チャップリンがユダヤ人虐待などを
行ったアドルフ・ヒトラーの独裁政治を批
判した作品「独裁者」を上映しました。当
日は170名の方に鑑賞いただきました。
　「平和の標語書道展」では、市内小学4～
6年生を中心に1,361名の応募があり、優秀
賞15点、佳作20点を選定しました。これら
の作品は、8月1日から9月30日までの間、市
役所市民ホール等で展示するとともに、優
秀賞受賞者を対象に表彰式を実施しまし
た。
　さらに、1年を通して、蓮田駅東口、西口
両駅前交通広場の広告塔に「子へ孫へたし
かな平和ひきつごう」と記した懸垂幕を設
置し、市民の平和意識の高揚を図りまし
た。

a 達成

　平和都市宣言に基づいて、平和の尊さ
を再認識するための施策として、引き続
き、各種事業を継続的に実施していきま
す。

721 563

R6年度
決算額
（千円）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画

151

ＰＬＡＮ
R6年度

当初予算額
（千円）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策７．男女共同参画の推進

施策（１）男女共同参画の促進

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

男女共同
参画への
意識づく
り

　男女共同参画社会づくりを推
進する意識啓発事業として、蓮
田市男女共生情報誌ぱすてるの
発行や男女共同参画セミナー等
を開催する。はすだ男女共生プ
ラン2025の進行管理等を計画的
に実施し、蓮田市男女共同参画
行政推進会議を効果的に運営す
る。また、社会情勢等の変化に
対応した男女共同参画施策を推
進するため、現計画を見直し、
令和8年度から令和17年度までを
計画期間とするはすだ男女共生
プラン2035を策定する。

庶務課

　「はすだ男女共生プラン2025」の令和5年
度実施分について進行管理を行いました。
　総合文化会館ハストピア多目的ルームに
おいて、男女共同参画セミナーを開催し、
59名の方に受講いただきました。
　講師に、埼玉純真短期大学客員教授の永
山友美子さんをお招きし、講演に合わせて
アイリッシュハープの演奏を披露していた
だきました。参加者からは、大変好評をい
ただき、男女共同参画社会づくりについて
の理解を深めていただきました。

a 達成

　「はすだ男女共生プラン2025」に基づ
き、各課で所管された事業が具体的に実
施されるよう進行管理を行うとともに、
現計画を見直し、新たなプランを作成し
ます。

40 30

庶務課

　「はすだ男女共生プラン2025」の令和5年
度実施分の進行管理を行いました。
　11月9日（土）に男女共同参画セミナーを
開催し、定員を超える59名の参加がありま
した。

a 達成

　「はすだ男女共生プラン2025」に基づ
き、各課で所管している事業が具体的に
実施できるよう進行管理を行っていきま
す。

0 0

産業振興課

　12月17日に、埼玉県及び県内他市との共
催により、女性対象の在宅ワーカー育成セ
ミナーを開催しました。（オンライン）
　国・県などで行われるセミナーの開催案
内、制度に関する情報を健康福祉部、生涯
学習部の関係各課へ提供しました。

a 達成

　引き続き国・県などで行われるセミ
ナーの開催案内、制度に関する情報提供
などを行っていきます。
　関係各課と共同で、男女共同参画を
テーマとしたセミナーの実施について検
討していきます。

0 0

子ども支援
課

　両親学級は、1コース3日間で年4コース実
施し参加者114名、うち53名が男性でした。
プレママパパ相談は32回実施し参加者は62
名、うち30名が男性でした。

a 達成

　両親学級を土曜日に開催し、男性が参
加しやすい体制の推進を図ります。ま
た、父親の役割等の講話や沐浴実習を実
施し、男性の子育て参加の促進を図りま
す。プレママパパ相談も継続して実施
し、男性の子育て参加の促進を図りま
す。

60 60

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

4
（再掲）

ワーク・
ライフ・
バランス
の推進事
業

　仕事と子育ての両立ができる
働きやすい環境づくりの推進の
ため、母子健康手帳交付時等に
おいて支援制度の周知に努める
ほか、両親学級やプレママパパ
相談において父親の役割等の講
話を実施するなど男性の子育て
参加の促進を図る。

152

R6年度
当初予算額
（千円）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策７．男女共同参画の推進

施策（２）相談体制等の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

庶務課
　被害者からのDV相談等について、福祉
課、子ども支援課など関係各課と連携しな
がら、適切な対応を行いました。

a 達成

　埼玉県が主催する研修会等に参加し、
DV担当職員の対応能力向上を図るととも
に、必要に応じて蓮田市庁内DV対策連絡
会議を開催し、関係各課と連携しながら
適切な対応を行います。

0 0

子ども支援
課

　相談窓口における啓発を行いました。
　また、関係各課及び関係機関と連携を取
りながら対応しました。

a 達成

　関係各課及び関係機関と連携を取りな
がら、男女間におけるあらゆる暴力の根
絶を図るための意識啓発に努めていきま
す。

0 0

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画 R6年度
決算額
（千円）

153

男女間の
あらゆる
暴力のな
い社会づ
くり

　男女間のあらゆる暴力等を根
絶するために、関係機関と連携
し、情報提供や相談窓口の充実
を図る。また、被害者等への支
援を行うため、蓮田市庁内DV対
策連絡会議を開催し、関係各課
と対応を協議する。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
当初予算額
（千円）
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策１．産業の創出支援

施策（１）企業立地促進

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

産業振興課

　産業団地整備課（現:都市計画課）や建築
指導課と連携し、進出をしようとしている
企業の情報共有に努めました。
　県・市町村企業誘致連絡会議幹事会及び
埼玉県基本計画市町村連絡協議会に出席
し、県と市町村との連携事例等の企業誘致
に関する情報収集を行いました。

a 達成

　引き続き関係部署と連携し企業誘致に
関する情報の共有を行っていきます。ま
た、県が主催する会議等に出席し、情報
収集に努めます。

0 0

都市計画課

　高虫西部地区で進める産業団地整備にお
いては、都市計画の変更手続を進め、5月17
日に県決定の都市計画（整・開・保、区域
区分）と市決定の都市計画（用途地域、防
火・準防火地域、地区計画、土地区画整理
事業）の変更告示を行いました。
　合わせて土地区画整理組合設立の認可を
受け、土地区画整理組合による産業団地整
備が開始されました。
　また、その他の産業基盤整備について
は、根金井沼地区において、区域指定制度
の活用に係る企業からの立地相談に対応し
ました。

a 達成

　高虫西部地区については、引き続き土
地区画整理組合への技術的援助を行いな
がら、産業団地整備を進めていきます。
　その他の地域における産業基盤整備に
ついて、根金井沼地区において区域指定
制度の活用に基づく企業立地を継続して
進めていきます。

14,166 48

建築指導課

　高虫西部地区については、市街化編入に
合わせ、良好な企業立地を誘導するため、
地区計画条例を議会に上程し、可決を得ま
した。根金地区については、新たに3地区、
3.55haを区域しました。

a 達成

　根金地区については、都市計画法第34
条第12号の区域指定制度を活用し、引き
続き企業立地を推進していきます。ま
た、次期総合振興計画に向けて、新たな
土地利用の検討に際し、法解釈等の助言
を行います。

0 0

基本政策４

主要事業
№

154
産業基盤
整備事業

　高虫西部地区に産業団地を整
備するため、国・県等の関係機
関との協議を進め、市街化区域
への編入及び用途地域、防火・
準防火地域、地区計画等の都市
計画決定手続を行い、土地区画
整理事業(組合施行)に係る認可
を取得し、事業を推進する。上
記地域以外における企業の誘致
を図るため、新たな産業団地の
整備について、関係機関等と調
整を図りながら取り組む。

R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
第５次総合振興計画 ＤＯ

（R6年度中に実施したこと）

R6年度
当初予算額
（千円）
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策１．産業の創出支援

施策（２）創業支援

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

創業支援
事業

　創業支援等事業計画に基づ
き、商工会や埼玉県産業振興公
社等と連携し、創業希望者に対
し、創業に必要な支援を行う。
また、潜在的創業希望者を掘り
起こすため、創業に対する機運
醸成を図る。

産業振興課

　蓮田市起業家支援事業補助金の申請に対
し、6件補助しました。
　10月から11月にかけて、商工会が近隣の
市町と共同で創業塾を開催しました。
　3月4日に蓮田市商工会、埼玉県産業振興
公社と共催で、女性のための起業入門セミ
ナーを蓮田駅西口行政センターで開催しま
した。

a 達成

　蓮田市起業家支援事業補助金を活用
し、創業支援を行っていきます。
　引き続き商工会が実施する創業塾を支
援していきます。
　埼玉県産業振興公社と共催にて創業セ
ミナーを継続して実施していきます。

1,525 1,525

基本政策４

主要事業
№

第５次総合振興計画 R6年度
決算額
（千円）

155

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R6年度

当初予算額
（千円）
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策２．産業育成・支援

施策（１）産業振興・経営基盤の強化

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

中心市街
地の活性
化推進事
業

　関係団体が行う、地域に密着
したイベント等において、蓮田
駅周辺の賑わいを創出し、中心
市街地の活性化を推進する。

産業振興課

　はすだ市民まつり実行委員会に対し、補
助金を交付しました。
　さくらまつり実行委員会に対し、補助金
を交付しました。

a 達成

　引き続き関係団体と連携したイベント
などを実施していきます。また、関係団
体が実施する事業に対し補助金の交付、
運営の支援を行っていきます。

3,500 3,500

商工会と
の連携支
援事業

　商工会法の定めるところによ
り設立された蓮田市商工会に対
し補助金を交付するとともに、
連携して事業を実施することに
より商工業の総合的な発展を図
る。

産業振興課
　商工会に対し補助金を交付しました。ま
た、商工会が実施した様々な事業に対し支
援を行いました。

a 達成
　引き続き、様々な面で商工会と連携
し、市内の商工業の振興に努めていきま
す。

27,000 27,000

商業団体
活性化推
進事業

　うたやの森フェスティバルを
はじめ、商店会や商業団体等が
自主的に取り組む事業に対し補
助金を交付し、商業団体の活性
化、まちの活力やイメージアッ
プを図る。出会いの場を提供す
るイベント等については、関係
団体と連携し、地域の資源を活
用しながら事業を実施し、蓮田
に興味を持ち、愛着を感じる人
を増やす。

産業振興課

　うたやの森フェスティバル実行委員会に
対し、補助金を交付しました。
　3つの商店会（閏戸・東口・椿山）に対
し、街路灯電気料補助金を交付しました。
商工会が実施した「はすだ街バル」（10月1
日から21日まで）、「店舗ロゴ屋外等プロ
ジェクター導入事業」（10月1日から1月31
日まで）に対し、補助金を交付しました。
また、広報誌、ホームページで周知を行い
ました。

a 達成
　引き続き、補助金の交付をするととも
に、まちの活力やイメージアップに向け
た取り組みを支援していきます。

1,183 1,147

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

157

156

158

ＰＬＡＮ
R6年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

基本政策４

主要事業
№

第５次総合振興計画
R6年度

当初予算額
（千円）

-95-



地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策２．産業育成・支援

施策（１）産業振興・経営基盤の強化

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ
R6年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

基本政策４

主要事業
№

第５次総合振興計画
R6年度

当初予算額
（千円）

サービス
エリア活
用事業

　サービスエリア内において、
農商工連携により市の特産品等
を販売し、サービスエリア利用
者に市の特産品を広く周知して
産業の振興を図る。市民にサー
ビスエリアを利用してもらうこ
とにより、地域の活性化を図
る。

産業振興課

　蓮田市農商工連携協議会の農産物部会を
通じて、サービスエリア内の青果店に、市
内農業者の農産物を納入できる体制を継続
しました。
　日の丸サンズ（株）にて制作したはすぴ
いグッズをはすだ観光協会が取り寄せ、商
工課(現:産業振興課)窓口をはじめ、各イベ
ントにて販売しました。
　9月15、16日にサービスエリア内で市内外
11チームによるハスダンスイベントをおこ
ないました。

a 達成

　株式会社ネクスコ東日本エリアトラク
トとの包括協定を活用し、特産品フェア
などのイベントを開催することで、高速
道路利用者や市民の方々に市内農産物の
PRを行い、知名度向上と需要拡大を図り
ます。
　蓮田に来てもらうための動機付けとな
るよう、ウォーキングイベント等で立ち
寄りスポットとする等の活用を図ってい
きます。
　今後もイベント等の開催方法について
ネクセリア東日本と模索していきます。

0 0159
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策２．産業育成・支援

施策（２）就労支援

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

産業振興課

　ハローワーク、埼玉県、関係機関と連携
し、就労支援に関する情報を市役所専用
コーナーに掲示するとともに、商工課(現:
産業振興課)窓口においてハローワークの求
人情報を検索できるハローワークオンライ
ン提供を行いました。
　11月16日に埼玉県、久喜市及び加須市と
共催で、働けない子どもを持つ親・家族向
けのセミナーを開催しました。（久喜市中
央コミュニティセンター）
　8月8日に埼玉県及び鶴ヶ島市と共催で、
女性向けの就職支援セミナーを開催しまし
た。（オンライン）
　2月5日に埼玉県及び杉戸町と共催で、女
性向けの就職支援セミナーを開催しまし
た。（オンライン）

a 達成

　引き続き、ハローワーク、埼玉県、関
係機関と連携し、就労支援に関する情報
を市役所専用コーナーに掲示するととも
に、産業振興課窓口においてハローワー
クオンライン提供を行います。
　埼玉県と共催で就労支援セミナーの実
施を計画していきます。

283 268

障がい者支
援課

　蓮田市社会福祉協議会に障がい者就労支
援センター事業の業務委託を行うととも
に、就労移行支援などの障がい福祉サービ
スを活用し、必要な支援等を行いました。
福祉課前パンフレットスタンドや窓口に、
事業所のパンフレットを置き、事業所情報
の提供に努めました。

※障がい者就労支援センター事業の業務委
託費にかかる令和6年度当初予算額及び決算
額についてはNo.85で記載済。

a 達成

　引き続き、障がい者就労支援センター
事業について業務委託を行うとともに、
障害福祉サービスの支給決定を適切に行
いながら、細やかな支援を行っていきま
す。
　また、市内の就労移行支援事業所とも
連携しながら、就労支援の更なる充実を
図ります。
　令和7年度は埼葛北地区地域自立支援
協議会の就労支援部会の幹事市として、
圏域における障がい者の就労支援の推進
のための部会運営に努めます。

0 0

R6年度
当初予算額
（千円）

R6年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

基本政策４

主要事業
№

第５次総合振興計画

　ハローワーク、県、関係機関
と連携し、就労支援に関する情
報を市役所に掲示するとともに
商工課(現:産業振興課)窓口にお
いてハローワークオンライン提
供を運営する。また、県と共催
で就労支援セミナーを開催す
る。高齢者世代に対しては、蓮
田市シルバー人材センターが実
施する事業等に対して、補助金
を交付する。子育て世代に対し
ては、教育訓練講座を受講した
母子家庭の母または父子家庭の
父に対し、教育訓練給付金を支
給する。また、看護師等の養成
機関に就業した母子家庭の母ま
たは父子家庭の父に対し、高等
職業訓練促進給付金を支給する
ほか、高等学校卒業程度認定試
験に合格するための支援を行
う。

あらゆる
世代の就
業支援事
業

160
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策２．産業育成・支援

施策（２）就労支援

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

R6年度
当初予算額
（千円）

R6年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

基本政策４

主要事業
№

第５次総合振興計画

長寿支援課

　シルバー人材センターの高齢者の就業機
会の拡大を図る事業等に補助金を交付する
とともに、更なる連携を図るため、年3回の
意見交換会及び関係各課との情報交換会を
実施しました。
　シルバー人材センターでは、会員が講師
として市民向けのフレイル予防体操講座を
実施しました。会員の居場所づくりとして
「ほっとスペース」を開催したり、月1回の
入会説明会に加え、女性入会説明会を開催
したりするなど、新規会員の増強を図りま
した。

a 達成

　シルバー人材センターでは、高齢者の
就業支援となる事業等の側面的な支援を
行います。
　また、定期的な意見交換会、年1回の
関係各課との情報交換会を開催し、連携
を強化します。

0 0

子ども支援
課

　窓口や広報紙、ホームページ等で制度の
周知に努めました。
　教育訓練給付金については、新規対象
者、高等職業訓練促進給付金については、
継続者に給付しました。

a 達成

　引き続き、窓口や広報紙、ホ－ムペー
ジ等で制度の周知に努めるとともに、教
育訓練給付金及び高等職業訓練促進給付
金、高等学校卒業程度認定試験合格支援
事業とも、対象者への支援を滞りなく実
施します。

4,946 875

創業支援
事業

　創業支援等事業計画に基づ
き、商工会や埼玉県産業振興公
社等と連携し、創業希望者に対
し、創業に必要な支援を行う。
また、潜在的創業希望者を掘り
起こすため、創業に対する機運
醸成を図る。

産業振興課

　蓮田市起業家支援事業補助金の申請に対
し、6件補助しました。
　10月から11月にかけて、商工会が近隣の
市町と共同で創業塾を開催しました。
　3月4日に蓮田市商工会、埼玉県産業振興
公社と共催で、女性のための起業入門セミ
ナーを蓮田駅西口行政センターで開催しま
した。

a 達成

　蓮田市起業家支援事業補助金を活用
し、創業支援を行っていきます。
　引き続き商工会が実施する創業塾を支
援していきます。
　埼玉県産業振興公社と共催にて創業セ
ミナーを継続して実施していきます。

1,525 1,525
155

（再掲）

160

あらゆる
世代の就
業支援事
業

　ハローワーク、県、関係機関
と連携し、就労支援に関する情
報を市役所に掲示するとともに
商工課(現:産業振興課)窓口にお
いてハローワークオンライン提
供を運営する。また、県と共催
で就労支援セミナーを開催す
る。高齢者世代に対しては、蓮
田市シルバー人材センターが実
施する事業等に対して、補助金
を交付する。子育て世代に対し
ては、教育訓練講座を受講した
母子家庭の母または父子家庭の
父に対し、教育訓練給付金を支
給する。また、看護師等の養成
機関に就業した母子家庭の母ま
たは父子家庭の父に対し、高等
職業訓練促進給付金を支給する
ほか、高等学校卒業程度認定試
験に合格するための支援を行
う。
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策２．産業育成・支援

施策（３）地域資源の活用

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

広報広聴課

　蓮田ブランドの認知度を高めるために、
広報紙や公式ホームページ、SNS等で市の魅
力を広く情報発信しました。公式YouTube
チャンネルでは、市内のイベントの様子や
公共施設の紹介などを行いました。

b 一部達成
　産業振興課と連携して蓮田ブランド
等、産業振興や市の魅力をPRしていきま
す。

0 0

産業振興課

　蓮田ブランド推進協議会を開催（3回）
し、蓮田ブランドの発掘・活用について協
議してきました。
　蓮田ブランドキャッチコピー「とかいな
か№1」懸垂幕を、蓮田駅東口及び西口、市
役所正面玄関前に掲げ周知を図りました。

a 達成

　蓮田ブランド推進協議会を開催し、蓮
田ブランドの発掘・活用について協議し
ていきます。
　キャッチコピーを活用した市のPRを行
います。

87 75

はすだ
Futureプ
ロジェク
ト支援事
業

　映画製作を通して、ひとづく
り・まちづくりを行うはすだ
Futureプロジェクトを支援す
る。はすだ観光協会とはすだ
Futureプロジェクトが統合され
本事業は完了した。

産業振興課 事業完了

特産品振
興事業

　蓮田サービスエリアでの特産
品フェアや事故なし運動等の開
催や小学生の梨選果場見学会等
により、市特産品のPRに取り組
む。梨の栽培技術の研究事業に
関し支援を行う。

産業振興課

　浦和競馬地域連携事業として、協賛レー
スを開催し、蓮田の梨についてPRを行うと
ともに、場内イベントで梨の販売を行いま
した。
　また、市内小学校3年生を対象に副読本を
使用した社会科授業の補助教材として梨と
リーフレットを配布し授業での活用を依頼
しました。
　商工会が開催するいきいきまちづくり委
員会に参加し、特産品開発などについて製
品開発に向け協議を行いました。

a 達成

　梨組合や南彩農業協同組合、学校と協
力しながら、特産品である梨の学習に役
立つ補助教材の提供を続けてまいりま
す。
　また、蓮田サービスエリアでのイベン
ト開催に向けて、南彩農業協同組合とも
連携しながら準備を進めていきます。
　商工会等が開発した商品を様々な機会
を捉えてPRしていきます。

933 337163

基本政策４

主要事業
№

R6年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ
第５次総合振興計画

R6年度
当初予算額
（千円）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

162

161

地域資源
の発掘・
活用によ
る蓮田ブ
ランドの
創出

　特産品や特産物の発掘や地域
資源を活用した新たなブランド
化を図り、市の魅力を市内外へ
発信する。
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策２．産業育成・支援

施策（３）地域資源の活用

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策４

主要事業
№

R6年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ
第５次総合振興計画

R6年度
当初予算額
（千円）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

産業振興
支援事業

　生産性の向上と人手不足を解
決するため、スマート農業技術
の導入や高性能の農業機械の購
入及び設備投資等を行う農業団
体等に対する支援を行う。

産業振興課
　コンバインの購入を行った農業団体、お
よび多目的防災網の購入を行った農業団体
へ購入費用の一部を補助し支援しました。

a 達成

　農業機械の購入の相談があった団体に
ついて、円滑に手続きが行えるように連
絡を取り合います。
　また、農業団体が事業を継続できるよ
うに、農業者の需要を的確に把握し、支
援を継続します。

1,460 1,460

産業振興課

　農業や観光の活性化施設と関連する観光
農園（№174貸農園事業）について、情報収
集を行いました。
　関係課と情報交換を行いましたが、具体
的な方針決定には至りませんでした。

b 一部達成
　年間を通した集客や収益の確保等の課
題について、関係各課と連携を図り、情
報収集を行います。

0 0

道路課
　「道の駅」に関する補助事業の研究等を
行いました。

b 一部達成
　関係各課と連携を図りながら、道の駅
の実現可能性について検討を行っていき
ます。

0 0

165

道の駅
「はす
だ」推進
事業

　農業や観光の活性化施設等を
整備するとともに、市の認知度
や交流人口の拡大を図るため、
道の駅の整備を検討する。

164
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策３．農業の振興

施策（１）都市型農業の振興

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

生産基盤
整備促進
事業

　農業者が効率的で生産性の高
い農業経営を図るため、ほ場の
大型化や、担い手となる農業者
への農地の集積を促進する。

産業振興課

　地域ごとの農地の将来的な利用・あり方
を定める地域計画の策定に向け、農業振興
地域にある8地区中5地区（閏戸、駒崎、高
虫、江ヶ崎・笹山・黒浜、上平野）につい
て、協議の場を設け、閏戸及び駒崎地区で
地域計画を策定しました。

b 一部達成

　効率的な農業経営を図るため、地域計
画の未策定地区への情報提供や協議の場
の設定を行い、計画の早期策定を目指し
ます。
　また、地域計画を策定した閏戸地区と
駒崎地区についても、計画内容見直しの
ため会議開催などの支援を続けます。

0 0

環境にや
さしい農
業への取
組

　安心・安全な農産物の生産と
供給のため、有機農産物栽培、
米・梨・野菜の減農薬栽培、農
業用廃プラスチックの収集処理
等の事業に対して支援を行う。

産業振興課

　農業用廃プラスチック等の収集及び処理
を行った団体に費用の一部を補助し活動を
支援しました。
　また、梨の剪定枝収集や減農薬の推進な
ど各事業を行う団体等に対し補助金の交付
を行いました。

a 達成

　環境に優しい農業を推進するため、化
学肥料や化学合成農薬の適正な使用及び
処分方法を支援します。
　また、農業用廃プラスチックの収集を
行うとともに、処理場の安全確保のため
分別徹底の周知を継続して実施します。

2,100 2,100

地産地消
の推進事
業

　地域で生産された農産物を地
域で消費する地産地消の取組と
して、農産物加工や農業体験事
業及び学校給食への地元農産物
の納入や生産者直売を行う団体
等に対して支援する。

産業振興課

　地元産の大豆を利用したみそづくり促進
のため、みそづくり講習会を5年ぶりに開催
し、親子を対象とした講習会に10組20名、
市民を対象とした講習会に7名の参加があり
ました。
　農業及び地元農産物への関心を高めるた
め、水田農業体験事業として、田植え及び
稲刈り体験を市内小・中学校3校で実施しま
した。
　また、学校給食への地場野菜の安定した
納入のため、学校担当者と農家が直接調整
を行うよう変更しました。また、黒浜地区
の小・中学校6校で納入されました。

a 達成

　女性農業者が活躍している団体を支援
し、地元農産物を活用した加工品の販
売・PR活動の支援を継続します。
　また、市内全小・中学校給食への地元
農産物納入を進めるため、生産者と学校
関係者の連絡調整や納入体制の改善を支
援します。

958 791

農産物直
売所の整
備事業

　東北自動車道蓮田サービスエ
リア(上り線)の周辺において農
産物直売所の整備を検討する。

産業振興課

　サービスエリア内にあるテナントの青果
店に、蓮田市農商工連携推進協議会農産物
部会が、地場産農産物を継続的に納入しま
した。

a 達成

　サービスエリアへ地場産農産物を納入
している、蓮田市農商工連携推進協議会
農産物部会の取組を継続して支援しま
す。

0 0

基本政策４

主要事業
№

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
決算額
（千円）

168

169

166

167

R6年度
当初予算額
（千円）
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策３．農業の振興

施策（１）都市型農業の振興

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策４

主要事業
№

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
決算額
（千円）

R6年度
当初予算額
（千円）

ふれあい
農園管理
運営事業

　高齢化社会を背景にした生き
がいの創出や、農業に対する関
心の高まりを受けて実施してい
るふれあい農園の適切な管理運
営を行う。

産業振興課

　ふれあい農園の維持管理及び施設整備の
補修費用の安定確保を図るため、令和7年度
からの運用方法の見直し及び使用料の改定
について、利用者説明会及び意見交換を行
いました。

a 達成

　ふれあい農園について、設備の適切な
管理を行うとともに、利用更新回数の上
限設定など、運用方法の見直しや利用
ルールについて調査研究を行い、待機者
解消を目指すとともに、良好かつ公平な
運営に努めます。

668 610

交流ふれ
あい支援
事業

　耕作放棄地等の活用として、
コスモス・そば等の栽培に合わ
せて地元農産物の直売等のイベ
ントを行うことにより、各地域
の農業者と地域住民との交流を
図る活動の支援を行う。

産業振興課

　コスモスまつり（江ヶ崎・閏戸）、黒浜
そばまつりといった市内農業者と地域住民
が交流するイベントの開催に際し、資材の
貸し出しや補助金の交付を行いました。

a 達成

　各地区の農業者と地域住民との交流を
図る活動により、地域住民に農業に対す
る理解や関心を深めてもらうため、各地
区のイベント活動の開催支援を継続しま
す。

1,190 271

農業担い
手育成支
援事業

　次世代を担う農業者となるこ
とを志向する者への支援や、農
業の担い手の育成を関係機関と
連携して推進する。

産業振興課

　令和2年度の新規就農者2名について、就
農状況を確認し、蓮田市農業次世代人材投
資資金の交付額を確定して交付金を支出し
ました。
　また、令和4年度の新規就農者1名と令和6
年度の新規就農者1名について就農状況を確
認し、交付金を交付しました。

a 達成

　新規就農者に対して春日部農林振興セ
ンターや南彩農業協同組合と連携し、営
農を継続できるように支援します。
　また、就農を志す方々についても、春
日部農林振興センターや南彩農業協同組
合と連携して、就農に繋げていけるよう
に支援します。

4,500 5,250

梨農家担
い手確保
支援事業

　梨農家の担い手募集や手放す
予定の梨畑のあっせんなどに関
係機関と連携して取り組む。

産業振興課

　新規就農者からの梨栽培に関する相談に
対して、埼玉県や南彩農業協同組合と連携
し、営農支援を行いました。
　南彩農業協同組合が主催する（新規梨栽
培講習会）に1名、梨栽培サポーター講座に
2名の計3名の方が市内から受講しました。

a 達成

　梨農家の課題の現状把握や、南彩農業
協同組合、他市町村の後継者対策につい
て情報収集を行います。
　また、就農に関する相談があった場合
は、埼玉県農業大学校や南彩農業協同組
合の梨塾(新規梨栽培講習会)、梨栽培サ
ポーター講座を紹介します。

0 0

172

171

173

170
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策３．農業の振興

施策（１）都市型農業の振興

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策４

主要事業
№

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
決算額
（千円）

R6年度
当初予算額
（千円）

貸農園事
業

　民間事業者と連携し、貸農園
事業を行う。蓮田スマートイン
ターチェンジを活用して都市住
民に訪問してもらい、農業体験
を提供する。

産業振興課

　農業委員会実施の農地に関する「利用意
向状況調査」の集計結果等を活用し、ス
マートインターチェンジ周辺地権者の意向
を確認しました。

a 達成

　他市町村で行われている貸農園事業に
ついて、スマートインターチェンジ周辺
を活用した貸農園の設置状況などを調査
し、引き続き実現可能性について研究し
ます。

0 0

農業経営
の法人化
支援事業

　発展意欲のある農業経営体の
法人化や企業の農業参入を関係
機関と連携して推進する。

産業振興課
　梨栽培における農業参入を希望している
企業に、次年度以降の作付けが未定となっ
ている農地を紹介しました。

a 達成

　春日部農林振興センターや農業委員会
と連携して、農家の法人化推進を図ると
ともに、農業参入を検討している企業に
対して情報提供を行います。

0 0

174

175
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潤いのある快適なまちをつくる
政策１．環境保全の推進

施策（１）地球温暖化対策の推進

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

自然エネ
ルギー活
用システ
ム設置費
補助金交
付事業

　環境負荷の軽減、自然豊かな
環境にやさしいまちづくりを目
指し、市民の自然エネルギー利
用を積極的に支援するため、住
宅用の太陽光発電システム及び
雨水貯留設備の設置者に対して
補助金を交付する。

みどり環境
課

　住宅用太陽光発電システム設置費補助金
については38件、雨水貯留施設設置費補助
金については2件を交付しました。

a 達成

　住宅用太陽光発電システム設置費補助
金及び雨水貯留施設設置費補助金の交付
を継続します。また、制度普及のため、
パンフレットの関係機関窓口設置を継続
します。

2,010 1,925

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）

176

R6年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策１．環境保全の推進

施策（２）環境地域活動の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

自治振興課

　年2回、夏（6月）と冬（10月）に花を植
えるとともに、交通安全啓発看板を併せて
設置しました。水やり等の花の管理につい
ては、構成団体により実施されました。

a 達成
　引き続き、市内各所に四季折々の花を
植え、市と市民、関係団体、企業等が協
働して花と緑のまちづくりを行います。

0 0

みどり環境
課

　公園や広場などを管理している8団体に、
市が花苗等を配布し、団体が花苗を植えま
した。お互いに協働し、公園利用者が花や
緑を楽しめるように努めました。

a 達成

　花苗の植樹に協力してくれる団体に花
苗を配布し、引き続き花や緑のある公園
管理を継続します。また、今後もボラン
ティア団体を募るPRを強化していきま
す。

130 396

自然環境
保全支援
事業

　市内にある良好な自然環境を
保全するため、保存樹木と保存
樹林地の適切な維持管理に対し
て奨励金を交付する。

みどり環境
課

　保存樹木16本、保存樹林5箇所に奨励金を
交付しました。

a 達成
　引き続き保存樹木・保存樹林の適切な
管理をお願いし、奨励金の交付を継続し
ます。

253 252

黒浜沼周
辺整備事
業

　黒浜沼(上沼)周辺の優れた自
然や貴重な歴史的環境を末永く
後世に残すため、緑のトラスト
保全第11号地として土地の保
全・整備を行う。

みどり環境
課

　田園風景を後世に残すため、水田ゾーン
で稲作作業を継続しました。
　景観維持のため、緑のトラスト保全第11
号地周辺及び駐車場の除草を行いました。

a 達成

　引き続き景観維持のため、除草作業や
稲作作業を継続します。
　今後のトラスト地の維持管理や活用方
法について、ボランティア団体と相談
し、方向性を検討します。

6,742 5,777

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）

R6年度
決算額
（千円）

179

177

178

花と緑の
まちづく
り事業

　市内各所に四季折々の花を植
え、市と市民、関係団体、企業
等が協働して花と緑のまちづく
りを行う。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策１．環境保全の推進

施策（２）環境地域活動の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）

R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

みどり環境
課

　山ノ神沼の水辺地及びその周辺の水辺環
境保全のため、除草を行いました。

a 達成

　山ノ神沼の水辺地及びその周辺の水辺
環境保全のため、除草を行います。
　今後について関係各課と協議を進めて
いきます。

0 0

産業振興課

　山ノ神沼敬愛会と連携して湿生植物園等
の除草や駐車場に隣接している仮設トイレ
の清掃及びし尿汲み取りを行いました。
　また、同会がシラコバト賞を受賞したこ
とを受け、記念樹を植樹しました。

a 達成

　山ノ神沼の清掃及び除草等を実施する
山ノ神沼敬愛会に対し、活動報奨金を交
付することで、山ノ神沼の環境維持活動
を支援します。
　また、同会の活動と連携して、除草等
の施設管理や仮設トイレ等の関連施設の
維持管理を行います。

1,553 1,417

180
山ノ神沼
周辺整備
事業

　農業用水利施設として円滑に
機能するよう保全改修を行うと
ともに、気軽に自然や田園風景
を楽しめるような空間を創出す
る。
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潤いのある快適なまちをつくる
政策１．環境保全の推進

施策（３）環境教育の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

環境教
育・環境
学習推進
事業

　環境学習館を拠点とし、環境
に関する講座等を行い、環境へ
の意識の向上を図る。また、施
設整備(新築工事)についても推
進する。

みどり環境
課

　環境学習館建設工事については、令和5年
12月8日に工事請負契約を締結し、令和6年
度は環境学習館の本体の建物工事が完了
し、外構工事に着手しました。なお、工事
も終盤に差し掛かっており、令和7年6月末
の完成を目指して工事を行いました。

a 達成

　引き継ぎ、関係各業者および近隣住民
と連携を図り環境学習館の工事を進め令
和7年6月末の完成、8月の開館を目指し
て工事を行います。
　また、令和7年度より環境学習館運営
事業は社会教育課へ移管されたため、備
品等購入の準備を社会教育課と協力し進
め、完成後の運営準備を支援します。

159,392 450,573

農地や林
などを活
用した環
境教育推
進事業

　農地や林を自然環境教育の場
として活用し、自然と触れ合い
ながらその大切さを学び、自然
との共生を図ることのできる人
づくりを推進する。また、環境
に対する理解を深め、環境に配
慮した行動を実践できるよう環
境教育を推進する。

学校教育課
　農業体験や自然体験が系統的、継続的な
取組になるよう、年間指導計画の見直しに
ついて各学校に依頼しました。

b 一部達成

　今後も系統的、継続的な環境教育の取
組ができるよう、PDCAサイクルのもと、
年間指導計画を見直し、実践していきま
す。また、環境学習館を活用した学習を
検討していきます。

0 0

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画 R6年度
決算額
（千円）

74
（再掲）

181

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R6年度

当初予算額
（千円）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策２．環境衛生の推進

施策（１）循環型社会の推進

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

資源リサ
イクル奨
励金交付
制度

　ごみの減量化や資源の再利用
を進めるため、地域住民で組織
する団体の行う資源回収事業に
対し、奨励金を交付する。

みどり環境
課

　申請のあった34団体へ資源リサイクル奨
励金を交付しました。

a 達成
　来年度も引き続き、資源リサイクル奨
励金の円滑な交付決定・支給に努めま
す。

1,700 949

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）

R6年度
決算額
（千円）

182

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策２．環境衛生の推進

施策（２）ごみ・し尿処理体制の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

蓮田白岡
衛生組合
運営事業

　蓮田市と白岡市の2市で構成し
ている衛生組合の効率的・効果
的な運営に努め、廃棄物の安全
な処理を行う。

みどり環境
課

　衛生組合の課長会議への出席、蓮田市・
白岡市・衛生組合の3者による事務研究会に
おいて、情報・意見交換等を行いました。

a 達成

　衛生組合の課長会議への出席、蓮田
市・白岡市・衛生組合の3者による事務
研究会での情報・意見交換等を継続しま
す。
　また、ごみ処理施設基幹的設備改良工
事に係る技術支援を行っていきます。

755,146 683,745

農業集落
排水整備
事業

　農業用水の水質を保全し、農
業生産環境の改善を図るととも
に、地域の生活環境の向上と元
荒川や綾瀬川等の公共用水域の
水質保全を図る。

下水道課

　農業集落排水の各施設について、定時点
検の実施結果等を参考に適切な維持管理を
実施しました。
　上平野地区全体の管路施設および処理施
設の改築実施設計に基づいて、マンホール
蓋の交換および管路の布設替えを実施しま
した。

a 達成

　各施設の維持管理については、定時点
検の実施結果等を参考に、これまでどお
り適切に実施していきます。
　継続的な下水道サービスの提供のた
め、最適化構想に基づく処理施設の更新
を行っていきます。

166,526 142,793

合併処理
浄化槽設
置整備事
業

　し尿汲取り槽や単独浄化槽か
ら合併浄化槽へ転換するための
費用を補助することで、生活環
境の改善を図るとともに、適切
な維持管理を啓発し、元荒川や
綾瀬川等の公共用水域の水質浄
化及び水質保全を推進する。

下水道課

　合併処理浄化槽への転換補助金を6件行い
ました。
　ホームページや広報はすだ、チラシの配
布を通じて、浄化槽を使用されている方に
清掃・保守点検・法定検査（水質）の啓発
を行いました。

a 達成

　引き続き、単独浄化槽及び汲み取り便
槽から合併処理浄化槽への転換を促進し
ていきます。
　浄化槽を使用している方に浄化槽の適
切な維持管理について啓発を行っていき
ます。

9,817 7,195

公共下水
道整備事
業

　生活環境の向上、公共用水域
の水質保全のため、公共下水道
の整備を行う。企業債、国庫補
助金等を効果的に活用しながら
早期の整備完了を目指すととも
に、公共下水道区域の将来像に
ついて再検証をしていく。ま
た、管路、ポンプ場等各施設の
更新や維持管理を計画的に実施
し、利用者への安定的なサービ
ス提供を行う。

下水道課

　椿山地区の汚水管渠実施設計委託に基づ
いて汚水管渠の工事を実施しました。
　蓮田駅東口黒浜線の汚水管渠の工事を実
施しました。
　高虫西部地区区画整理地内の汚水管渠の
実施設計業務を実施しました。
　ストックマネジメント計画に基づいて汚
水管渠の調査点検を実施しました。
　下水道施設の維持管理、修繕及び更新を
一体で民間に委託する「PPP」の導入に向け
た検討を行うものとして、官民連携基礎調
査業務を実施しました。

a 達成

　埼玉県施工の蓮田駅東口黒浜線道路築
造に併せて、引き続き汚水管渠の工事を
実施していきます。
　また、高虫西部地区区画整理地内の汚
水管渠実施設計委託に基づいて工事を実
施していきます。
　ストックマネジメント計画に基づい
て、汚水管渠の調査点検およびマンホー
ル蓋の交換、西新宿汚水中継ポンプ場に
関しては破砕機の交換を実施していきま
す。

883,361 831,681

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
R6年度

当初予算額
（千円）

R6年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

115
（再掲）

185

184

183

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策２．環境衛生の推進

施策（３）環境美化活動の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

環境衛生
支援事業

　毎年市内一斉でクリーン作戦
を行うほか、各団体で行ってい
るクリーン作戦の回収処分を行
う。また、ごみ集積所の維持管
理など市民の自主的な事業活動
に補助金を交付することによ
り、環境保全の推進を図る。

みどり環境
課

　各団体が実施したクリーン作戦の回収処
分を行うとともに、環境保全事業支援補助
金を30団体に交付しました。また、12月1日
に市内一斉クリーン作戦を実施しました。

a 達成

　各団体が行うクリーン作戦の回収処分
及び環境保全事業支援補助金の交付を継
続します。また、市内一斉クリーン作戦
については、実施の可否を検討します。
　なお、環境保全事業支援補助金につい
て、令和5年度に要綱の一部改正を行っ
たため、引き続きHP等を活用し案内の周
知や改善を図っていきます。

6,600 5,300

環境美化
推進事業

　道路等における喫煙のマナー
と環境美化意識の向上を図る。
蓮田駅東口に設置した喫煙所の
維持管理を行う。

みどり環境
課

　路上喫煙禁止区域内に指導員を配置し、
注意喚起を行うとともに、週3回、蓮田駅東
口喫煙所の灰皿清掃と月2回の吸い殻処分を
行いました。また、蓮田駅東口トイレの清
掃を行い公衆トイレの環境美化を図りまし
た。

a 達成

　路上喫煙禁止区域内での指導員による
注意喚起、週3回の蓮田駅東口喫煙所の
灰皿清掃と月2回の吸い殻処分を継続し
ます。また、東口トイレの清掃も引き続
き行います。

3,146 2,762

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画 R6年度
決算額
（千円）

187

186

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R6年度

当初予算額
（千円）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策３．安心・安全な生活環境

施策（１）空き家等対策の推進

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

危機管理課
　防犯の観点から、岩槻警察署と連携し、
空き家を対象とした侵入窃盗に関する注意
喚起を行いました。

a 達成
　庁内の空家等対策連絡会議を構成する
関係各課と連携し、防災・防犯対策の観
点から、空き家対策を講じていきます。

0 0

みどり環境
課

　空地等の管理状況について、苦情や意見
をもとに、管理依頼通知の送付等により適
正な管理を依頼しました。

a 達成
　空き家対策の推進に関する特別措置法
に基づき、建築指導課と協力して管理依
頼通知等による対応を継続します。

0 0

建築指導課

　蓮田市空家等対策協議会の委員を公募や
推薦にて選定しました。空家等対策計画に
ついては、令和6年度は、3回開催し、次年
度公表に向けて議論を行いました。

a 達成
　協議会の議論やパブリックコメントを
経て、蓮田市空家等対策計画を策定しま
す。公表は年度末を予定しています。

525 134

188
空き家等
対策事業

　空き家の実態調査結果を基
に、関係団体や不動産関係業者
等と連携し、適正管理や利活用
の推進を図る。市内の管理不全
空き家の解消を図るため、空家
等対策協議会の設置・運営し、
蓮田市空家等対策計画を作成し
て、事業推進を図る。

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） R6年度

決算額
（千円）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R6年度
当初予算額
（千円）

-111-



潤いのある快適なまちをつくる
政策３．安心・安全な生活環境

施策（２）放射線対策の推進

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

みどり環境
課

　平成23年9月の測定開始以降、安定した数
値が計測され続けているため、令和6年度よ
り公園での測定を取止めました。

a 達成
　簡易測定器の貸し出しを継続します
が、公園での測定は行いません。

32 1

学校教育課
　毎月、各学校において放射線量の測定を
行い、児童生徒が安全に活動できることを
確認しました。

a 達成
　引き続き、測定を行い児童生徒の安心
安全な教育環境を整備していきます。

138 40

保育課 事業終了

消防総務課
　測定器の維持管理、取扱訓練を実施しま
した。

a 達成
　測定器の維持管理、取扱訓練をしま
す。

0 0

教育総務課

　引き続き、月2回、2検体ずつ検査し、す
べての食材について放射性物質は「検出せ
ず」という結果でした。検査結果につい
て、市のホームページにて公表しました。

a 達成
　安心安全な学校給食運営のため、引き
続き放射性物質検査を行っていきます。

318 315

保育課 事業終了

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）

R6年度
決算額
（千円）

190

給食用食
材の放射
性物質検
査事業

　学校給食用食材の放射性物質
検査を定期的に実施し、安心し
て給食をとることができるよう
に安全性の確保を図る。

189
放射線測
定事業

　身近な生活環境等の放射線量
の測定を実施し、希望により、
簡易測定器の貸出しを行う。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策４．魅力あるまちづくりの整備

施策（１）快適で暮らしやすいまちづくりの推進

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

土地利用
計画の見
直し

　蓮田市の土地利用を促進する
ため、改定した都市計画マス
タープランの土地利用構想に基
づき、環境や立地条件を生かし
た計画的な土地利用を推進す
る。また、概ね5年ごとに土地利
用構想を含め、計画の見直しを
検討する。

都市計画課
　総合振興計画及び都市計画マスタープラ
ンの土地利用構想のうち、蓮田SA（上り
線）の土地利用方針の検討を進めました。

b 一部達成

　今後行われる総合振興計画に見直しに
合わせて、蓮田SA周辺など、土地利用方
針の検討や都市計画マスタープランの見
直しを進めていきます。

0 0

地区計画
の策定

　快適で暮らしやすいまちづく
りを推進するため、住民との協
働により地区計画の策定を推進
する。建築物の用途や形態、敷
地等に関する規制や誘導を行う
ことにより、住宅地の良好な環
境の維持・保全や建築物の用途
の集約化を図るため、地区計画
を導入する場合には住民の意見
を反映させた地区計画の策定を
行う。また、策定後数十年を経
過した計画は、住民の意見を伺
いながら点検を行い、必要に応
じて見直しを検討する。

都市計画課

　高虫西部地区について、産業団地の整備
に向け、適切な建築物が立地されるよう、
地区計画を定めました。合わせて、建築基
準法に基づく地区計画条例を制定しまし
た。
　策定から年数の経過した住居保全系地区
計画や誘導型地区計画について点検の実施
に向けた基準づくりを進めました。

b 一部達成

　引き続き、地区計画の届出手続を通じ
て、地区整備計画に沿った土地利用を誘
導していきます。あわせて、住居保全系
地区計画や誘導型地区計画の内容につい
て、点検を行うための基準づくりを行っ
ていきます。

374 178

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

192

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

191

R6年度
決算額
（千円）

R6年度
当初予算額
（千円）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策４．魅力あるまちづくりの整備

施策（２）魅力ある拠点づくりの推進

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

庶務課

市民課

子ども支援
課

保育課

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）

R6年度
決算額
（千円）

193

西口再開
発ビル整
備推進事
業

　西口再開発ビルの建設を行
い、駅西口行政窓口や子育て支
援施設等の公益施設の整備を行
う。令和2年10月西口再開発ビル
が完成し、各種行政手続きを行
う行政窓口等や子育て世代包括
支援センター等の子育て支援エ
リアを備えた蓮田駅西口行政セ
ンターの整備が終了し本事業は
令和3年3月末で終了した。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

事業完了
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潤いのある快適なまちをつくる
政策４．魅力あるまちづくりの整備

施策（２）魅力ある拠点づくりの推進

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）

R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

政策調整課
※都市計画課、文化スポーツ課、総合窓口
管理課に記載のとおり。

-
※都市計画課、文化スポーツ課、総合窓
口管理課に記載のとおり。

0 0

都市計画課

　蓮田駅周辺の中心市街地の活性化に向
け、国庫補助を活用し、市道4号線（蓮田駅
東口駅前広場）の歩道高質化に向けた設計
やデジタルサイネージの設置に向けた検討
を行いました。
　合わせて、埼玉版スーパー・シティプロ
ジェクトによる中心市街地のまちづくりに
ついて、事業化に向けた検討を進めまし
た。

a 達成

　引き続き、第5期都市再生整備計画に
基づき、蓮田駅周辺の中心市街地の拠点
づくりを進めていきます。
　県の支援を受けるため、埼玉版スー
パー・シティプロジェクト「地域まちづ
くり計画」の策定・公表に向けた取組を
進めます。

0 0

文化スポー
ツ課

　「№148スポーツ施設整備事業」の進捗を
踏まえ、パルシー及びハストピアの周辺に
ついて、拠点づくりの整備について研究し
ました。

a 達成

　引き続きパルシー及びハストピア周辺
の拠点づくりに関する研究を続けるとと
もに、市民が集える場としての整備につ
いて検討します。

0 0

関係各課
（総合窓口
管理課）

　総合窓口管理課では、多岐にわたる業務
を取り扱うことから、関係課との連携を密
にし、市民への正確なサービスの提供に努
めました。また、取扱い業務を拡充するこ
とにより、市民の利便性の一層の向上を図
りました。
　貸出施設については、ホームページやSNS
を活用した広報を継続することにより、利
用率の向上に努めました。また、利用予約
のない会議室は、「自習室」として無料で
開放しました。

a 達成

　引き続き、取扱い業務について検証
し、幅広いサービスを提供することによ
り、更なる利便性の向上に努めます。
　蓮田駅に近く、市役所が閉庁となる土
曜日・日曜日も開所していることから、
より多くの方に親しまれ、利用していた
だける施設となるよう努めます。

0 0

194
拠点地域
づくりの
推進

　蓮田駅周辺の中心市街地、市
役所の周辺、総合市民体育館パ
ルシー及び総合文化会館ハスト
ピアの周辺並びに黒浜公園及び
独立行政法人国立病院機構東埼
玉病院の周辺については、賑わ
いがあり、利便性が高い拠点づ
くりの整備を推進する。また、
その他地域の実情を考慮し、新
たな拠点づくりを推進する。地
下鉄7号線の蓮田までの延伸が、
国の交通政策審議会において答
申された。コンパクトシティと
して、ルート周辺である中心市
街地のまちづくりの手法等を検
討する。
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潤いのある快適なまちをつくる
政策４．魅力あるまちづくりの整備

施策（２）魅力ある拠点づくりの推進

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）

R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＪＲ宇都
宮線利便
性向上事
業

　市の玄関口となるJR蓮田駅や
宇都宮線の利便性の向上を図る
ため、関係機関と連携し、東日
本旅客鉄道株式会社へ要望を行
う。また、地下鉄7号線の建設促
進及び延伸誘致に関係機関と連
携を図る。

都市計画課

　蓮田駅西口に地上改札やトイレを設置す
ることについて、JR東日本大宮支社に要望
するとともに、その課題についてJR東日本
との協議を行いました。蓮田駅周辺にデジ
タルサイネージを設置するため、具体的な
検討を実施しました。
　地下鉄7号線の延伸に向け、関係機関とと
もに国、県への要望活動を実施しました。

a 達成

　JR宇都宮線整備促進連絡協議会を通じ
て、引き続き要望活動を実施します。
　また、自由通路へのデジタルサイネー
ジや、駅西口地上改札及びトイレの設置
について、JR東日本に要望するととも
に、協議を進めていきます。
　引き続き、地下鉄7号線の延伸に向
け、地下鉄7号線建設誘致期成同盟会の
活動を通じ、関係機関へ働き掛けていき
ます。

44 22200

-116-



潤いのある快適なまちをつくる
政策５．道路・交通網の整備

施策（１）道路・橋りょう等の整備

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

都市計画課
　蓮田スマートIC下り線の整備に向け、
NEXCO東日本や県と調整の上、用地取得に向
けた地権者との交渉を行いました。

a 達成
　関係機関との協議を継続し、用地取得
に向けた地権者との交渉を進めていきま
す。

5,864 1,969

道路課
　東北縦貫自動車道の蓮田スマートイン
ターチェンジのフル化に向けた事業を推進
しました。

a 達成
　東北縦貫自動車道の蓮田スマートイン
ターチェンジをフル化に向けて調整しま
す。

0 0

都市計画課

　埼玉県と令和6年度県道蓮田鴻巣線歩道整
備事業委託契約を締結し、用地交渉を進め
ました。
　埼玉県と蓮田スマートインターチェンジ
建設事業に伴う一般県道蓮田白岡久喜線の
整備に必要となる用地の取得等に関する基
本協定に基づき地権者との用地交渉を進め
ました。

b 一部達成

　県との委託契約等に基づき、県道蓮田
鴻巣線及び県道蓮田白岡久喜線の用地取
得に向けた地権者との交渉を継続してい
きます。
　高虫西部地区で進む土地区画整理事業
の進捗に合わせ、県道行田蓮田線バイパ
ス事業についても、県との委託契約等に
基づき、設計等を進めていきます。

234,267 184,369

道路課

　蓮田駅西口通線の事業用地（事故繰越）
について、権利者から土地の引き渡しを受
けて、保全のための用地整備工事を行いま
した。県道さいたま栗橋線との交差点部に
ついては、交通量推計に基づく解析業務を
実施し、埼玉県警察との協議を行いまし
た。

a 達成

　事業用地取得に向けて2件の物件調査
及び1件の用地取得を予定しています。
取得ができた用地については、保全のた
めの用地整備工事を行います。

87,784 115,976

基本政策５

主要事業
№

ＰＬＡＮ
R6年度
決算額
（千円）

196
幹線道路
の整備推
進

　道路ネットワークの構築のた
め、都市計画道路や幹線道路の
整備を推進する。歩行者の安全
性の向上のため、歩行空間を確
保し、バリアフリー化を進め
る。都市計画道路蓮田駅西口通
線等の幹線道路の整備を推進す
る。また、地域の利便性を高め
る自転車歩行者道の整備、県道
蓮田鴻巣線や県道蓮田白岡久喜
線の歩道整備事業を推進する。

195
スマート
ＩＣ整備
推進事業

　東北自動車道蓮田サービスエ
リアの改築計画に合わせ、蓮田
スマートインターチェンジのフ
ル化を推進する。令和3年度より
蓮田スマートインターチェンジ
(下り線)の用地事務をネクスコ
東日本㈱と埼玉県より受託。

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R6年度
当初予算額
（千円）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策５．道路・交通網の整備

施策（１）道路・橋りょう等の整備

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策５

主要事業
№

ＰＬＡＮ
R6年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R6年度
当初予算額
（千円）

橋りょう
整備事業

　橋長2メートル以上の橋りょう
の定期点検業務を継続的に実施
し、点検結果に基づき計画的に
修繕工事を進める。また、橋
りょう長寿命化修繕計画の策定
を進める。その他、宿浦橋、桜
ケ丘橋の人道橋設置の事業を進
める。

道路課

　5年に一度の回数で橋りょう点検を実施し
ており、令和6年度は椿山跨線橋の橋りょう
点検業務を実施しました。宿浦橋について
は人道橋設置に合わせて行う剥落対策工事
の設計業務を進めました。八幡橋（大字馬
込）の架け替えについては、3月30日に辻谷
自治会の総会に合わせて説明会を地元開催
し、状況報告及び意見交換を行いました。

a 達成

　市内52橋の橋りょう点検を実施しま
す。市内161橋の橋りょう長寿命化修繕
計画を策定します。八幡橋（大字馬込）
については、詳細設計業務の予算を確保
して、遅延なく事業を進めます。

44,713 33,222

生活道路
整備事業

　地域要望に基づき生活道路の
道路改良を進めるほか、渋滞の
激しい交差点や見通しの悪い交
差点の改良を行う。

道路課

　市道139号線（大字高虫）は、道路改良工
事を実施し全線を完成させました。市道
1453号線（蓮田松韻高校南側）は、県教育
局や蓮田松韻高校と概ね協議が整い、次年
度の用地買収に備えました。市道355号線
（大字根金）は、昨年度からの測量物件調
査業務を完成させ、次年度の用地買収に備
えました。市道1546号線外（環境学習館へ
の進入路）は、道路詳細設計業務を完成さ
せました。

a 達成

　市道1453号線（蓮田松韻高校南側）、
市道355号線（大字根金）等の継続事業
路線は用地買収、物件補償を進めます。
市道1547号線（環境学習館への進入路）
は、道路改良工事を実施します。

41,436 70,893

道路補
修・排水
整備事業

　継続して市内道路の舗装修
繕、緊急補修、砂利道整正工
事、安全対策工事、道路排水整
備工事、街路樹の維持管理、道
路の除草、側溝清掃等を実施
し、道路環境の安全性・快適性
の確保を図る。

道路課

　継続事業である大陸団地、貝塚団地の蓋
掛け工事や平野団地の道路側溝整備を実施
しました。市道8号線及び市道50号線の幹線
道路など、舗装の損傷状況が悪いところに
ついて市内各所の舗装修繕工事を実施しま
した。また、道路陥没補修、事故防止のた
めの安全対策工事等を実施しました。まち
なかウォーカブル推進事業として市道4号線
及び市道53号線の歩道整備工事に向けた業
務委託を実施しました。

a 達成

　継続事業として、大山団地、貝塚団地
の蓋掛け工事や平野団地の道路側溝整備
を実施します。蓮田駅前及び幹線道路の
街路樹などの道路の適正な管理に努め、
早期発注をします。まちなかウォーカブ
ル推進事業を活用して市道53号線の歩道
整備工事の予算確保に努めます。

113,542 305,100199

197

198
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潤いのある快適なまちをつくる
政策５．道路・交通網の整備

施策（１）道路・橋りょう等の整備

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策５

主要事業
№

ＰＬＡＮ
R6年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R6年度
当初予算額
（千円）

産業振興課

　貝塚悪水路改修工事について、地元農家
及び住民からの早期完成の要望を受けて、
工事延長を変更の上、令和6年度分の事業を
完了しました。強制排水の必要な状況には
ならず、仮設ポンプは設置しませんでし
た。

a 達成

　貝塚悪水路は柵板損傷や構造物の経年
劣化が見受けられる箇所のため、引き続
き県の補助金を活用して改修工事を進め
ます。
　また、台風や大雨の際に隣接する道路
を含めて冠水することがあるため、仮設
ポンプを設置し、浸水被害の軽減対策を
継続します。

25,366 23,254

道路課

　西新宿地区第一排水機場のゲート新設に
ついては、雨水管渠検討業務委託を発注
し、埼玉県と河川協議を進めました。
　東城沼擁壁改修詳細設計業務委託を完了
しました。市内各ポンプ場等の施設の定期
点検を実施しました。西新宿地区第一排水
機場の水位計交換工事を実施しました。

a 達成

　西新宿地区第一排水機場のゲート新設
において、新設雨水管渠について河川法
に基づく県の許可を得るための詳細設計
業務を実施します。
　東城沼擁壁改修工事に伴う事前調査業
務を実施します。ポンプ場等の施設点検
を実施し、不具合等の早期発見、修繕、
適正に管理します。

107,195 103,495

産業振興課

　農業や観光の活性化施設と関連する観光
農園（№174貸農園事業）について、情報収
集を行いました。
　関係課と情報交換を行いましたが、具体
的な方針決定には至りませんでした。

b 一部達成
　年間を通した集客や収益の確保等の課
題について、関係各課と連携を図り、情
報収集を行います。

0 0

道路課
　「道の駅」に関する補助事業の研究等を
行いました。

b 一部達成
　関係各課と連携を図りながら、道の駅
の実現可能性について検討を行っていき
ます。

0 0

　農業や観光の活性化施設等を
整備するとともに、市の認知度
や交流人口の拡大を図るため、
道の駅の整備を検討する。

　用排水路等の農業施設の適切
な維持管理と整備を行い、水利
用の安定と大雨による浸水被害
の軽減を図る。準用河川の補
修・改修や黒浜調整池の整備、
西新宿地区第一排水機場のゲー
ト改修を行うとともに、継続的
に排水路及び調整池の除草や浚
渫を実施し、大雨による浸水被
害の軽減を図る。

道の駅
「はす
だ」推進
事業

117
（再掲）

165
（再掲）

排水路施
設等整備
事業
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潤いのある快適なまちをつくる
政策５．道路・交通網の整備

施策（２）公共交通の利便性の向上

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

ＪＲ宇都
宮線利便
性向上事
業

　市の玄関口となるJR蓮田駅や
宇都宮線の利便性の向上を図る
ため、関係機関と連携し、東日
本旅客鉄道株式会社へ要望を行
う。また、地下鉄7号線の建設促
進及び延伸誘致に関係機関と連
携を図る。

都市計画課

　蓮田駅西口に地上改札やトイレを設置す
ることについて、JR東日本大宮支社に要望
するとともに、その課題についてJR東日本
との協議を行いました。蓮田駅周辺にデジ
タルサイネージを設置するため、具体的な
検討を実施しました。
　地下鉄7号線の延伸に向け、関係機関とと
もに国、県への要望活動を実施しました。

a 達成

　JR宇都宮線整備促進連絡協議会を通じ
て、引き続き要望活動を実施します。
　また、自由通路へのデジタルサイネー
ジや、駅西口地上改札及びトイレの設置
について、JR東日本に要望するととも
に、協議を進めていきます。
　引き続き、地下鉄7号線の延伸に向
け、地下鉄7号線建設誘致期成同盟会の
活動を通じ、関係機関へ働き掛けていき
ます。

44 22

公共交通
整備事業

　公共交通の利便性向上を図る
ための事業を推進する。市内公
共交通網の現状や市民ニーズの
把握に向けた調査を実施すると
ともに、路線バス事業者に超低
床ノンステップバスを導入する
ための事業費を補助する。

都市計画課

　バス停留所におけるバス待ち環境を改善
するため、新たに1件バスまちスポットを追
加しました。また、市の公共交通の現状を
把握するため、公共交通体系調査を実施し
ました。
　さいたま市が岩槻駅～蓮田駅～高齢者講
習センター間で運行する乗合タクシー「お
りづる号」について、運行経費の一部を負
担しました。
　蓮田松韻高校へのバス路線延伸の取組を
進め、3月26日から運行が開始されました。

a 達成

　公共交通の利便性向上を図るため、バ
ス待ちスポット等の拡大に努めるととも
に、ノンステップバス導入補助、上屋設
置補助を継続します。
　公共交通体系調査の結果を踏まえ、蓮
田市に適した公共交通の維持・拡充に向
け施策を検討していきます。
　乗合タクシー「おりづる号」や蓮田松
韻高校路線の利用促進に向けた取組を進
めます。

15,575 9,958

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画 R6年度
決算額
（千円）

93
（再掲）

200
（再掲）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R6年度

当初予算額
（千円）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策６．上水道の安定供給と下水処理の推進

施策（１）上水道の整備・充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

健全な上
水道事業
の経営

　水道ビジョンの実現を図るた
め、資産の更新需要と財政の見
通しを随時検討することで、設
備の健全化と財政の健全化の両
立を図り、上水道の安定供給と
持続可能な水道事業の運営を目
指す。

水道課

　9月議会に諮り、前年度の純利益相当額を
建設改良積立金へ処分し、管路更新等の資
金確保を図りました。
　電力・ガス・食料品等の価格高騰支援対
策として水道料金減額措置を実施しました
が、一般会計から補助金の繰入があり水道
ビジョンとの大きな乖離には至りませんで
した。
　日本水道協会に経営診断業務委託を実施
しました。

a 達成

　令和6年度の決算時には、純利益相当
額については令和8年4月からの県水の値
上げなどによる収支状況を考慮し建設改
良積立金に処分せず未処分利益剰余金の
ままにします。
　現在の水道ビジョンの計画期間が令和
7年度までとなっていることから、今年
度中の新たな水道ビジョンの策定に向け
取り組んでいます。
　今年度においても、一般会計から補助
金の繰入を受け、電力・ガス・食料品等
の価格高騰支援対策として6月分から9月
分の水道料金の減額措置を実施します。

220 220

老朽管更
新事業

　水道ビジョンに基づき、災害
に強い上水道施設の実現と効率
的なマネジメントについて検討
し、老朽管路の更新事業を進め
る。

水道課

　重要管路更新事業の第7期工事として国庫
補助金を活用した市道7号線の老朽管更新工
事(口径150㎜・延長約230m、他）を実施し
ました。その他市内2箇所の老朽管更新工事
を実施し、耐震化を図りました。
　また、令和7年度以降に更新工事を予定し
ている市内2箇所の工事設計を行いました。

b 一部達成

　災害に強く安定供給できる上水道施設
の整備を行うため、管路耐震化計画に基
づき、老朽化した重要管路の更新工事を
継続して進め、耐震化を図ります。

396,396 235,792
114

（再掲）

201

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
決算額
（千円）

R6年度
当初予算額
（千円）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策６．上水道の安定供給と下水処理の推進

施策（２）下水道の整備・充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

公共下水
道整備事
業

　生活環境の向上、公共用水域
の水質保全のため、公共下水道
の整備を行う。企業債、国庫補
助金等を効果的に活用しながら
早期の整備完了を目指すととも
に、公共下水道区域の将来像に
ついて再検証をしていく。ま
た、管路、ポンプ場等各施設の
更新や維持管理を計画的に実施
し、利用者への安定的なサービ
ス提供を行う。

下水道課

　椿山地区の汚水管渠実施設計委託に基づ
いて汚水管渠の工事を実施しました。
　蓮田駅東口黒浜線の汚水管渠の工事を実
施しました。
　高虫西部地区区画整理地内の汚水管渠の
実施設計業務を実施しました。
　ストックマネジメント計画に基づいて汚
水管渠の調査点検を実施しました。
　下水道施設の維持管理、修繕及び更新を
一体で民間に委託する「PPP」の導入に向け
た検討を行うものとして、官民連携基礎調
査業務を実施しました。

a 達成

　埼玉県施工の蓮田駅東口黒浜線道路築
造に併せて、引き続き汚水管渠の工事を
実施していきます。
　また、高虫西部地区区画整理地内の汚
水管渠実施設計委託に基づいて工事を実
施していきます。
　ストックマネジメント計画に基づい
て、汚水管渠の調査点検およびマンホー
ル蓋の交換、西新宿汚水中継ポンプ場に
関しては破砕機の交換を実施していきま
す。

883,361 831,681

農業集落
排水整備
事業

　農業用水の水質を保全し、農
業生産環境の改善を図るととも
に、地域の生活環境の向上と元
荒川や綾瀬川等の公共用水域の
水質保全を図る。

下水道課

　農業集落排水の各施設について、定時点
検の実施結果等を参考に適切な維持管理を
実施しました。
　上平野地区全体の管路施設および処理施
設の改築実施設計に基づいて、マンホール
蓋の交換および管路の布設替えを実施しま
した。

a 達成

　各施設の維持管理については、定時点
検の実施結果等を参考に、これまでどお
り適切に実施していきます。
　継続的な下水道サービスの提供のた
め、最適化構想に基づく処理施設の更新
を行っていきます。

166,526 142,793

合併処理
浄化槽設
置整備事
業

　し尿汲取り槽や単独浄化槽か
ら合併浄化槽へ転換するための
費用を補助することで、生活環
境の改善を図るとともに、適切
な維持管理を啓発し、元荒川や
綾瀬川等の公共用水域の水質浄
化及び水質保全を推進する。

下水道課

　合併処理浄化槽への転換補助金を6件行い
ました。
　ホームページや広報はすだ、チラシの配
布を通じて、浄化槽を使用されている方に
清掃・保守点検・法定検査（水質）の啓発
を行いました。

a 達成

　引き続き、単独浄化槽及び汲み取り便
槽から合併処理浄化槽への転換を促進し
ていきます。
　浄化槽を使用している方に浄化槽の適
切な維持管理について啓発を行っていき
ます。

9,817 7,195

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画 R6年度
決算額
（千円）

185
（再掲）

184
（再掲）

115
（再掲）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
当初予算額
（千円）

-122-



潤いのある快適なまちをつくる
政策７．公園の整備と緑地の保全

施策（１）魅力ある公園の整備

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

公園リノ
ベーショ
ン事業

　子育て世代や多世代間交流の
機会が図れるふれあい活動の場
となる空間や子どもの体力、探
究心及び創造性を向上させるこ
とのできる公園を整備する。ま
た、遊具や設備について安全点
検を行い、計画的に魅力あるも
のに刷新するなど、誰もが利用
しやすい公園へと整備し、多様
化するニーズに対応した総合公
園の計画など、新たな地域拠点
づくりを推進する。

みどり環境
課

　市民からの情報提供や、委託業者による
定期点検、公園巡回を行い、遊具や休憩施
設の点検や危険箇所の有無を確認し危険箇
所や老朽化修繕や撤去を実施しました。
　また、増え過ぎた、あるいは大きくなり
過ぎた園内樹木等の間引き、伐採を行い、
安全面に配慮した剪定等を行いました。
　公園内の施設について、堂山公園のトイ
レ整備工事は3月に完了し、明るく衛生的で
多目的トイレも利用できるようになったこ
とで、子育て世代など広く市民に利用しや
すく魅力的な公園となるよう取り組みまし
た。

b 一部達成

　引き続き定期的に公園の巡回点検を行
い、事故を未然に防げるよう努めます。
また、地元自治会や周辺住民の意見を聞
き、地元が望む公園のあり方に少しずつ
近づけていき、地元との協働管理を推進
します。
　公園内の遊具等について、改修・更新
を進めていきます。
　また、入札不調により未実施の松ケ崎
公園のあずまやと中谷公園のトイレ整備
工事について、早期に実施できるよう見
直しを行います。

148,085
（No.28と
同事業）

216,579

キッズ
パークは
すだ事業

　子育て世代や多世代間交流の
機会が図れるふれあい活動の場
となる空間や子どもの体力、探
究心及び創造性を向上させるこ
とのできる公園を整備する。ま
た、遊具や設備について安全点
検を行い、計画的に魅力あるも
のに刷新するなど、誰もが利用
しやすい公園へと整備し、多様
化するニーズに対応した総合公
園の計画など、新たな地域拠点
づくりを推進する。

みどり環境
課

　市民からの情報提供や、委託業者による
定期点検、公園巡回を行い、遊具や休憩施
設の点検や危険箇所の有無を確認し危険箇
所や老朽化修繕や撤去を実施しました。
　また、増え過ぎた、あるいは大きくなり
過ぎた園内樹木等の間引き、伐採を行い、
安全面に配慮した剪定等を行いました。
　公園内の施設について、堂山公園のトイ
レ整備工事は3月に完了し、明るく衛生的で
多目的トイレも利用できるようになったこ
とで、子育て世代など広く市民に利用しや
すく魅力的な公園となるよう取り組みまし
た。

b 一部達成

　引き続き定期的に公園の巡回点検を行
い、事故を未然に防げるよう努めます。
また、地元自治会や周辺住民の意見を聞
き、地元が望む公園のあり方に少しずつ
近づけていき、地元との協働管理を推進
します。
　公園内の遊具等について、改修・更新
を進めていきます。
　また、入札不調により未実施の松ケ崎
公園のあずまやと中谷公園のトイレ整備
工事について、早期に実施できるよう見
直しを行います。

148,085
（No.28と
同事業）

216,579

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）

R6年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

203

202

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策７．公園の整備と緑地の保全

施策（１）魅力ある公園の整備

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）

R6年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

公園整備
事業

　子育て世代や多世代間交流の
機会が図れるふれあい活動の場
となる空間や子どもの体力、探
究心及び創造性を向上させるこ
とのできる公園を整備する。ま
た、遊具や設備について安全点
検を行い、計画的に魅力あるも
のに刷新するなど、誰もが利用
しやすい公園へと整備し、多様
化するニーズに対応した総合公
園の計画など、新たな地域拠点
づくりを推進する。

みどり環境
課

　市民からの情報提供や、委託業者による
定期点検、公園巡回を行い、遊具や休憩施
設の点検や危険箇所の有無を確認し危険箇
所や老朽化修繕や撤去を実施しました。
　また、増え過ぎた、あるいは大きくなり
過ぎた園内樹木等の間引き、伐採を行い、
安全面に配慮した剪定等を行いました。
　公園内の施設について、堂山公園のトイ
レ整備工事は3月に完了し、明るく衛生的で
多目的トイレも利用できるようになったこ
とで、子育て世代など広く市民に利用しや
すく魅力的な公園となるよう取り組みまし
た。

b 一部達成

　引き続き定期的に公園の巡回点検を行
い、事故を未然に防げるよう努めます。
また、地元自治会や周辺住民の意見を聞
き、地元が望む公園のあり方に少しずつ
近づけていき、地元との協働管理を推進
します。
　公園内の遊具等について、改修・更新
を進めていきます。
　また、入札不調により未実施の松ケ崎
公園のあずまやと中谷公園のトイレ整備
工事について、早期に実施できるよう見
直しを行います。

148,085 216,579

自治振興課

　年2回、夏（6月）と冬（10月）に花を植
えるとともに、交通安全啓発看板を併せて
設置しました。水やり等の花の管理につい
ては、構成団体により実施されました。

a 達成
　引き続き、市内各所に四季折々の花を
植え、市と市民、関係団体、企業等が協
働して花と緑のまちづくりを行います。

0 0

みどり環境
課

　公園や広場などを管理している8団体に、
市が花苗等を配布し、団体が花苗を植えま
した。お互いに協働し、公園利用者が花や
緑を楽しめるように努めました。

a 達成

　花苗の植樹に協力してくれる団体に花
苗を配布し、引き続き花や緑のある公園
管理を継続します。また、今後もボラン
ティア団体を募るPRを強化していきま
す。

130 396

黒浜沼周
辺整備事
業

　黒浜沼(上沼)周辺の優れた自
然や貴重な歴史的環境を末永く
後世に残すため、緑のトラスト
保全第11号地として土地の保
全・整備を行う。

みどり環境
課

　田園風景を後世に残すため、水田ゾーン
で稲作作業を継続しました。
　景観維持のため、緑のトラスト保全第11
号地周辺及び駐車場の除草を行いました。

a 達成

　引き続き景観維持のため、除草作業や
稲作作業を継続します。
　今後のトラスト地の維持管理や活用方
法について、ボランティア団体と相談
し、方向性を検討します。

253 252
179

（再掲）

28
（再掲）

　市内各所に四季折々の花を植
え、市と市民、関係団体、企業
等が協働して花と緑のまちづく
りを行う。

177
（再掲）

花と緑の
まちづく
り事業
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潤いのある快適なまちをつくる
政策７．公園の整備と緑地の保全

施策（１）魅力ある公園の整備

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）

R6年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

みどり環境
課

　山ノ神沼の水辺地及びその周辺の水辺環
境保全のため、除草を行いました。

a 達成

　山ノ神沼の水辺地及びその周辺の水辺
環境保全のため、除草を行います。
　今後について関係各課と協議を進めて
いきます。

6,742 5,777

産業振興課

　山ノ神沼敬愛会と連携して湿生植物園等
の除草や駐車場に隣接している仮設トイレ
の清掃及びし尿汲み取りを行いました。
　また、同会がシラコバト賞を受賞したこ
とを受け、記念樹を植樹しました。

a 達成

　山ノ神沼の清掃及び除草等を実施する
山ノ神沼敬愛会に対し、活動報奨金を交
付することで、山ノ神沼の環境維持活動
を支援します。
　また、同会の活動と連携して、除草等
の施設管理や仮設トイレ等の関連施設の
維持管理を行います。

1,553 1,417

山ノ神沼
周辺整備
事業

180
（再掲）

　農業用水利施設として円滑に
機能するよう保全改修を行うと
ともに、気軽に自然や田園風景
を楽しめるような空間を創出す
る。
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潤いのある快適なまちをつくる
政策７．公園の整備と緑地の保全

施策（２）農地・緑地の保全と創造

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

生産基盤
整備促進
事業

　農業者が効率的で生産性の高
い農業経営を図るため、ほ場の
大型化や、担い手となる農業者
への農地の集積を促進する。

産業振興課

　地域ごとの農地の将来的な利用・あり方
を定める地域計画の策定に向け、農業振興
地域にある8地区中5地区（閏戸、駒崎、高
虫、江ヶ崎・笹山・黒浜、上平野）につい
て、協議の場を設け、閏戸及び駒崎地区で
地域計画を策定しました。

b 一部達成

　効率的な農業経営を図るため、地域計
画の未策定地区への情報提供や協議の場
の設定を行い、計画の早期策定を目指し
ます。
　また、地域計画を策定した閏戸地区と
駒崎地区についても、計画内容見直しの
ため会議開催などの支援を続けます。

0 0

ふれあい
農園管理
運営事業

　高齢化社会を背景にした生き
がいの創出や、農業に対する関
心の高まりを受けて実施してい
るふれあい農園の適切な管理運
営を行う。

産業振興課

　ふれあい農園の維持管理及び施設整備の
補修費用の安定確保を図るため、令和7年度
からの運用方法の見直し及び使用料の改定
について、利用者説明会及び意見交換を行
いました。

a 達成

　ふれあい農園について、設備の適切な
管理を行うとともに、利用更新回数の上
限設定など、運用方法の見直しや利用
ルールについて調査研究を行い、待機者
解消を目指すとともに、良好かつ公平な
運営に努めます。

668 610

交流ふれ
あい支援
事業

　耕作放棄地等の活用として、
コスモス・そば等の栽培に合わ
せて地元農産物の直売等のイベ
ントを行うことにより、各地域
の農業者と地域住民との交流を
図る活動の支援を行う。

産業振興課

　コスモスまつり（江ヶ崎・閏戸）、黒浜
そばまつりといった市内農業者と地域住民
が交流するイベントの開催に際し、資材の
貸し出しや補助金の交付を行いました。

a 達成

　各地区の農業者と地域住民との交流を
図る活動により、地域住民に農業に対す
る理解や関心を深めてもらうため、各地
区のイベント活動の開催支援を継続しま
す。

1,190 271

貸農園事
業

　民間事業者と連携し、貸農園
事業を行う。蓮田スマートイン
ターチェンジを活用して都市住
民に訪問してもらい、農業体験
を提供する。

産業振興課

　農業委員会実施の農地に関する「利用意
向状況調査」の集計結果等を活用し、ス
マートインターチェンジ周辺地権者の意向
を確認しました。

a 達成

　他市町村で行われている貸農園事業に
ついて、スマートインターチェンジ周辺
を活用した貸農園の設置状況などを調査
し、引き続き実現可能性について研究し
ます。

0 0

基本政策５

主要事業
№

R6年度
当初予算額
（千円）

R6年度
決算額
（千円）

174
（再掲）

166
（再掲）

170
（再掲）

171
（再掲）

ＰＬＡＮ
第５次総合振興計画 ＤＯ

（R6年度中に実施したこと）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＣＨＥＣＫ
（評価）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（１）地域コミュニティの活性化

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

コミュニ
ティ活動
への支援
事業

　各分野にわたる市内の団体で
構成された蓮田市コミュニティ
づくり推進協議会が行う活動に
対し、補助金を交付する。

自治振興課

　各分野にわたる市内の団体で構成された
蓮田市コミュニティづくり推進協議会（以
下コミ協）が行う活動に対し、補助金を交
付しました。コミ協では、5月12日にふるさ
と水辺ウォークの実施、10月13日にやさし
さいきいきフェスティバルでのステージ運
営、春秋の花いっぱい運動の実施等の事業
が行われました。

a 達成

　引き続き、蓮田市コミュニティづくり
推進協議会に補助金を交付することで、
各分野にわたる市内の団体で構成された
団体の活動支援及び交流を促進していき
ます。

1,200 1,200

自治会の
活動支援
事業

　協定に基づく行政協力の円滑
な実施を図るため、行政協力に
対する交付金を自治会に交付す
る。また、自治会活動の活性化
を図るため、蓮田市自治連合会
が行う事業や自治会活動の拠点
となる自治会館等の施設の建築
費、補修費に対して、補助金を
交付する。

自治振興課

　行政協力に対する交付金を92自治会、6連
絡班に交付しました。自治会館補修等の補
助事業については、令和6年度は3自治会
（根金1,2区、南新宿自治連絡協議会、蓮田
市栄町）に対し交付しました。

a 達成

　自治会及び連絡班へ、円滑な行政協力
の実施に向け、適正に交付金を交付しま
す。また、自治連合会への補助を継続し
て実施していきます。
　地域活動の拠点となる自治会館修繕の
補助事業については、4件（城自治連合
会、長崎第二自治会、御前橋自治会、椿
山自治連合会）への交付を予定していま
す。

19,986 19,119

基本政策６

主要事業
№

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）第５次総合振興計画

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

79
（再掲）

204

R6年度
決算額
（千円）

R6年度
当初予算額
（千円）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（２）市民活動・NPO 活動の支援

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

ＮＰＯ・
市民活動
支援事業

　NPO・市民活動の活性化を図る
ため、西新宿会館内に活動拠点
として設置している市民活動ひ
ろばの運営等を支援する。

自治振興課

　西新宿会館を多くの市民団体にご利用い
ただきました。市民活動ひろば内の印刷
機・複合機についても、市内団体等にご利
用いただきました。また、運営については1
団体に協力をいただきました。

b 一部達成

　「市民活動ひろば」の管理運営に協力
いただける市民活動サポーター団体の登
録を利用団体に呼びかけます。総会資料
の印刷など、自治会の利用機会が多いの
で、今後も自治会へ周知を行い、利用促
進を図ります。
　今後の西新宿会館の管理運営に関して
地域住民や利用者からの意見を伺いま
す。

541 498

市民協働
推進事業

　市民が主体の新たな市民活動
が、市民と行政との協働事業に
つながるよう、各種市民活動団
体との協働を推進する。

自治振興課

　自治連合会をはじめとした市民団体の活
動を支援しました。自治連合会では、自治
会優待カード配布事業、各自治会でのイベ
ント事業補助等の新規事業が実施されまし
た。

a 達成
　引き続き、自治連合会をはじめとした
市民団体と行政との協働を図ります。

0 0

市民イベ
ント等支
援事業

　蓮田ランタイズ主催蓮田マラ
ソン・スイーツバトル等、市民
団体が自主的に開催するイベン
ト等を支援し、交流人口の増加
を図る。

政策調整課

　蓮田マラソンは令和5年度に実施した第10
回大会を最後に実行委員会が解散となった
ため、令和6年度の実施はされませんでし
た。

c 未達成
　市民イベントがある場合は支援し、交
流人口の増加を図ります。

0 0

地域で支
える子育
て支援事
業

　地域に開かれた公立保育所を
目指し、地域住民との交流イベ
ントやサポーターを養成するイ
ベントを開催するほか、子育て
支援センターや子育て広場と連
携し、子育てを地域全体で支え
る。

保育課

　各保育園で地域交流会を開催しました。
　地域子育て支援拠点や児童センターで
は、季節の行事やイベントを開催しまし
た。

a 達成

　引き続き、各保育園で地域交流会を開
催していきます。また、地域子育て支援
拠点や児童センターにおいて、季節の行
事やイベントを開催し、子育て中の親子
等を支援します。

0 0

R6年度
当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

206

205

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

42
（再掲）

207

R6年度
決算額
（千円）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（２）市民活動・NPO 活動の支援

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

R6年度
当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ
R6年度
決算額
（千円）

子ども支援
課

　「子育てコンシェルジュのはじめまし
て」や「家庭教育支援チームによるちょっ
とほっとタイム」などの子育てイベントを
開催することで、子育て世帯の交流を促進
し、サークルづくりのきっかけを創出しま
した。

a 達成
　引き続き、子育てサークル活動の活性
化を図るためのイベントを実施し、サー
クル活動の育成を図ります。

0 0

社会教育課
　子育てサークル育成支援として、7月に4
回にわたって「元気になれる子育て講座」
を開催しました。

a 達成

　令和6年度の参加者減（親子3組）を踏
まえ、子育て講座の内容変更や見直しを
行うとともに、継続実施の有無を検討し
ていきます。

30 20

子ども支援
課

　家庭教育学級を支援するほか、子育てで
つながろうMiNiフェスタなどの親子で参加
できるイベントの開催を支援しました。ま
た、「学校を休みがちな子をもつ親のつど
い」を月に2回開催し、当事者同士の対話に
より、子育ての不安や悩みの解消を目指す
活動を実施しました。

a 達成

　引き続き家庭教育学級を支援するほ
か、地域で活動する子育て支援団体の
ネットワークを強化できるイベントの開
催に取り組みます。

15 15

社会教育課
　蓮田市子ども会育成連絡協議会に対し
て、「蓮田市社会教育関係団体に対する補
助金」を交付しました。

a 達成
　蓮田市子ども会連絡協議会に対して補
助金を交付し、活動の支援を行います。

720 720

43
（再掲）

子育て
サークル
の育成支
援事業

　子育てサークル育成のため、
子育てに関する講座を実施し、
活動の場や情報の収集・提供の
充実を図る。子育て支援セン
ターや児童センター等を利用す
る親子に対し、サークルづくり
の案内を行うとともに、会議室
の団体利用等子育てサークルの
活動支援を行う。また、子育て
サークルの活性化を促進する研
修を充実させ、指導者の育成を
図る。

44
（再掲）

子育て活
動促進事
業

　保護者同士の交流を図ること
で、子育ての不安や悩みが解消
できるよう、親子で参加できる
イベントの開催や家庭教育学級
活動を支援する。また、子ども
会活動等、地域で活動する関係
機関を支援することで、地域の
絆の深まりや教育力の向上につ
なげる。
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（２）市民活動・NPO 活動の支援

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

R6年度
当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ
R6年度
決算額
（千円）

母子愛育
会活動支
援事業

　地域での母と子の健康づくり
と子育て支援を目的に活動して
いる母子愛育会の活動を周知
し、支援を行う。

子ども支援
課

　本部会議やイベント担当者の打ち合わせ
に出席し、会の運営やイベント企画につい
ての助言や支援を行いました。また、会員
が参加するイベントに参加し、会の運営支
援や相談支援を行いました。
　愛育会としての公式LINEを活用し、会員
に向けてタイムリーな情報提供を行いまし
た。
　愛育だよりの作成に対して助言、原稿の
確認を行い、年度末には愛育会から会員に
愛育だよりを郵送しました。

a 達成

　妊娠届出受理時や乳幼児健診、新生児
訪問等あらゆる機会を捉えて母子愛育会
のPRに努めていきます。また、子育てコ
ンシェルジュなど関係機関等とも連携し
て事業を実施していきます。
　事務局として、愛育会への支援体制を
継続していきます。

821 821

社会教育課

　小学生とその保護者を対象に、「“イセ
キ”で遊ぼう！秋のウォークラリー」を開
催し、自然や歴史と触れ合う機会を提供し
ました。
　また、市内小学校4校において「放課後子
供教室」を開催し、児童と地域住民の交流
の機会としました。
　蓮田市子ども会育成連絡協議会に対し
て、「蓮田市社会教育関係団体に対する補
助金」を交付しました。

a 達成

　今後も親子で参加できるイベントの企
画・開催に努めます。
　また、蓮田市子ども会連絡協議会に対
して補助金を交付し、活動の支援を行い
ます。

0 0

文化スポー
ツ課

　パルシーでは大規模改修等に伴い活動場
所が制限された中で、中学校体育館を利用
してレクリエーション大会、自治会館を利
用してボッチャ教室を開催しました。ハス
トピアでは、子ども向けの事業を企画し親
子で楽しめるコンサートや公演を実施しま
した。

a 達成

　引き続き多世代が参加、地域交流でき
るイベントの企画や、親子で参加して楽
しめるイベントを検討・実施していきま
す。

0 0

　親子で参加できるイベントの
開催や子ども会などの地域活動
を支援し、交流機会の充実を図
る。

45
（再掲）

47
（再掲）

地域交流
機会の創
出
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（２）市民活動・NPO 活動の支援

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

R6年度
当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ
R6年度
決算額
（千円）

地域ぐる
みの子ど
も安全推
進事業

　登下校時の児童・生徒の安全
を確保するため、学校とスクー
ルガード・リーダーを中心とし
た見守り活動の組織等との連携
により、地域防犯体制を確立す
る。

学校教育課

　登下校時の児童生徒の安全を確保するた
めの組織や小・中学校間の連携を強化しま
した。
　防犯行政無線（子どもの声による防犯啓
発放送）を実施しました。
　避難訓練や安全教室の確実に実施しまし
た。

a 達成

　引き続き、防災無線の活用を行いま
す。
　スクールガード・リーダーの方々を中
心にした登下校の見守りを継続して行い
ました。

50 50

福祉課

　蓮田市社会福祉協議会において、施設等
へのボランティア派遣や「はすだ地域支え
あいサービス」、「ひとり暮らし高齢者等
見守り事業」のサービス提供を実施しまし
た。
　施設等へのボランティア派遣件数は徐々
にではあるが、増加傾向にあります。

a 達成
　引き続き、社会福祉協議会が行う地域
福祉事業の実施、地域活動・ボランティ
ア活動の推進等を支援していきます。

0 0

長寿支援課

　老人クラブやシルバー人材センターが実
施する清掃活動や防犯パトロール等の地域
活動に対して、活動体制の整備等の支援を
行うことにより、地域福祉の向上に努めま
した。

a 達成
　引き続き、老人クラブやシルバー人材
センターが行う地域活動や社会貢献活動
を支援していきます。

0 0

69
（再掲）

81
（再掲）

地域活
動・ボラ
ンティア
活動の推
進事業

　地域を基盤に活動するさまざ
まな団体やボランティア等が活
動しやすい環境を整備し、活動
を推進する。地域の老人クラブ
においては、自主的な清掃活動
等に対する支援を行い、地域福
祉の向上を図る。
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（２）市民活動・NPO 活動の支援

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

R6年度
当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ
R6年度
決算額
（千円）

福祉課

　蓮田市社会福祉協議会において、地域ボ
ランティア講座を開催し、8名の参加者のう
ち7名が新規ボランティアとして活動してい
ます。

a 達成
　引き続き、社会福祉協議会が行う地域
福祉事業の実施、地域活動の担い手育成
を支援していきます。

0 0

長寿支援課
　寿大学を開催し、地域の人材育成に努め
ました。

a 達成
　寿大学を開催し、引き続き地域での
リーダー育成を支援します。

0 0

学校教育課

　社会科の学習において、地域の工場や店
について、地域の公共施設（市役所・図書
館・ハストピア・パルシー等）の機能や場
所について学習をしました。
　2月6日にハストピアにてキャリアアップ
講演会を実施しました。

a 達成
　次年度の講師について、派遣依頼等を
円滑に進めます。

0 0

ハストピ
アサポー
ターズ事
業

　総合文化会館が行う事業を市
民組織であるハストピアサポー
ターズと協働で推進するととと
もに、人材の育成・支援等を行
う。

文化スポー
ツ課

　自主事業での運営サポート、サポーター
ズ企画運営によるハストピアフェスティバ
ルを開催しました。
　サポーターズ活動について、内部での意
思統一が図られ、自主性も生まれてきまし
た。

a 達成

　引き続き家庭教育学級を支援するほ
か、地域で活動する子育て支援団体の
ネットワークを強化できるイベントの開
催に取り組みます。

15 15

スポー
ツ・レク
リエー
ション普
及事業

　スポーツ推進委員・スポーツ
協会・スポーツ少年団・レクリ
エーション協会等によるスポー
ツ振興を支援する。また、各種
団体で構成される実行委員会が
実施するはすだスポーツフェス
タ及び市主催のスポーツ観戦事
業、スポーツ教室などを通じ、
市民スポーツ参加の機会をつく
る。

文化スポー
ツ課

　スポーツ推進委員連絡協議会による「さ
いかつぼーる体験教室」、「ZUMBA教室」や
「ハイキング教室」等の事業を計16回実施
しました。また、レクリエーション協会に
よるレクリエーション大会を行うなどス
ポーツイベントを実施しました。
　市主催事業及び蓮田スポーツフェスタ
は、パルシー改修工事につき、開催中止と
なっています。

a 達成
　引き続き、スポーツ・レクリエーショ
ンの普及事業を推進していきます。

1,637 1,228
146

（再掲）

138
（再掲）

82
（再掲）

地域活動
の担い手
の育成事
業

　地域活動の担い手や地域の
リーダーとなる人材の育成を図
る。
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（２）市民活動・NPO 活動の支援

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

R6年度
当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ
R6年度
決算額
（千円）

はすだ
Futureプ
ロジェク
ト支援事
業

　映画製作を通して、ひとづく
り・まちづくりを行うはすだ
Futureプロジェクトを支援す
る。はすだ観光協会とはすだ
Futureプロジェクトが統合され
本事業は完了した。

産業振興課 事業完了

自治振興課

　年2回、夏（6月）と冬（10月）に花を植
えるとともに、交通安全啓発看板を併せて
設置しました。水やり等の花の管理につい
ては、構成団体により実施されました。

a 達成
　引き続き、市内各所に四季折々の花を
植え、市と市民、関係団体、企業等が協
働して花と緑のまちづくりを行います。

0 0

みどり環境
課

　公園や広場などを管理している8団体に、
市が花苗等を配布し、団体が花苗を植えま
した。お互いに協働し、公園利用者が花や
緑を楽しめるように努めました。

a 達成

　花苗の植樹に協力してくれる団体に花
苗を配布し、引き続き花や緑のある公園
管理を継続します。また、今後もボラン
ティア団体を募るPRを強化していきま
す。

130 396

177
（再掲）

花と緑の
まちづく
り事業

　市内各所に四季折々の花を植
え、市と市民、関係団体、企業
等が協働して花と緑のまちづく
りを行う。

162
（再掲）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策２．情報共有・情報発信

施策（１）情報公開の充実・個人情報の保護

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

情報公開
制度の充
実

　知る権利の行使である公文書
の情報公開請求に対しては、個
人情報保護の徹底とのバランス
など考慮しつつ、時代の変化に
応じた積極的な公開を行う。職
員全員が情報公開、個人情報保
護の理解を深め、有効な情報提
供を行う。また、情報公開請求
に迅速に対応できるよう文書管
理面の強化を図る。

庶務課

　令和6年度における「行政資料目録」を作
成し、行政資料コーナーに設置しました。
　また、情報の公開を求めて窓口に来た来
庁者には、開示を望んでいる情報の具体的
内容を聞き、該当所管課と調整するととも
に、個人情報の保護を図りながら積極的な
情報提供の案内を行いました。
　なお、令和6年度の情報公開請求の請求件
数は96件で、決定の内訳は、開示55件、部
分開示39件、不開示2件であり、不開示決定
した理由は、請求に係る公文書が存在しな
かったため又は事務事業執行情報に該当す
ることによるものでした。また、令和6年度
の市の機関に対する個人情報の開示請求は
21件でした。

a 達成
　引き続き、市民の利用しやすい行政資
料コーナーを目指し、充実を図ります。

289 0

情報セ
キュリ
ティ対策
の整備

　市の情報資産を安心・安全に
管理するため、最新の情報通信
技術の動向等を的確にとらえ、
情報セキュリティ対策を進め
る。情報セキュリティ基本方針
及び情報セキュリティ対策基準
の見直しを随時行うとともに職
員の情報セキュリティ意識の向
上を図るため、情報セキュリ
ティ研修を実施する。

デジタル推
進課

　埼玉県自治体情報セキュリティクラウド
に参加し、インターネットと庁内ネット
ワークの分離や、メール及びファイルの無
害化処理等の高度なセキュリティ対策を行
いました。全職員を対象とした情報セキュ
リティ研修を、eラーニングにより全職員が
受講し修了しました。
　また、ITアドバイザーを講師に招き、講
義形式の研修会も実施しました。
　更に、情報セキュリティ対策の一環とし
て、国のガイドラインに沿ったセキュリ
ティポリシーの全面改定を行いました。

a 達成

　引き続き、埼玉県自治体情報セキュリ
ティクラウドに参加し、インターネット
と庁内ネットワークの分離やメール及び
ファイルの無害化処理等の高度なセキュ
リティ対策を行います。総務省及び地方
公共団体情報システム機構が提供する情
報セキュリティ研修を、eラーニングに
より実施します。
　また、ITアドバイザーを講師に招き、
講義形式の研修会も開催する予定です。

2,820 2,819
121

（再掲）

208

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） R6年度

決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
R6年度

当初予算額
（千円）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策２．情報共有・情報発信

施策（２）地域情報化の推進

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

蓮田市都
市計画図
基本図作
成事業

　蓮田市都市計画基本図を修正
するほか、用途地域を含む地域
地区の変更や地区計画の決定等
に伴い、都市計画図を修正印刷
する。

都市計画課
　高虫西部地区の都市計画変更を反映した
都市計画図の修正を行い、都市計画図の印
刷を行いました。

a 達成
　次回の都市計画基本図の更新に向け、
修正内容の整理を行っていきます。

0 440

公開型地
理情報シ
ステム整
備事業

　DXの推進による市民サービス
の向上を図るため、蓮田市公開
型地図情報システムの公開デー
タを追加・修正するとともに、
3D化した都市モデルを利活用す
るためのシステム構築を行う。

都市計画課

　都市計画変更された高虫西部地区や新た
に発行した洪水ハザードマップに関する情
報など、公開型地図情報システムに搭載し
ている行政情報の更新を行うとともに、3D
都市モデルの効率的な活用に向けた庁内向
け勉強会を実施しました。

a 達成

　引き続き、公開型地図情報システムの
管理や情報の更新を適切に行っていくと
ともに、統合型GISや3D都市モデルの活
用について、県や民間事業者と支援を受
けながら検討を続けてまいります。

3,098 3,025

情報化推
進事業

　全ての児童・生徒が情報を主
体的に収集・選択・活用・発信
し、豊かな創造性と応用力を育
成できるようにするために、情
報通信技術(ICT)を活用した教育
の充実に努める。

学校教育課

　ICT教育に関しての教職員向けの研修会を
実施しました。
　蓮田中央小学校の増築に伴い、ネット
ワーク整備工事を行い、教育環境を整えま
した。
　タブレット端末に不具合が生じた際は修
理対応するなど迅速に対応し教育が止まる
ことのないよう努めました。

a 達成

　児童、生徒及び教職員が使用している
タブレット端末の更新を行い、より高度
な学習に対応するICT教育環境を整備し
ます。

73,622 77,467

情報伝達
体制整備
事業

　災害時における情報伝達体制
の整備として、防災行政無線の
維持管理を行うとともに、新規
の防災行政無線の増設には設置
場所等の課題があるため、安心
安全メールを周知徹底し、登録
者の増加を図ることで難聴区域
の解消につなげる。また、デジ
タル化を実施した移動系防災行
政無線等のあらゆる情報機器を
活用して、情報伝達体制の強化
を図る。

危機管理課
　防災行政無線更新工事に係る実施設計委
託を行いました。

a 達成

　防災行政無線の次期システムについ
て、難聴区域の解消に向けた高性能ス
ピーカーの導入を設計に組み込み、音声
到達エリアの拡大を行っていきます。ま
た、戸別受信機の対応区域やSNS連携の
拡大を図っていきます。

15,875 23,688

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
R6年度

当初予算額
（千円）

R6年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

120
（再掲）

67
（再掲）

31
（再掲）

209

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策２．情報共有・情報発信

施策（３）広聴・広報の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

政策調整課

　新たなふるさと納税ポータルサイト
「JREMALL」を6月から導入しました。
　新たな返礼品として市内飲食店の食事券
等を追加しました。
　企業版ふるさと納税として5社より寄附を
いただきました。

a 達成

　市の特産品を全国に発信するために、
ふるさと納税の記念品の充実を図りま
す。
　記念品の安定供給と新商品の開拓及び
新規協力事業者の確保を行います。

11,140 11,194

広報広聴課

　公式InstagramやYouTubeでは動画による
発信を増やしました。また、SNS、公式ホー
ムページ、テレビ埼玉データ放送等の媒体
を活用し、市政情報、イベント情報、市の
様々な情報や魅力を発信することができま
した。
　また、蓮田駅の発車メロディをオリジナ
ルメロディとして通年で使用しました。

b 一部達成
　各種事業やイベント等に関することに
ついて、今後も様々な媒体を活用し、多
角的に市の魅力を発信していきます。

691 690

広報広聴課

　はすぴぃお誕生会をハストピアで開催し
ました。イベントに合わせて、来場者限定
グッズの作成や他県・他市町村（計7市町
村）のキャラクターを招待したことで、300
人超のかたが来場しました。はすだ広報大
使には、日ごろの活動を通して市内外に向
けて蓮田市をPRしてもらいました。また、
並木のり子さんとYURiKAさんを活用し、広
報はすだ1月号の特集ページを作成しまし
た。

b 一部達成

　引き続き、はすぴぃ及び広報大使を活
用したイベント等への積極的な参加、
SNSでの発信、各種メディアへの露出、
その他の発案をもって、シティセールス
を推進します。

2,349 2,150

産業振興課

　日の丸サンズ（株）が制作した、はす
ぴぃグッズをはすだ観光協会が、はすだ市
民まつり、うたやの森フェスティバル、商
工祭さくらまつりなど市内外のイベントで
販売しました。

a 達成

　市内外のイベント等において、はす
ぴぃグッズの販売を行うとともに、シ
ティセールスを行います。
　観光協会が実施する事業の支援を行っ
ていきます。

1,000 1,000

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
当初予算額
（千円）

210

211

マスコッ
トキャラ
クターや
広報大使
を活用し
たシティ
セールス
推進事業

　関係団体等と連携し、マス
コットキャラクターはすぴぃの
着ぐるみ、グッズ、デザインや
はすだ広報大使を活用し、市の
PRを市内外で積極的に行う。ま
た、はすだ観光協会が製作して
いるはすぴぃグッズをふるさと
納税記念品として登録し、市及
び観光協会のPRを行う。

シティ
セールス
の推進

　ふるさと納税の記念品の充実
を図り、市の特産品を全国に発
信していく。SNSや公式ホーム
ページを活用した情報発信、蓮
田駅オリジナル発車メロディの
設定や蓮田探検ガイドツアーの
実施、テレビ埼玉のデータ放送
を活用した情報発信など、より
広く市のPR、魅力発信を行う。
さらに、市の発展につながる学
習施設について研究する。
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策２．情報共有・情報発信

施策（３）広聴・広報の充実

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
当初予算額
（千円）

パブリッ
クコメン
ト制度の
充実

　市民と行政の協働によるまち
づくりを推進するため、関係す
る各課にパブリックコメントの
実施を働きかけ、市の基本的な
施策に関する計画や条例の策定
段階で市民から意見を募集す
る。また、パブリックコメント
の意義、手法などについて、庁
内に周知する。

広報広聴課

　計画（案）3件に対して、4名から意見が
寄せられました。当制度は、対象となる計
画及び条例に影響する重要な制度のため、
担当課が制度の趣旨及びルールを順守し、
しっかりと実施するよう、庁内への啓発の
事務連絡を複数回実施しました。また、制
度要綱の一部改正を行い、表現が分かりづ
らい箇所について明確化し、統一して業務
が行われるよう改善しました。

a 達成

　市の基本的な施策に関する計画等を作
成する過程における公正の確保と透明性
の向上を図るとともに、市民との協働に
よる開かれた市政を推進するため、引き
続きパブリックコメントを実施していき
ます。また、当制度が適正に運用される
よう、庁内に制度の趣旨や手続きのルー
ルについて、啓発を継続的に実施しま
す。

0 0

政策調整課 ※広報広聴課に記載のとおり。 - ※広報広聴課に記載のとおり。 0 0

広報広聴課

　昨年度、全面リニューアルを実施した
「蓮田市魅力PRサイト」についてレイアウ
トの変更や内容の更新を行い、魅力的なサ
イトとなるよう努めました。また、アクセ
ス数の増加を図るため、市内で開催される
イベントの情報及び直近で開催されたイベ
ントの様子を掲載しました。

a 達成
　記事・写真の充実に加え、担当課と連
携しながら内容の更新を適宜行い、より
充実した内容を掲載していきます。

2,365 2,365

6
（再掲）

定住・子
育て応援
促進サイ
トの運営
事業

　市魅力PRサイト(旧定住促進サ
イト「ちょうどいい蓮田」)につ
いて、アクセス数の増加を図る
ため、内容を充実させていく。

212
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策３．健全・効果的な行財政運営

施策（１）計画的・効率的な行財政運営

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

行政改革
等推進事
業

　第8次行政改革大綱及び蓮田市
第8次行政改革実施計画に基づ
き、効率的・効果的な行政運営
を推進する。

政策調整課

　7月30日に開催した行政改革推進委員会に
おいて、第8次行政改革実施計画の進行管理
について説明し、委員から意見等を聴取し
ました。

a 達成
　第8次行政改革大綱及び実施計画の進
行管理を行い、効率的・効果的な行政運
営を推進していきます。

100 38

人材育成
推進事業

　人づくり広域連合研修や三市
一町共同研修への参加を通じ
て、市職員としての意識改革を
図り、接遇・資質の向上を目指
す。職場環境づくりの方策とし
て、メンタルヘルス相談・スト
レスチェックを行い、健康的に
働ける職場づくりに努める。

秘書課

　それぞれの職位に応じた知識・スキルの
習得を目的として、人づくり広域連合や三
市一町共同研修会主催の研修に職員を派遣
しました。
　毎月1回、産業医による健康相談を実施
し、職員の健康面をサポートしました。
　併せて、精神面でも不調を未然に防げる
よう、電話及びメールによる相談を常時実
施するとともに、毎月1回、カウンセラーに
来庁いただき面接相談の機会を設けまし
た。
　また、ストレスチェックを実施し、高ス
トレス判定者に対しては、産業医による面
接相談の案内を行い、希望者には産業医に
よる面談を実施しました。

a 達成

　引き続き研修には積極的に職員を参加
させ、職員のスキルアップ及び意識向上
へと繋げていきます。
　産業医健康相談やメンタルヘルス相談
は今後も継続して実施していくことで、
職員の健康面のサポートを行っていきま
す。
　併せて、メンタルヘルス不調の未然防
止を目的にストレスチェックも継続して
実施していきます。
　また、心の病が原因で休職となってい
る職員に対しては、定期的な本人との面
談や主治医への意見聴取、専門家への相
談などを実施し、本人と一緒に復職に向
けて進んでいけるよう取り組んでいきま
す。

5,692 5,178

財政健全
化事業

　総合振興計画を着実に推進で
きるように、財政健全化に努め
る。将来負担比率と実質公債費
比率のバランスを考慮し、借入
れをする場合には、借入れの利
率と償還年数、年度ごとの償還
額に留意するとともに、できる
限り交付税措置のある起債を選
択するなど、次世代へ過度の負
担にならないように努める。

契約財政課

　借入利率と償還年数に留意した市債の借
入れにより公債費や市債残高の抑制を図る
とともに、できる限り交付税措置のある市
債を選択し、財政の健全化に努めました。
　今後の市債の償還に備えて、減債基金に4
億円の積立てを行いました。
　国の統一的な基準による財務4表は3月25
日に公表しました。
　経常収支比率は、成果目標は88.0%として
いますが、令和6年度決算は91.5%でした。

b 一部達成

　令和7年度（当初予算額2,267,900千
円）借入する際には、借入利率や償還年
数、事業進捗による借入限度額の増減に
留意するとともに、交付税措置がある市
債の借入を優先し、後年度負担が過大に
ならないように努めます。

1,020 627

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画

214

215

R6年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

213

ＰＬＡＮ
R6年度

当初予算額
（千円）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策３．健全・効果的な行財政運営

施策（１）計画的・効率的な行財政運営

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画 R6年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
R6年度

当初予算額
（千円）

総合行政
システム
整備事業

　総合行政システムの安定稼働
とノンカスタマイズの堅持を継
続する。行田市との自治体共同
クラウド方式により、安定した
サービスとコストの削減を図
る。令和7年度末までに自治体情
報システムの標準化に向けて取
り組む。

デジタル推
進課

　ノンカスタマイズ運用を堅持し、効率的
な総合行政システムの運用を行いました。
また、行田市との埼玉県自治体共同利用シ
ステム連絡会を定期的に開催し、構成団体
との強化を図っております。また、自治体
情報システムの標準化については、主に各
課の業務ごとにFit&Gap分析を実施しまし
た。

a 達成

　引き続き、ノンカスタマイズの方針を
継続します。また、自治体共同クラウド
の構成団体である行田市との連携を密に
し、総合行政システムの安定した運用と
コストの削減を図ります。
　また、自治体情報システムの標準化に
ついて、国の動向に注視しながら適切に
対応していきます。

246,222 242,366216
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策３．健全・効果的な行財政運営

施策（２）施設の計画的な管理

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

庶務課
　計画の進行管理を行うため、施設所管課
に対し計画に基づく実績の取りまとめを行
いました。

a 達成

　引き続き、蓮田市公共施設総合管理計
画及び蓮田市公共施設個別施設計画に基
づいた運用を行うため、関係各課と連携
し、進行管理を行っていきます。

0 14,784

関係各課
（長寿支援
課）

　老人福祉センターの修繕・調査として、
井戸ポンプ配管漏水修繕、雨樋及び排水溝
修繕、井水ポンプの漏電調査、・井水水質
検査51項目を行いました。
　毎月、指定管理者と調整会議を行い、情
報共有に努めました。

a 達成

　利用者の安全配慮、利便性向上のた
め、指定管理者と連携しながら、計画的
に修繕等を行い、施設の維持管理に努め
ます。

0 0

関係各課
（教育総務
課）

　「蓮田市立小中学校施設長寿命化計画」
に基づき、学校施設の維持管理を行いまし
た。

a 達成

　引き続き、「蓮田市立小中学校施設長
寿命化計画」を基に、計画的な維持管理
を実施するため、関係各課と情報共有を
行い、計画的に改修を進めます。また、
「蓮田市立小中学校施設長寿命化計画」
を含めた今後の大規模工事の優先順位な
どの計画の修正等について検討及び研究
を行います。

0 0

関係各課
（社会教育
課）

事業完了

関係各課
（文化ス
ポーツ課）

　蓮田市総合市民体育館大規模改修及びサ
ブアリーナ増築工事（建築工事、電気設備
工事、機械設備工事）を発注しました。

a 達成

　総合市民体育館については、大規模改
修及びサブアリーナ増築工事を進めてい
きます。
　総合文化会館については、総合管理計
画等に基づき、良好な施設の維持管理に
努めます。

0 0

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画 R6年度
決算額
（千円）

　蓮田市公共施設等総合管理計
画及び蓮田市公共施設個別施設
計画の方針に基づき、総合的か
つ計画的な維持管理を行う。総
合市民体育館中長期保全計画に
より、総合市民体育館の大規模
改修及びサブアリーナの建設を
推進する。

インフラ
維持管理
の効率的
なマネジ
メントの
実施

217

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
当初予算額
（千円）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策３．健全・効果的な行財政運営

施策（３）民間活力の導入

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

中央公民
館パーキ
ングシス
テム導
入・活用
事業

　民間活力の導入による効率的
な行財政運営実現のため、令和6
年度より有料駐車場として供用
開始する。パーキングシステム
導入により、市の財源確保に努
める。

社会教育課

　令和6年4月から市営駐車場を供用開始し
ました。市営駐車場管理運営業務委託契約
を締結、適正な管理運営を行いました。一
方、市営駐車場整備工事に係る環境事後調
査業務委託、また市営駐車場工事に係る物
件調査業務委託を実施しました。

a 達成

　令和7、8、9年度の市営駐車場管理運
営業務委託(長期継続契約)の契約締結を
行い、引き続き適正な駐車場の管理運営
を行っていきます。

9,681 6,986

小・中学
校水泳指
導民間連
携事業

　学校における水泳の授業につ
いて、民間施設の使用、バスに
よる送迎、水泳授業における補
助指導等を行う。

教育総務課
　黒浜中学校・蓮田南中学校・蓮田中学校
において水泳指導民間業務委託を実施しま
した。

a 達成

　引き続き、次年度も黒浜中学校・蓮田
南中学校・蓮田中学校について学校・事
業者と実施方法や日程等を調整、協議
し、水泳指導民間業務委託を継続して行
います。
　また、学校・事業者と調整を行いなが
ら更なる対象校の拡大についても検討し
ます。

12,620 12,595

基本政策６

主要事業
№

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

218

R6年度
決算額
（千円）

53
（再掲）

第５次総合振興計画
ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
R6年度

当初予算額
（千円）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策３．健全・効果的な行財政運営

施策（４）行政組織の効率化・人材育成

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

政策調整課

　令和5年2月に改訂された「蓮田市定員適
正化計画（第4次）」に基づき進行管理を行
いました。
　令和7年4月1日時点の実績は489人であ
り、定員適正化計画の目標数値500人に対し
て11人不足していました。

c 未達成

　職員の心身の健康やモチベーション向
上、質の高い行政サービスを安定的に提
供していくため、効率的な行政運営と計
画に沿った人員配置を行います。
　第4次計画は令和7年度をもって計画期
間が終了となるため、第5次計画の策定
を進めます。

0 0

秘書課

　定員適正化計画に沿った計画的な職員採
用に努めましたが、専門職の応募が少な
かったことなどにより、計画より少ない職
員数となりました。
　女性活躍推進法、次世代育成支援対策推
進法に基づきそれぞれ策定した、蓮田市特
定事業主行動計画に基づき、女性職員の活
躍と子育てしやすい職場環境づくりを推進
しました。
　また、定年延長制度により役職定年と
なった職員を効果的に活用するため、適正
な人事配置を行いました。

b 一部達成

　引き続き、定員適正化計画に基づいた
計画的な職員採用を実施していきます。
　再任用職員及び会計年度任用職員につ
いては、それぞれの経験や知識・技能を
もとに適正な配置を行います。
　定年延長制度により役職定年となった
職員の効果的な活用を図ります。
　各特定事業主行動計画の進行管理を
行っていきます。

38,493 37,210

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画

219

蓮田市定
員適正化
計画及び
蓮田市特
定事業主
行動計画
の進行管
理

R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ

　社会情勢等の変化に迅速に対
応できる執行体制を目指し、定
員適正化計画や特定事業主行動
計画の進行管理を行う。第4次蓮
田市定員適正化計画に基づき、
適正な任用を行う。また、会計
年度任用職員制度について、適
正な任用を行う。

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

R6年度
当初予算額
（千円）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策４．関係自治体・関係機関との連携

施策（１）関係自治体との連携

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

政策調整課
　1月15日から2月15日までの1か月間で、
「おいでよ！利根ドライブスタンプラ
リー」を実施し762名が参加しました。

a 達成
　引き続き近隣市町との連携を行い、市
及び地域の活性化を目指します。

0 0

広報広聴課

　近隣4市2町（幸手市、久喜市、蓮田市、
白岡市、宮代町、杉戸町）で構成する田園
都市づくり協議会や岩槻区の開催イベント
について、広報紙に相互掲載し、市の魅力
発信を行いました。また、所沢ベルーナ
ドームでのフレンドリーシティ感謝デーや
深谷市のふっかちゃんバースデーパーティ
などにはすぴぃが参加し、蓮田市のPRを行
い人口増加策の推進を図りました。

b 一部達成
　近隣市町等との連絡調整をし、イベン
ト等の開催の際には、協力して各市町の
魅力発信を行っていきます。

0 0

広報広聴課

　うたやの森フェスティバルでは、松川町
特産のリンゴの販売を行うなど、人的交流
と友好姉妹都市のPRを行うことができまし
た。また、松川町で開催されたあらい祇園
祭りに副市長・職員・はすぴぃが参加しま
した。松川町の小学生が蓮田市を訪問した
小学生交流事業では、はすぴぃが出動し交
流を行い、その様子を広報紙でも紹介しま
した。

a 達成

　友好姉妹都市として、交流を深められ
るよう情報交換を進めるとともに、相互
のイベントへの参加など直接交流の増加
を図ります。

160 79

学校教育課

　蓮田市・松川町小学生交流事業を7月25
日、26日に行いました。今年度は松川町児
童24名を蓮田市に迎えました。子どもサ
ミットでは蓮田市・松川町の未来について
考えました。
　松川町と連携し、実施に向けて内容等の
検討、調整等の打合せを行いました。ま
た、開催に向け、確定した情報は随時校長
会を通して各学校に周知しました。事前研
修会を2回行いました。

a 達成

　来年度の実施に向けて、松川町と連携
をとり、来年度の実施方法の検討も含
め、調整を行います。
　予算の種類等検討を行います。関係各
課と連携をし、交流事業の充実を図りま
す。

188 185

第５次総合振興計画

221

長野県松
川町（遠
隔地自治
体）等と
の友好交
流

　友好姉妹都市である長野県松
川町と、友好と親善の絆を深
め、将来に向けて両自治体が協
調した発展を目指し、官民問わ
ずさらなる交流を深める。災害
時における相互応援に関する協
定を締結した東京都北区につい
ても、同様の関係が築けるよう
交流を深める。また、学校関係
でも、小学生の視野を広げリー
ダーとなる人材を育成すること
を目的に毎年お互いのまちを訪
れ、さまざまな体験を通しなが
ら親交を深める。

220
近隣市町
連携事業

　埼玉県利根地域振興センター
や同管内市町、その他近隣市町
と連携して、地域活性化事業を
推進するとともに、市外でシ
ティセールスのイベント等を合
同で行い、人口増加策の推進を
図る。

R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策６

主要事業
№

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R6年度

当初予算額
（千円）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策４．関係自治体・関係機関との連携

施策（１）関係自治体との連携

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

第５次総合振興計画 R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策６

主要事業
№

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R6年度

当初予算額
（千円）

障がい者
支援体制
の確立
（地域生
活支援事
業）

　障害者の日常生活及び社会生
活を総合的に支援するための法
律に基づき、障がい者が自立し
た日常生活または社会生活を営
むことができるよう、相談支援
事業、コミュニケーション支援
事業、日常生活用具給付事業、
移動支援事業、日中一時支援事
業等を実施する。地域生活広域
支援事業については、相談支援
事業等を近隣市町と共同で委託
するために、幹事市へ負担金の
支出を行う。事業実施者ととも
に、入所施設の整備の検討を行
う。

障がい者支
援課

　地域生活支援事業にかかるサービスの給
付に際し、障がいのあるかたの心身の状況
やニーズを把握するとともに、予算の執行
状況を管理することで、適正に給付を行い
ました。
　埼葛北地区地域自立支援協議会構成市町
が共同で、4月1日に蓮田市に埼葛北障がい
者地域活動支援センターふれんだむ蓮田を
設置しました。また、同協議会の構成市と
して、全体会（2回）をはじめ、各種会議や
研修会に参加し、障がいのあるかたが地域
で安心して生活できる体制整備のための協
議・検討を重ねました。
　蓮田市社会福祉協議会の指定特定相談支
援事業所開設にかかる手続き等の支援を行
い、12月1日に指定を行いました。
　旧小児医療センター蓮田公舎跡地に障害
者支援施設等を整備・運営する事業者の公
募を行い、8月1日に社会福祉法人ルピナス
会を事業候補者に決定しました。

a 達成

　障害のあるかたの心身の状況やニーズ
を把握し、生活を支えるサービス給付を
行うとともに、適正な予算執行に努めま
す。
　地域生活支援拠点が円滑に運営される
よう、3市2町（蓮田市、幸手市、白岡
市、宮代町、杉戸町）、圏域内の事業所
と連携を強化し、8050問題等にも適切に
対応していける相談支援体制を構築しま
す。
　令和6年度に開設した地域活動支援セ
ンターについて、広報やホームページで
周知を行い、地域の社会資源として活用
していきます。
　障害者支援施設等を整備・運営する事
業候補者の支援を行っていきます。

72,821 81,151
84

（再掲）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策４．関係自治体・関係機関との連携

施策（１）関係自治体との連携

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

第５次総合振興計画 R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策６

主要事業
№

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R6年度

当初予算額
（千円）

在宅医
療・介護
の連携体
制の充実

　医療と介護の両方を必要とす
る状態の高齢者が、住み慣れた
地域で自分らしい暮らしを人生
の最期まで続けることができる
よう、在宅医療と介護を一体的
に提供するため必要な支援を行
う。事業の推進にあたっては、
医療・介護関係機関や関係市町
村などと緊密に連携し、包括的
かつ継続的なサービスの提供を
可能とする環境整備を推進す
る。

長寿支援課

　在宅医療連携ガイドをとりまとめ、公表
しました。
　「地域包括ケア推進代表者会議」を2回、
「急変時課題共有のための情報交換会」を1
回開催し、意見交換や課題の検討を実施し
ました。
　地域住民への在宅医療、ACPの普及啓発と
してエンディングノートの活用説明、市民
講座、出前講座等を行いました。また、エ
ンディングノート活用促進のため、市内に3
か所ある地域包括支援センター窓口にて、
説明と配布を実施しました。
　在宅医療介護関係者向けの研修会を3回実
施しました。
　在宅医療連携拠点を設置し、在宅医療相
談窓口の運営や必要な体制構築に取り組み
ました。

a 達成

　在宅医療・介護地域資源実態調査を実
施し、在宅医療連携ガイドの更新を行い
ます。
　「地域包括ケア推進代表者会議」、
「急変時課題共有のための情報交換会」
を開催し、現状の共有や課題の検討を実
施します。
　市民への普及啓発として、ACPや在宅
医療・介護にかかる講座を実施します。
　在宅医療介護関係者向けの研修会を、
白岡市、宮代町と共同で実施します。
　南埼玉郡市医師会に在宅医療・介護連
携推進事業を委託し、在宅医療サポート
センターの設置や、在宅医療介護関係者
の相談及び連携のための体制整備を進め
ます。

4,528 4,413

蓮田白岡
衛生組合
運営事業

　蓮田市と白岡市の2市で構成し
ている衛生組合の効率的・効果
的な運営に努め、廃棄物の安全
な処理を行う。

みどり環境
課

　衛生組合の課長会議への出席、蓮田市・
白岡市・衛生組合の3者による事務研究会に
おいて、情報・意見交換等を行いました。

a 達成

　衛生組合の課長会議への出席、蓮田
市・白岡市・衛生組合の3者による事務
研究会での情報・意見交換等を継続しま
す。
　また、ごみ処理施設基幹的設備改良工
事に係る技術支援を行っていきます。

755,146 683,745
183

（再掲）

92
（再掲）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策４．関係自治体・関係機関との連携

施策（２）関係機関との連携

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

彩の国
ロードサ
ポート制
度の推進

　県管理道路の歩道部分におい
て、住民と行政が協力して、快
適で美しい道路環境づくりを推
進する。

道路課

　ロードサポート制度、活動団体、支援者
募集チラシ及びロードサポートニュースを
配布し、制度のPR、参加団体募集に関して
周知に努めました。

a 達成
　引き続き制度のPR、参加団体募集に関
して周知を行っていきます。

0 0

政策調整課
　人間総合科学大学と、包括連携事業の令
和5年度実績及び令和6年度の事業計画につ
いて打合せを行いました。

a 達成
　引き続き、教育関係機関との連携事業
を行います。

0

関係各課
（社会教育
課）

　人間総合科学大学との連携事業(講座3件
開催)を実施しました。また、日本薬科大学
との連携事業(講座3件開催)を実施しまし
た。

a 達成
　引き続き包括協定を締結している人間
総合科学大学及び日本薬科大学との連携
事業を推進していきます。

75 66

政策調整課

　5月22日に埼玉西武ライオンズのイベント
に参加し、市のPRを行いました。
　8月8日に「蓮田市と蓮田・白岡地方ユネ
スコ協会との連携と協力に関する協定」、3
月28日に「蓮田市と蓮田サービスエリアと
の連携と協働に関する協定」を締結しまし
た。

a 達成

　引き続き連携協定に基づく事業を実施
していきます。
　市と民間企業双方のメリットにつなが
るよう包括連携協定を活用して連携事業
を進めていきます。

0 0

関係各課
（産業振興
課）

　3月21日から23日まで、JR東日本・伊奈町
観光協会・埼玉新都市交通（株）と連携し
て「駅からハイキング」を実施しました。

a 達成
　引き続き、民間企業等との連携事業を
行っていきます。

0 0

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）

　民間企業と連携することで民
間企業の長所を生かした事業を
推進し、時代に合った行政サー
ビスの提供に努める。民間企業
等と包括連携協定を締結し、官
民連携、協働のまちづくりを進
める。

民間企業
等連携事
業

224

R6年度
決算額
（千円）

　大学等と連携して事業を推進
することで、多様化する市民
ニーズに応じる。包括協定を締
結している人間総合科学大学及
び日本薬科大学と連携事業を推
進する。蓮田松韻高校や市内の
教育機関等とも同様に積極的に
交流を図る。また、新たな大学
との連携について研究する。

教育機関
等連携事
業

223

222

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策４．関係自治体・関係機関との連携

施策（２）関係機関との連携

主要事業名 内容（R6年度） 担当課 課別

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R6年度
当初予算額
（千円）

R6年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R6年度中に実施したこと）

政策調整課 ※みどり環境課に記載のとおり。 - ※みどり環境課に記載のとおり。 0 0

関係各課
（みどり環
境課）

　バス路線の延伸に向けた暫定のバス転回
場の整備は、東埼玉病院と土地の賃貸借契
約を締結し、整備工事は令和6年度をもって
完了しました。

a 達成

　引き続き、独立行政法人国立病院機構
東埼玉病院周辺地域の有効な活用に向け
て、関東財務局等との関係機関と調整し
検討を行います。

0 0

小・中学
校水泳指
導民間連
携事業

　学校における水泳の授業につ
いて、民間施設の使用、バスに
よる送迎、水泳授業における補
助指導等を行う。

教育総務課
　黒浜中学校・蓮田南中学校・蓮田中学校
において水泳指導民間業務委託を実施しま
した。

a 達成

　引き続き、次年度も黒浜中学校・蓮田
南中学校・蓮田中学校について学校・事
業者と実施方法や日程等を調整、協議
し、水泳指導民間業務委託を継続して行
います。
　また、学校・事業者と調整を行いなが
ら更なる対象校の拡大についても検討し
ます。

12,620 12,595

社会福祉
協議会と
の連携強
化による
福祉サー
ビスの充
実

　社会福祉サービスの拠点であ
る社会福祉法人蓮田市社会福祉
協議会と市が連携を強化し、迅
速かつ効率的な福祉サービスの
充実を図る。

福祉課

　蓮田市社会福祉協議会の運営に対して、
補助金を交付しました。
　それにより、社会福祉協議会では、様々
な事業を実施し、福祉サービスの推進及び
充実を図ることができました。
　また、市職員を1名派遣し、人事交流を行
いながら連携強化を図りました。

a 達成

　今後も運営費補助金を交付し、実施予
定の事業の確認や情報共有を図り、密接
な連携や協力をすることで、地域福祉の
推進、福祉サービスの充実に努めていき
ます。

91,709 91,709
80

（再掲）

225

東埼玉病
院周辺の
活用の検
討

　独立行政法人国立病院機構東
埼玉病院周辺地域の有効な活用
に向けて、関東財務局等との関
係機関と調整し検討を行う。

53
（再掲）
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